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      　頭上はるか、どこまでも広がる空。

　見上げれば宝石のように輝く月。

　どんなに望んでも、どんなに手を伸ばしても、けして掴つかみ取ることのできぬもの。



　かつて一度は手に入れたはずのそれを、人は永遠に失ってしまった。

　この世界が『神』のものとなった時から。



　けして叶かなうことのない願いを。お伽とぎ話ばなしのようなとりとめのない夢を。

　手が届かない、手に入るはずのないものを望む人間を。

　いつしか人々は「空と月のようだ」と言って笑うようになった。



　空と月を掴もうとするように、愚かなことだと。



    

  
    
      
第一話　死者の街





　　　　　１



　小さな山ひとつが、そのままひとつの街をつくっていた。

　山の麓ふもとに巡らされた塀。山肌を削って螺ら旋せん状に上へのびる街路。石と木と漆しつ喰くいの家が路みちぞいに軒のきを連ね、合間にはこんもりとした樹木が茂っている。

　こんな辺境にあるにしては、大きな街である。

　しかし外から眺めると、この街はすでに半ば廃はい虚きよと化していた。家々に灯ともる明かりはほんの一握り、麓のほうにぽつぽつとまばらに見えるだけだ。

　まだ日が暮れて間もない時刻だというのに、街を包む空気だけが、ひやりと重く不吉な闇やみの色をしていた。



「うわー、なんだこれ」

　樹海を抜けて街全体を見渡せる場所に出たとたん、トキは思わずくるりと回れ右して引き返したくなった。

　一目様子を眺めただけでわかる。馴な染じみ深い、ちりちりと肌を焦こがすような感覚。胃の底がずんと重くなるような圧迫感。死者の魂たましいが近くに、それも大量にいる証拠だ。

（来るんじゃなかった）

　噂には聞いていたが、ここまでひどいとは思わなかった。仕事がしやすいようにと、わざわざ日没後を選んだのもまずかったかもしれない。昼間ならきっと、明るい陽ひ射ざしを嫌って連中も気配をひそめていたはずだから。

「ここはひとつ、噂も何も聞かなかったことに……、ぐわっ!?」

　いきなり後頭部をがつんと拳こぶしで殴なぐられて、トキは頭を抱えてうずくまった。

「な、何も力いっぱい、それもグーで殴らなくたって」

　うっすら涙をためた目で恨うらみがましく相手を見上げる。

　その視線の先、指を固く握りしめた状態で空中に浮いているのは――手首から先だけの手であった。ちなみに右手である。

　彼の旅の相棒、名前は『タマ』。

　もとは誰の手であったかは、不明。

「わかった、行けばいいんだろう、行けばっ」

　ここで怖おじ気けづいたら、彼はこれまでどおり、一族の中のミソっかすの笑い者だ。今までは他人が笑ってくれたが、ここには彼一人しかいないので自分で自分を笑うしかない。

「オレだって、早く一人前になりたいしさ」

　彼の職業は「鎮魂しずめ屋や」である。といっても、十四歳で独り立ちするという一族の慣例に従って故郷の村を出てきたのは二ヶ月前。なりたてほやほやの新米で、実を言えばこれが初仕事だったりする。

　鎮魂屋の仕事というのは、主に二つにわけられる。

　迷ったままこの世界を徘はい徊かいする死者の魂たましいを見つけて、死界に送り込むこと。

　時にそういった魂が引き起こす様々な障害を未然に防止したり、後始末をしたりする、いわゆる害霊駆除。

　この世界に数ある珍妙な職業の中では、比較的地味な仕事と言える。何しろ迷える魂というのはわりと多いので、それを処理する仕事屋がいるのは、世間様にしてみれば「桶おけが壊れたから桶屋で修繕してもらう」程度の認識でしかない。トキ自身、たとえば手紙をやりとりする代わりに遠方にいる人間の声を聞き取って伝える「伝聞屋」や、腹の中に代々飼っている虫を使って水のある場所をあてる「井戸掘り師」みたいに特殊な能力を持つ者たちに比べれば、ずいぶん平凡な職業だと思う。

　それはともかく、トキが今回やるべきことは、この街にてんこ盛りに集まっている死者の魂をどうにかして取り除き、霊害に困っている人々を救うこと。――と、礼金をもらって生活費を稼ぐことだ。

　故郷を旅立つ時にいくらかの餞せん別べつはもらったとはいえ、ボヤボヤしていたらそんなものはあっという間に尽きてしまう。きちんと仕事をこなして一族に仕送りもできるくらい稼ぐようになって初めて、鎮魂屋も一人前と認められる。

　一人前になるための、だからこれが第一歩なのだ。

「よし」

　まだ空中にふわふわ浮いている右手をとっつかまえて、斜め掛けしたカバンの中に押し込むと、トキは顔をあげた。

　おのれを励まし、街にむかって文字どおり一歩踏み出した。……とたん。

　見てしまった。

　山の麓ふもとの街門あたりに、巨大な人間の顔が浮かび上がった。そいつはトキにむかってなんともイヤったらしくニヤリとすると、すぐにぐにゃっと潰つぶれて霧のように消え失せた。

　威い嚇かくなのか、からかっただけなのか。

「ううう、やっぱり行きたくないかも」

　トキはげっそりと肩を落とすと、街の入り口にむかって足取りも重く、とぼとぼと歩き出した。



　トクニ地方のシンカという街に死者が寄り憑ついて霊害の被害が出ているらしい、という噂を聞いたのは三日前のことだ。

　たまたま立ち寄った小さな村の酒場で、「なんだい兄さん、仕事を探してるのかい？　え、鎮魂しずめ屋や？　ていうと、あれかい。札やら何やら使って、悪さをする霊を追っ払うって商売だろ」そりゃちょうどよかった、と隣に座っていた村人がほろ酔い加減で切り出した話だった。

　――半月ほど前かね、シンカに出入りしている商人が、ここに来て言ってたのさ。当分あの街にゃ近づかないほうがいいって。何事かと思ったら、うじゃうじゃいやがるんだってよ。そう、死んだヤツの魂たましいが。なんでも、普通の人間でもちょっと勘のいいヤツなら真っ昼間でも見えちまうくらい大量に住みついちまったらしいから、そりゃもう大騒ぎさ。

　――だからさ兄さん、仕事が欲しいのなら、あんたちょっとシンカへ行ってみるってのはどうだい。鎮魂屋に来てもらえりゃ、街の連中も助かるだろうしな。

　門をくぐると、すぐに街の広場にぶつかった。おそらくここがシンカでもっとも賑にぎやかな場所のはずだが、あたりは暗く、閑散としている。

（やっぱり、さびれてるなあ）

　外から眺めた印象よりも、もっと荒すさんでいる。街に入ったとたん空気がねっとりと糸をひくように重く感じられた。まるで暗い水の中を歩いているみたいな気分だ。

「うわ、すごっ」

　そのまま広場を通り抜けて、山の麓ふもとの住宅地に足を踏み入れたトキは、思わず顔をしかめた。

　何がすごいかといえば、それはもちろん路地にあらわれた死者の霊の数である。半端じゃない。狭い路地を押し合うように黒い影がそこここ無言でさまよい歩き、あるいは地べたや階段にじっと座り込んでいた。

　もしこれが全部生きた人間なら、大都市の歓楽街なみの賑わいだ。

　トキはカバンから火ひ壷つぼを取り出し、小さな手て提さげランプに火をいれた。このあたりに明かりの灯ともる家はほとんどない。子供の頃からの訓練のたまもので暗い場所でもわりと不自由なくものを見ることはできるのだが、このまま死者たちをかきわけて歩くのは面倒である。こんな豆粒ほどの光でも、とりあえず相手は避けて通ってくれるのだ。

「どうしてこんなに集まってきたんだろう？」

　霊が集まってくると、土地の力が衰える。そのせいで水が腐ったり空気が澱よどんだり、悪い病気が発生したりして、生きた人間が被害を受ける。霊害と呼ばれるもののほとんどは、そのケースだ。

（そりゃ、世の中には死者の魂を引き寄せやすい場所があるっていうけど）

　もともと水が悪かったり、日当たりがよくなかったり土が弱っていたり、とにかくいろんな要因が重なって死界にとても近くなってしまう場所というものがあるらしい。

（でも普通はそんな場所にわざわざ街をつくったりしないから……やっぱり他に原因があるはずだ）

　そうこうしているうちにも、影がいくつも彼の横をすりぬけていった。目をこらせば、ほんの少しだけ生前の彼らの姿が見える。一瞬だけ影の輪りん郭かくが固まって、クラゲみたいな半透明の姿になって、でもすぐにぼやけてしまう。

　腕ききの鎮魂しずめ屋やなら、彼らの姿ももっとハッキリ見えるのだろう。顔とか服装とか年齢はどれくらいだとか。どれくらい昔に死んだのかとか、なぜ迷っているのかとか。経験を重ねたベテランなら、生きた人間と同じように会話を交わしたりもする。

　彼の力でできるのはせいぜい、うんと調子のよい時に、霊たちが発する言葉をいくつか拾うことくらいだ。

　とりあえず、ちょうど傍かたわらをすれ違っていこうとした死者に声をかけてみた。

「あのー、もしもし？」

　お訊たずねしますが、この街のどのあたりがそんなに気に入ったんでしょうか？

　相手はまったく無関心に、というよりトキがそこにいることにさえ気づいていないかのように、そのまま行ってしまった。

（うわあ、死者にまで無視されるなんて）

　ちょっと寂さびしい。

　とにかくこれが異常な事態だということだけは、わかる。住人が逃げ出すのも無理はない。

「やっぱこんなのオレには無理だって。このまま知らん顔して帰ったほうが……って、ウソだよ、ウソ！」

　カバンの中でタマがごそりと動いたので、トキは慌あわてて言った。

　その時である。

　その音が、水底のように暗く静まり返った夜の闇やみに響いた。

　しゃらん。

「え？」

（鈴の……音？）

　しゃりん、りん。

　幾いくつもの鈴を重ねて鳴らしているような、可愛かわいらしく澄んだ響きだ。

　トキは首をかしげる。すぐにランプの火を吹き消し、足音を忍ばせて死者たちの横をすりぬけながら、音のしたほうへと歩き出した。



　鈴の音は路地の奥から聞こえていた。

「わっ」

　狭い路みちを進んでいくと、いきなり足下の地面が消えて、危あやうくそのまま転がり落ちそうになった。見ればそこからは下りの階段である。トキはこわごわ前方をのぞきこんだ。

　視界がぽかりとひらけた。石の階段のむこうに、家々の壁に囲まれた広めの空間がある。どうやら、住宅地の中のささやかな広場か公園のようだ。

　真ん中にあるのは噴水だろうか。水の枯れてしまった石造りの池の傍かたわらに、人影が立っていた。

（生きている人間……だよな）

　この街の住人だろうか。こんな時間、こんな場所に一人でいるなんて、住人にしたっておかしな話だけど。

　トキは素早く階段を降りて、そこにあった樽たるの陰に隠れた。そっと首だけ出して様子をうかがった。

　ここにも死者たちの姿はある。池のそばの人物から少し距離を置いて取り囲むように、ぼんやりとした死者の魂たましいが五つ、六つ。じっと佇たたずんで人影を見ている。

　しゃりん、とまた鈴の音が響いた。

（何をしてるんだろう？）

　樽ごしに少しだけ身を乗り出した時、それまで空を覆っていた雲が割れて、蒼あおい月の光が広場に射さし込んだ。

「えっ」

　思わず声が漏れて、トキは慌あわてて自分の口を手でおさえた。

（女の子!?）

　燐りんのような月明かりを浴びて、一人の少女がそこに立っていた。

　年は十一か十二歳くらいだろうか。まだほんの子供だ。夜の色に溶けるような黒い髪を肩より長めに切り揃そろえて、だっぽりした縁のない帽子をかぶっている。トキのいる場所からは、それ以外の細かい部分まではわからなかったが、華きや奢しやな身体からだには不似合いな無骨な四角いカバンを背負っていることだけは見てとれた。

（だけど……だけど女の子だよっ、それもあんな子供がどうしてこんなところに!?）

　しゃら、りん、りん。

　少女は左手に、小さな鈴を幾いくつも結びつけた幅広の紐ひものようなものを握っていた。

　息をつめるようにしてトキが見つめる視線の先で、紐はゆるやかに大きく振られ、空中にきれいな円を描き出す。そうして少女が動きをとめると、たった今紐が切り取ったばかりの空間が、ほのかに白く光りはじめた。

「えええっ？」

　トキは自分の目を疑った。

　月明かりよりも淡いその光に近づくと、少女は紐を持っているのとは反対側の手を無造作にそこにつっこんだ。指先から手首、肘ひじのあたりまで。目を疑ったのは、当然、光を突き抜けるはずのその腕が――、

（き、消えたっ）

　少女の右腕の半分ほどが、淡くゆらめく空間に呑のみ込まれて消えていた。

（なに、どうして!?　なんであんな……っ？　あの子の腕、腕ウデ……っ）

　トキは首をひっこめると、樽の陰にへたりこんだ。心臓が口からとびだしそうな音をたてている。

　何？　オレ、今何を見たの？　ていうか、もしかしてこれって夢？

　そりゃ鎮魂しずめ屋やなんだから、普通は見えないはずの死者の魂たましいなんてものと日常的におつきあいをしているわけで。死んだ人間を見るより生きた人間を見て驚いているのは、どこか間違っている気もするけれども。

　ついでに相棒は、手首から先「しか」存在していないバケモノだけども。

　それはそれ、これはこれ。

「いやだって、世の中にはヘンな特技を持つヤツはいっぱいいるけどさ。フツーは消えないだろ、人間の身体からだって!?」

「あの」

「やっぱ夢かな。それとも見間違い？　そか、見間違いだ。幽霊の正体見たり枯れススキってやつね。ってそんなトンマな鎮魂屋いないって。まいったな、オレ、目だけはいいはずなんだけどなあ？」

「あのお」

　しん、とトキは黙り込んだ。

　樽たるに背中をあずけてへたりこんでいたのだが、そろそろと首をねじまげて、自分の後ろを見た。

　樽の上からつきだすようにして、小さな白い顔が彼をのぞきこんでいる。相手と目があった瞬間、

「どっええええええぇぇぇ――っ!?」



    

  
    
      



    

  
    
      　最大級の悲鳴が、夜の静せい寂じやくを打ち破った。



「すみません。そんなに驚かせちゃいましたか？」

「いや、あの、ごめっ、オレのほうこそ……」

　座ったまま一メートルくらい樽たるから飛び退のいた格好で相手とむきあい、トキは必死で笑顔をつくった。

（お、落ち着けオレ）

　どう見ても、ただの普通の女の子じゃないか。

（でも普通の女の子が、一人でこんなところにいるのって、やっぱりヘンだと思う）

「ここで何をしているんですか？」

　少女は小鳥のように小首をかしげる。さっき彼女が振っていた鈴の音のように、可か憐れんな声だった。

　先に訊きかれてしまって、トキはうろたえた。

「え、えーとえーと、オレ、鎮魂しずめ屋やなんだけど」

「鎮魂屋さん？」

「死者の魂たましいを死界に送ったり、霊害で困っている人を助けたりする商売。ほら、今この街って死者が集まってきて大変みたいだから、それでここで一仕事しようかなって思って」

「そんなことができるんですか。すごいですね」

　ものすごく感心したように言われてしまった。

（腕が消える人間に言われたくないんですけど……）

　ありがたいことに少女の右腕がちゃんともと通りになっているのを見て、トキはホッと息をついた。

「あの、君は――」

「マユです。はじめまして」

　妙に律義に、少女はぺこりと頭をさげた。

「あそ、えー、オレはトキ」

　少女は、地べたに座りこんだままのトキのそばまでくると、また首をかしげるようにして彼を見た。物もの怖おじしない、無邪気な仕草だ。

　そうして間近で見ると、驚くほど可愛かわいらしい顔をしていた。まだ年相応のあどけなさを残した、繊せん細さいそうな顔立ち。くっきりとした大きな瞳は、髪と同じ深い夜の色だ。

　街の人間ではない。そうわかるのは、少女が膝ひざ下したまである編み上げのブーツをはいているから。それと無駄な装飾のない軽快な服装は、長い旅に慣れた者の格好だった。

　やっとのことで動けるようになって、トキはもぞもぞと土をはらって立ち上がった。少女の瞳に今度は下から見上げられ、意味もなくドギマギする。こんな自分よりも年下の女の子を相手に、無様に悲鳴をあげて腰をぬかしかけたことが、急に恥ずかしくなった。

「君はここで何をしていたの？」

　精一杯、年上の威い厳げんをこめて訊たずねたつもりだったが、少女は事もなげに答えた。

「召しよう喚かんしていました」

「……ショウカン、て」

「召喚師ですから」

「……」

（ショウカン師って何？）

　初めて聞く職業だ。

「あ、そうだ。これあげます」

　トキが口を開くより先に、少女は右手に持っていたものをトキに差し出した。

　花だ。まるでたった今摘んだばかりのような、白く可か憐れんな花弁を開いた草花が数本。

「二年前にあそこに咲いていた花です。きれいでしょう？」

　トキは目を瞬またたかせて少女を見た。少しだけ間をおいて、

「……二年前？」

「はい。あ、でも正確に言うと、一年と十一ヶ月と三日前に咲いていた花です」

　いや、つっこみどころはそこでなくて。

「じゃあ、お仕事、頑張ってください」

　トキに花を手渡すと、少女は礼儀正しく、またおじぎをした。

　呆あつ気けにとられていたトキが我に返った時には、少女の姿は視界からふわりと消えていた。

「え、ちょっ、あの!?」

　まるで空気そのもののように軽やかな身のこなしで石段を駆け上がると、少女は噴水のほうを振り返った。

「ヒューゴ、行こう！」

　その時初めて、トキは少女に連れがいたことに気づいた。

　さっき噴水の周辺で少女を取り囲んでいた死者たち。その中のひときわがっしりと大きな影が、少女の声で動いた。

（え……？）

　トキはぎょっと目を瞠みはった。

　その長身と肩幅で、男であることがわかる。死者と生者を間違えるなんて本来はありえないことだが、しかしこの場ではうっかり間違えても仕方がないくらい、男はそれまで生きた人間の気配というものをまるで感じさせなかったのだ。

　死者の黒衣とみまがうような濃い色のマントを羽は織おり、フードを目深に引き降ろして顔を隠している。男はトキには目もくれず、駆け去った少女のあとをつき従うように追って行った。カチャカチャと金具か何かがこすれあうような、妙に金属的な音が響いて、遠ざかる。

　一人取り残され、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたまま、トキは呟つぶやいた。

「だから、結局――」

　ショウカン師って何？

　二年前って何？

　なんでさっき、腕、消えてたわけ？

　……お願いだから、誰か教えてくれ。



　バキッ！

「わっ、なんだよ、タマ!?」

　いつの間にかカバンから抜け出していた相棒は、拳こぶしでトキの頭をひっぱたくと、ひょいと彼の鼻先に移動した。

　親指を立て、くいくいとそれを動かす。

『いつまで呆ほうけてるんだ、このバカ。さっさと行くぞ』多分、そんなことを言っているのだろう。

「おまえさ、その性格どうにかしろよっ。何かっていうとすぐに人を殴なぐるとことかさ！」

　不満たらたらのトキに対して、『知るか』とばかり掌てのひらを返したタマは、すぐに何かに気づいたように今度は人差し指を立てた。

「ん？　なに？」

　タマが指差したのは、トキが少女から受け取った花である。

「なんだよ、これがどうかした――」

　はらり。

　音もなく、白い花びらが散った。

（え……？）

　トキは握りしめていた草花をとっさに見つめた。

（何だよ……これ……）

　はらはらと手元からこぼれ落ちた花びらは、そのまま空中に溶けるように消えていく。

　息をつめて、トキはそっと手をひらいた。

「ええっ？」

　その瞬間、掌で淡くほのかな光が弾はじけ、確かにそこにあったはずの花は幻のように消滅した。何度見つめなおしても――手の中には葉っぱ一枚残らなかった。

「……消えた……？」

　トキは相棒と顔を見合わせた。タマに顔はないけれども。

　ぽつり、とトキは言った。

「どういうことか、わかるか？」

　タマはパッと手を開いた。

『お手上げ』のポーズだった。
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「この状態でも営業中の宿って、ある意味すごいかも」

　奇特というか、根性があるというか。

　いったん広場まで引き返してきて、トキはその看板を見上げた。

　看板には「宿屋」をあらわす記号と、『アオギリ』という文字が読めた。界かい隈わいには他の店の看板も並んでいるが、どこもかたく扉を閉めていて、明かりを灯ともしているところはほとんどない。

　最悪、街の中で野宿も覚悟していたので、一軒だけでも開いている宿があるというのはありがたかった。

　魂たま除よけの札がべたべた貼はられている扉を押して、中に入る。

　宿屋の一階は食堂になっている。木のテーブルが幾いくつかと乱雑に並べられた小さな丸い腰掛け。奥のほうに古ぼけた布張りのソファ。階段をあがって、二階が客室らしい。

　ランプの柔らかな光に満たされた店内に、客の姿はなかった。

「何か用かね？」

　カウンターのむこうの扉が開いて、一人の老人が顔を出した。けっこうな年齢らしく、髪も髯ひげも真っ白だ。丸い眼鏡めがねごしに、じろりとトキを見てから、

「外から来なすったようだが、まさか泊まりたいというのじゃなかろうね」

「はあ、そのとおりです」

　呆あきれたというように、老人は頭をふった。

「この街が今どんな状況なのかは、見ただけでわかるじゃろ。悪いことは言わんから、すぐにここを出て行くことだ。森で野宿でもするほうが、よほどマシじゃて」

　愛想なく言って背中を向けようとした老人を、トキは慌あわてて引きとめた。

「あの、オレ、鎮魂しずめ屋やです。シンカが霊害にあっていると聞いてきたんですが」

「鎮魂屋？」

　老人はもう一度トキを見つめて、眼鏡の奥の目を瞬かがやかせた。それから、ちょいちょいと指先で彼を招き寄せると、

「ずいぶんと若いな」

「新米なもので。これが初めての仕事なんです」

　こういうことは正直に言うしかない。年格好を見ればわかるし、とびぬけて腕がたつのならまだしも、むしろその逆だということくらい自分でわかっている。

　果たして老人は、フンと高らかに鼻を鳴らした。

「感心せんな。入り口の札を見たじゃろう。鎮魂屋なら前にも二回ばかりやってきた。そればかりじゃない、『夢告げ』やら『風かざ見み屋』やら、果ては『舞ぶ楽がく師』まで呼んだが、どいつもこいつも結局どうにもならずに、あきらめて帰って行きおったよ。そうこうしておるうちに、あちこちの井戸が枯れるわ、身体からだの不調を訴える者は続出するわ、噂を聞いて商人や旅人の足は遠のくわで、あっという間に街は荒れてしまった。今さらおまえさんのような若造の出る幕はありゃあせん」

　出る幕なし、と言われたところで引き下がるわけにはいかない。いや、引き下がりたいのはやまやまなのだが、狂暴な相棒がそれを許してくれない。今もカバンの中から、ごそごそと威い嚇かくするように動き回っている音が聞こえるのだ。

（それにしても、ずいぶんと仕事屋を呼び込んだなあ）

　たとえば何か悪いことがあった時に、「夢告げ」は自分が見た夢の中の風景や色彩や会話から原因を探し出す。「風かざ見み屋」は方位とか地形を数字に置き換えて吉凶を判断するし、歌や踊りでツキを呼び込むというのが「舞ぶ楽がく師」だ。

（よっぽど切羽詰まっていたんだな。……無理もないけど）

　今やこの街は死者の盛り場だし、と肩をすくめる。

「ヘタに手を出して死者どもを刺激せんほうが身のためだ。ここの住人も、半年前に比べれば十分の一も残っていやしない。もはや死者どものほうが、生きている人間よりもはるかに数が多い。……わしには連中の姿は見えんが、日増しに空気が悪くなっていくんでな、相当な数だろうということはわかる。今残っている住人も、いつまで住んでいられることやら」

「じゃ、ここがこんなふうになってしまったのは半年前からなんですね？」

　老人は眼鏡めがねの奥から、真っ直ぐにトキを見つめた。

　今度は声をたてずに鼻を鳴らした。

「本気で、ここに集まってきた死者どもをなんとかするつもりかね。他の鎮魂しずめ屋やが投げ出したってのに」

「なんとかできるかどうかは、わかりませんけど……、いえ、正直言ってオレじゃ全然力不足かもしれませんけど、あきらめるのはできることを全部やってみてからでも遅くないと思います」

　とにかく、やれるだけのことはやろう、とトキは思った。

　いつだって、ダメだったとわかるのはやってみたあとのことだ。だから、あきらめるのは精一杯頑張ってからでいい。やる前からダメだと嘆なげくよりも、そのほうがずっといい。

「若いもんは、年寄りの言うことなんぞ聞きゃあせん」

　老人はふぅ、と小さくため息をついた。カウンター席のひとつを、顎あごで示す。座れということらしい。

　トキが言われたとおりにすると、老人は慣れた手つきで飲み物をつくり、カップに注いで差し出した。薄はつ荷かの粉と蜂はち蜜みつを湯にといたものだ。

「ほれ」

　お礼を言って、トキはカップを口に運んだ。一口飲むと、爽さわやかな香りとたっぷりとした甘さが強こわ張ばった身体からだにしみわたった。

「言っておくが、三日以内にカタをつけるか見切りをつけて出て行け。それ以上は泊めんからな」

「げっ、三日って、そんな!?」

　泊めてくれる気になったのはありがたいが、いくらなんでも、街にあふれ返った死者の魂たましいを処理するのに三日で足りるとは思えない。

「イヤなら今晩から野宿しろ」

「うー」

「返事は」

「……はあぁい」

「やっぱり野宿するか」

「はいっ、わかりましたっ」

　ヤケっぱちで答えて、トキはため息をついた。

「それですみませんけど、この街の長老に会うことはできますか。ちゃんと仕事の許可をもらいたいし、会ってもっと詳しい話も聞きたいですし、それに――」

「長老はわしじゃ」

　老人は素っ気なくトキの言葉をさえぎった。

「……は？」

「この街は年寄り数人が回り持ちで、仕切っておる。長老などと呼ばれておっても、それでエラいわけでも金がもらえるわけでもなし、たんに住人の苦情処理と雑用係のようなものじゃ。で、その損な役回りの一人がわしだ。万が一にでもおまえさんが死者どもをどうにかすることができたなら、それなりに金は払ってやる。――つまり、そういう話がしたいんじゃろ？」

　老人は投げやりに手を打ち振って見せた。

「え、あの、じいさん……いえ、長老……」

「名前はアビだ。なんだ、わしの話では不満か？　あいにくと他に詳しい話ができるヤツはおらん。他に長老をやっておった連中は、とっくに街から逃げ出してしまっておる」

「いえ違います不満だなんてそんな」

　長と呼ばれる人間なら山のてっぺんにでも住んでいるんだろうと、何となく思っていたから驚いただけだ。まさか宿屋の主人だとは思わなかった。

「アビさんはどうして逃げなかったんですか？」

　老人は片眉まゆをあげた。

「ここは街の連中の酒場も兼ねておる。まだ住人が頑張って残っているうちは、閉めるわけにもいかんじゃろ。それにこの老い先短い身で、今さらよその土地で新しい生活を始めるのも面倒だ。この街から人間が一人もおらんようになって、いよいよとなれば身の振り方を考えるとするさ」

　言いながら、アビ老人は首の筋を揉もみほぐすような仕草を見せた。やれやれまったく、と呟つぶやく。

「ところでおまえさんは――」

「トキです」

「ふん。腹がへっているのなら、パンとチーズくらいなら出せるぞ」

　とたんに腹の虫が鳴った。そういえば夕食をまだ食べていなかった。

「すみません。お願いします」

「商人の出入りがなくなったので、ここの畑で穫とれる野菜以外は保存のきく食材しか残っておらん。その畑も、土が腐ってロクなもんは穫れんがな。うまい食事は期待するなよ」

　言ってアビはまた首に手をやる。その仕草を見つめて、トキは思いきって言ってみた。

「もしかして具合がよくないんですか？　ええと、頭が重いとか首が痛いとか、身体からだがだるいとか」

「むう。どうもこの数日、首と頭が何かが乗っているみたいに重くてたまらん。年のせいか、空気が悪いせいかはわからんが」

　そりゃそうだろうな、とトキは思う。

　実は、さっきから言おうか言うまいか迷っていたのだ。

（何かが乗っているみたいに、じゃなくて）

　しっかり、ちゃんと、きっぱり間違いなく乗っかっている。人のかたちをした黒いものが、老人の背中にしがみついている。

　普通の人間には見えないくせにわざわざ重かったりするところが、霊って謎だ。

（やっぱり言わないほうがいいだろうな。幽霊をおんぶしています、なんて）

　目の前に置かれたパンとチーズを口に頬ほお張ばりながら、トキは思う。気丈な頑固者でも、お年寄りである。ショックが心臓に到達してぶっ倒れられたりしたら困る。

　アビ老人がこちらに背を向けてカウンターのランプに油を注つぎ足している隙すきに、

（ほら、降りて降りて）

　トキは手をひらひらと振った。

　霊はしばらく、どうしようかなというように頭を揺らしていたが、やがて老人の背中から滑り降りると、床を這はってどこかへ行ってしまった。

（よかった、素直なヤツで）

「入り口の札、あまり効いてないみたいですね」

「そうかね」

　布巾で手を拭ぬぐいながら振り返り、「おや」と小さくアビは呟つぶやいた。不思議そうに首を回している。具合がよくなって何よりだ。

「どうも、ごちそうさまでした」

　空になった皿をトキがわきにどけると、アビは背後のボードから部屋の鍵かぎをとってカウンターの上に置いた。

「おまえさんの部屋は廊下のつきあたりの右側だ。どうせ客は他におらんから、鍵なぞいらんとは思うがね」

（あれ？）

　ヘンだな、とトキは思う。

「オレだけですか？」

「何かね」

「ああ、いえ別に、……何でもないです」

　あの少女は、ここには泊まっていないのだろうか。

　首をかしげながら鍵かぎを受け取ると、トキはもう一度薄はつ荷か湯と夕食の礼を言って、部屋にむかった。
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「ううう」

　翌朝の目覚めは最悪だった。

（眠い。だるい。ぜんっぜん爽さわやかじゃない）

　カーテンごしに射さし込む朝の光に目をしょぼつかせながら、トキは重い頭を抱えるようにしてベッドから起き上がった。

　昨夜は死者たちのおかげで、ほとんど眠ることができなかった。部屋の扉と窓には一応、魂たま除よけの札を貼はっておいたのだが、あまり効果はなかったらしい。ちょっとうとうとすると、きまって誰かがベッドの上で飛び跳ねたり、彼の顔をなでたり鼻をつまんだり、あげくに部屋の椅子やら備品を放り投げるというイタズラをやらかしてくれたのだ。

　頭にきて何人かを強制的に死界送りにしてやったが、すぐまた新手がやってきて、事態はいっこうに改善されないまま朝を迎えてしまった。

「おい、こら、タマ！」

　トキは枕の横に転がっている相棒を睨にらんだ。

「おまえ、他の霊と一緒になってオレの鼻をつまんでただろう!?　わかってんだからな！」

　聞こえているはずなのに、タマは掌てのひらを上にむけたまま、ぴくりとも動かない。

　死んだフリ。

「まったくもうっ」

（久しぶりの柔らかいベッドだったのに）

　もしかして、毎晩こういう目にあうのだろうか。とすれば、これも霊害のひとつであろう。死者に遊ばれてしまう、というのも。

（これじゃ、無視されたほうがマシだよ）

　生アクビをしながら服を着て、部屋の隅にある洗面台の前に立った。備えつけの桶おけから水を汲み、顔を洗う。布で顔を拭ぬぐってから、何気なく目の前の鏡をのぞき込んだ。

　思わずため息が出た。

（前と全然、変わらないや）

　イヤになるほど見慣れた、平凡このうえない顔がそこにあった。

　薄ぼけたような淡い茶色の髪。ありふれた褐色の瞳の色。鼻のあたりにはうっすらとそばかすが浮いている。まだ柔らかな線を描く顔立ちは、屈強な大人の男のものには程遠い。

　旅をしていれば顔つきだって少しは男らしく精せい悍かんになるかと期待していたのに。

（だから、あんなことを言われるんだろうな）

　ある日聞いた、一族の娘たちの小鳥のような話し声とクスクス笑いが耳によみがえる。

　――ひとつひとつのつくりは悪くないのに、全体的に見るとなんだかパッとしないのよねえ。印象が薄いっていうのかしら。

　――ちょっと物足りないっていうか、頼りない感じよね。

　――修行は熱心だけど、そのわりにとびぬけて成績がいいってわけじゃないし。

　――あそこの家はみんな腕のいい鎮魂しずめ屋やなのにね。お兄さんは二人とも、子供の頃から抜群に出来がよかったじゃない。どうしてトキだけ、ああなのかしら。

　たまたま水場で洗濯をしている彼女たちの言葉を聞いてしまい、トキはしばらく深く落ち込んだ。その中に彼が前から気になっていた娘もまじっていたものだから、さらにダメージは大きかった。

「仕方ないよな。兄さんたちに比べたら才能ないのは事実だし。オレだって自分で見ても地味っていうか、パッとしないって思うもん」

　鏡にむかって声に出して呟つぶやくと。

　ぽん、と元気づけるように肩を叩たたかれた。



    

  
    
      



    

  
    
      　振り返った彼の目の前で、相棒が人差し指と中指を立てた『大丈夫、大丈夫』のポーズをとっている。

「………………いいよ、慰めてくれなくたって」

　こいつに慰められると、なんだか無性に腹が立つのはなぜだろう？



　身支度を整えて一階におりて行くと、すでに朝食がテーブルに用意されてあった。

「あ、おはようございます」

「カラ茶と薄はつ荷か茶、どっちにするかね？」

　アビがカウンターの奥の調理場から顔をのぞかせ、相変わらず愛想のない声で訊たずねた。

「ええと、カラ茶をお願いします」

　席につくと、トキは食堂を見回した。朝食の支度がしてあるのは、彼のいるテーブルひとつだけだ。

（やっぱりいないんだ）

　宿ではたいてい朝食がつく。大きな宿屋では夕食がつくこともあるが、たいていは別料金であとで請求される。それはともかく、用意された朝食の皿の数をみれば、宿泊客の数もわかる。

　昨夜この宿に泊まったのは、やはりトキ一人だ。

「どうしたね？」

　アビがポット片手にカウンターから出てきて、トキのカップにお茶を注いでくれた。

「あのお、ここには他に宿屋ってあるんですか？」

「ないな。いや、他に二軒あったが今はどっちも閉まっとるよ」

　それが何だ、というように老人は顎あごをしゃくる。

「ヘンだな。じゃ、あの子たち昨日はどこに泊まったんだろう。まさか野宿とか……？」

「あの子？」

「昨日ここへ来る前に、あっちの住宅地で女の子に会ったんです。十二歳くらいの。いかにもよそから来たってカンジだったし、あんな時間だったから、てっきりここに泊まるものだと思っていたんだけど」

　どん、と音をたててポットがテーブルに置かれた。

　トキは驚いて老人を見る。

　何かいけないことでも言ったのだろうか。アビ老人は不機嫌そうに顔をしかめると、「ふんっ」と盛大に鼻を鳴らして、背中をむけて行ってしまった。

（どうしたんだろう）

　わけがわからず、トキは目の前の皿に目を落とす。

　粉を水で溶いて薄く焼いた皮みたいなものが数枚、皿の上にのっていた。これをどうして食べるんだろうと首をひねっていたところに、アビが別の皿を持って戻ってきた。

「言ったとおり、こんなもんしかできん」

　運ばれてきたのは野菜と炙あぶった塩漬け肉を細く刻んだもの。どうやらそれを皮で包んで食べろということらしい。つけあわせに炒いった卵までついている。

（うわぁ、久しぶりのまともな食事……！）

　普段は野宿が多いのと、所持金の節約のために、もっぱら口にするのは携帯食だ。穀物を挽ひいた粉を固めて焼いたものとか、干した果物とか乾燥させた小魚とか。「こんなもの」どころか、新鮮な野菜と暖かい食べ物というだけで、トキにとっては十分なご馳走だった。

「昼飯はどうするね？　店はほとんど開いておらんぞ。探せばどこかやっておるかもしれんが、他人に売るほど物が残っているかどうか」

「今日は一日、街の中を歩き回るつもりなので、……ええと、チーズを少しわけてもらえるとありがたいんですが」

　アビの話では、街の住人の日常品や食料は月に一回か二回、残った人間のうちでも比較的体力のある者が、近隣の街や村まで買い出しに行くことでまかなっているのだという。

（商人が来なくなったって言ってたもんな）

　霊害そのものも大変だが、今この街に住んでいる人たちの生活が予想していたよりもはるかに切羽詰まっていることを、トキはあらためて感じた。

（頑張らなきゃ）

　期限は三日と言われた。その三日のうちに何か――ほんの小さなことでもいい、この街の人たちのために何か役に立つことが自分にできればいいのだけれど。

「なんじゃ、メシがまずいのか？」

　よほど神妙な顔をしていたのだろう、アビはお茶のおかわりをカップに注ぎながら、トキを見て眉まゆをひそめた。

「え、いや、とんでもないです！　頬ほっぺたが落ちそうなくらいうまいです！」

「ふん、大おお袈げ裟さな」

　アビはカウンターからもうひとつカップを持ってくると、トキの向かいの椅い子すをひいて腰をおろした。自分で茶を注ぎ、カップを口に運ぶ。

　しばらくそうして黙り込んでから、

「おまえさんが会ったという女の子だがな」

　ぽつりと言った。

「はあ」

「やたら体格のいい男と一緒におらんかったか？」

「ええ、いましたけど」

「……街から出て行けと言ったのに、まだおったのか」

　老人の顔を見つめて、トキは目を丸くする。

　アビはカップをテーブルに置くと、肩をすくめた。

「昨日の昼じゃったよ。その女の子と男がうちに来て泊まりたいと言うから、断った」

「そんな……どうして」

　言葉を探しているみたいに、老人は少し間をおいてから言った。

「子供がこんなところへ来るもんじゃない。ましてや召しよう喚かん師の力が霊害に役に立つとは思えん。だから関かかわらんとさっさと引き上げろと言ったんじゃ」

（あ、そういうことか）

　あの少女はアビの言葉をききいれず、しかも宿を断られたために多分昨夜はどこかで野宿するハメになった。それを知ってこの老人はさっきあんなに不機嫌な顔をしたのだろう。

　そんなことを思ってから、「あっ」とトキは身を乗り出した。

「そう、ショウカン師！　そのショウカン師ってどんな職業なんですかっ？」

「なんじゃ、知らんのか」

「はあ、初めて聞きました。……すみません」

「そんなことをいちいち謝らんでいい。知らんでも無理はない。噂は聞いても、めったにお目にかかることのない連中だ。わしも実物を見たのはこの年になって初めてじゃよ」

「そんなに珍しい職業なんですか？」

「職業というか……まあ、珍しい能力であることは間違いないな。もともと連中は数が少ないんじゃろうが、ふむ」

　アビはまたも言いよどむ。

　まあそのうち、おまえさんも知ることがあるじゃろうから。老人は口の中でそう呟つぶやいたようだった。

「召喚師は狩られるんじゃよ。教団の宣せん教きよう隊たいに見つかれば、命はない。そうやって片っ端から殺されとるから、あまり姿を見せることがないんじゃ」

　トキはぽかんと口をあけた。

（殺される!?）

「宣教隊にって、それじゃ教団のおたずね者か犯罪者ってことじゃないですか！　……ウソでしょ、だってあんな子供が!?」

「あの子が、ではない。教団にとって召喚師というのは、『神』に背いた大罪人なんじゃよ」

　カップを掴つかんだ指が急に冷たくなったような気がした。

「……どうして」

　アビはふっと息をついた。

「連中は嘘か真か――別の時間の流れの中にあるものを、今わしらが生きているこの世界に呼び寄せることができるのだそうだ。たとえば、そうじゃな、このシンカの街ができる前に、ちょうどわしが座っておるこの場所に、石ころがあったとする。その石ころを、その手でじかに触れてこのテーブルの上に取り出してみせる。今ここにおるわしやおまえさんの目の前にだ。それを召喚といい、そういった信じられんことをやってのける連中が召喚師というわけだ。わかるか？」

「え、ええと、昔ここにあった石ころを……？」

「だからたとえじゃよ。要するに召喚師は、過去の時間と今の時間を連中にしかわからん方法でつなげて、とうの昔に消えてなくなってしまったいろいろな物を、そっくりそのまま今の人間たちの目の前に出現させる能力を持っておるのさ。あくまで、わしの聞いたところではな」

「え、えええぇぇ？」

　かつてその場所に存在していたものを。そして、今はもう消えてこの世界のどこにもないはずのものを。時間をこえて過去から呼び寄せる――『召しよう喚かん』する力。

　その力を持った者を、召喚師と呼ぶというのだ。

「ど、どうやったらできるんですかっ、そんなこと!?」

「連中に聞け」素っ気なくアビは言った。

　そりゃそうだ。

「まあ、連中も何でもありというわけではないらしいぞ。自分の身体からだよりも大きなものは無理だとか、生きて動いているものは召喚できんとか、そんな話を聞いたことがあるからな。召喚師といっても、他の者が考えるほど何でもできるわけではないのだろうよ。しょせん人間のやることじゃ」

　それでもすごい、とトキは思う。そんなことのできる人間が世の中にいるなんて。そんな職業があったなんて。

　もし話に聞いただけなら、とても信じられなかっただろう。

　だけど、信じるしかなかった。彼は実際にそれを見たのだから。



（二年前にあそこに咲いていた花です）

　マユという名前だっけ。

　やっとわかった。あの子はあの花を『召喚』したのだ。鈴のついた紐ひもを振って、二年前の時間に腕を差し入れて、あの花を掴つかみ出した。

　やっとわかった。

　あの子が、『召喚師』だと名乗った意味が。



「でもどうして、召喚師が罪人なんですか」

　食事はもう終わっていた。せっかくの炒いり卵は途中から味がわからなくなってしまった。

「教団の言う、『神』に背くもっとも重き罪とは何じゃ？」

　アビは顔をしかめたのか地顔なのかわからない仏頂面で言った。

「ええと、『神』以外のものを信仰すること」

「それから」

「古い時代を思い出すこと……」

　それは、教団の「ありがたい」教えとやらを記した書物に必ず書かれていることだ。

　誰でも読み書きができる年齢になれば、その書物にある言葉を紙に書き写して、一度は大人たちの前で暗あん誦しようしてみせなければならない。そういうきまりなのだ。

　そこに書かれてあったことの何がそんなに「ありがたい」のか、トキには今でもさっぱりわからない。村に一冊しかなかったその本の、馬鹿みたいに立派な装そう丁ていばかりが印象に残っていた。

　老人はうなずいた。

「なぜ思い出すことが罪なのか、わかるか」

　読み書きを教えてくれた一族の古老も、同じようなことを聞いた。トキがやっとのことで暗あん誦しようを終えた時。丸暗記が精一杯だったので、答えられなかった。

　今なら少しは理屈がわかる。

「昔、人間は今よりもずっと大きな力やたくさんの知識を持っていて、けれどもそのことに奢おごったために世界をメチャクチャにしてしまった。その力をもう一度手に入れて愚かな過ちを繰り返さないように、『神』は人間に過去の時代を思い出すことを禁じた……ですよね？」

「少なくとも教団に言わせれば、そういうことになるな。人間が滅びに瀕ひんした時代の記録や記憶を掘り起こすことなどもってのほか、禁を破れば即座に宣せん教きよう隊たいのリストに載って、抹殺されるという寸法だ。――ところで召しよう喚かん師は」

　アビの口調がゆっくりと、まるで言い聞かせるようなものになる。

「召喚師は、過去に存在したものをこの世界に召喚する。その過去に、禁きん忌きとされた時代までも含まれておるとしたら、どうなる。人間が忘れ去った時代の様々な品物を出現させ、しかもそれは目で見ることもできれば、手で触れることもできるんじゃ。とすれば、教団にとってこれほどやっかいなことはない。召喚師は見つけしだい片っ端からぶち殺せということになっても無理からぬことじゃよ」

「――」

「そういう力を持って生まれてきた。そのことが召喚師の罪なんじゃ」

　喉のどの奥に何か重い塊かたまりがつっかえたような気がした。

　何か言おうと思うのに、何を言っていいのかトキにはわからなかった。自分が反論したいのか、それともうなずきたいのか、それすらも。

　黙ってしまったトキを尻目にアビは立ち上がる。じろりと眼鏡めがねの奥の目を動かして、

「それで、いつまでここに座り込んどるつもりじゃ。三日しかないのに年寄りとのんびり茶飲み話をしておる暇なぞなかろう。それとももう仕事のほうはあきらめたか？」

　意地の悪い口調で言われ、トキは慌あわてて「ごちそうさま」と席を立った。

　宿を出る時に老人はチーズの塊を持たせてくれたが、それはどう見ても彼一人分には多すぎた。頼んでいないパンまで一緒に、包みの中に入っている。

「あの子に会うことがあったら、今日中に街を出て行けとわしが言っていたと伝えておけ」

　ああそういうことか、とトキは思った。

（このお弁当、三人分なんだ）

　笑いを噛かみ殺しているトキにさっさと背中をむけ、アビはカウンターの奥からむっつりと言った。

「それでももし出て行く様子がないのなら、今晩一晩だけなら宿に泊まらせてやると言っとけ。――いいか、一晩だけじゃぞ」
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　この世界の頂点には『神』という存在がある。

　その『神』の代弁者として、実質的に権力を握り世界を統すべているのが教団だ。

　宣せん教きよう隊たいは、教団が治安を守るという名目で辺境の地に送り込んでくる兵士たちである。教団に絶対の忠誠を誓う宣教隊兵士たちをさらに伝道師と呼ぶのだが、その上級の者は『神』がかつて人間に禁じた「人を殺すための武器」を使用することさえ、特別に許されているという。

　教団いわくの無法地帯である辺境――『神』なき地の人間たちを監視するために送られてくる彼らについては、常に血なまぐさい噂があとを絶たない。

　いわく――武器の密造者と間違われた商人の一行が問答無用で逮捕され消息を絶った、どこそこの街で公開処刑がおこなわれた、犯罪者をかくまったとある家族が赤ん坊に至るまで皆殺しにされた、街ひとつが宣教隊の大部隊によって殲せん滅めつされた、等など。

　彼らにまつわる話のどこまでが真実でどこまでが流りゆう言げんかはともかくとして、ひとつだけ確かなことがある。

　宣教隊に追われるということは、確実な死を意味するということだった――。



　そういう力を持って生まれてきたことが罪なのだと、アビは言った。

（でもそれは、あの子のせいじゃないはずなのに）

　心のどこかでヘンだと思う。そんなことで殺されなければならない人たちがいることが。

　だけどそれをおかしいと思うことは、教団の言い分がおかしいと思うことで、『神』の教えがおかしいということで、それはつまり世界の仕組みがおかしいということで……。

（あれれ？）

　ヘンだと思うことがヘンなのか？

　なんだかよくわからなくなって、トキはがしがしと髪の毛をひっかき回した。

（今は、そんなことを考えている場合じゃないっか）

　あらためてあたりを見回した。

　当然のことながら、夜に見た時よりも街中の空気は明るかった。たんに陽ひ射ざしがあるというだけでなく、昨夜の糸を引くような空気の澱よどみがだいぶ薄らいでいる。

　日光の下では死者たちもそれほど活発ではない。時々、堂々と横をすれ違っていく元気な死者もいないわけではなかったが、ほとんどはかすかな気配だけを残してかたちもなく、陽炎かげろうのようにそこここで揺れているだけだ。

　では、生きた人間のほうはというと――。

（どっちもあまり変わらないなあ）

　昨夜と同じように住宅地を歩き回りながら、トキは思う。

　以前の十分の一にも満たないとはいえ、シンカにはまだ住人が残っているはずなのに、街はがらんと空くう虚きよに静まり返っていた。昼前だというのに賑にぎわう人々の声もなく、元気にはしゃぎ回る子供たちもおらず、家の前で日向ぼっこを楽しむ老人の姿もない。

　それでも時おり、道端でぼんやりと佇たたずんでいる人や、足早に道を歩いている人を見かけることはある。だがトキが近づいて話しかけようとすると、皆逃げるようにどこかへ行ってしまった。

（無理ないか）

　見えようが見えまいが、死者の魂たましいが確実にそこにいるという事実に、人々は怯おびえているのだ。

「やるだけやってみるかな」

　呟つぶやくと、トキはその場にしゃがみこんで、カバンの中をごそごそとあさった。やがて札を一枚握って立ち上がると、手近な家の壁に貼はりつけた。タマがカバンを抜け出し、作業を始めた彼の肩にひょいと飛び乗る。

　二、三歩さがって札がしっかり固定されていることを確かめると、トキはそこに書かれた文字と同じ言葉を、短い呪じゆ文もんとともに唱えた。ほどなく光の煙みたいなものが文字から滲にじみでてくるので、それを素早く片手にすくい取り、札を囲むように一息に壁に縦長の四角い線を描く。大きさは、ちょうど大人がくぐり抜けられる扉くらい。

　死界へとつながる扉だ。

「よし、こんなものかな」

　魂を死界へ送る方法はいろいろあるが、とりあえず彼にできるのはこのレベルだ。

　道端や建物の陰で陽炎かげろうみたいに揺れていた死者の魂が、その扉に引き寄せられるように動いた。這はうようにして扉にたどり着き、押し開けようとした。

　何の変哲もない壁であるはずのその部分が、掴つかみどころのない不透明な灰色に変化する。死界と路みちがつながった証拠だ。そのまま扉が開いて、死者たちを魂の安息の場へと導く。……はずだった。

「あれ？」

　開かない。

　いつまでたっても扉が開かないので、死者たちが無言で恨うらみがましい目をトキに向けた。

　トキは慌あわてて後ろにさがり、自分の描いた線を確認した。

（しまった、歪ゆがんでる）

　形が微妙に斜め。これでは建てつけの悪い欠陥扉である。

「うわ悪い！　やり直すやり直すから！」

　四角くらいちゃんと描けよと自分にツッコミをいれながら、札を貼るところから仕切り直す。今度はうまくいった。

　その場にいた死者たちの魂たましいが、次々に死界へと吸い込まれていった。扉のあちら側には霧のようなものが渦巻いていて、先を見透かすことはできない。生きた人間が間違ってそこに入ってしまったら大変なことになる――具体的に何がどうなるのかは知らないが――ので、トキは少し離れた場所に腰をおろし、様子を見守った。

「……方法としてはこれが一番正しいっていうか、これしかないんだけど」

　しばらくしてから、ため息を漏らした。

「やっぱりダメだ。これじゃキリがないや。オレの札じゃ、いっぺんに大量の魂を送ることなんてできないもの」

　扉はほんの数分で閉ざされた。札の効力がきれたのだ。死界への路みちは消滅し、のっぺりとした壁に戻る。残ったのは、焦こげたように真っ黒に変色してそこに貼はりついた、元は札であったもの。

　こういうのを焼け石に水というのだろう。この街にいる死者たちを片っ端から死界へ送り込むとして、一体どれだけの数の札と時間が必要になるか、ちょっと考えてトキは頭を抱えた。

　住宅地だけでもお祭りみたいに死者が路地をうろつき回っているのだ。これが街全体となると――その数を想像しただけでぞっとする。

　ダメだ。全然無理。少なくとも三日のうちに作業を全部終えることは、断言するが不可能である。

「こうなったら、死者たちが集まってきた原因を先に調べたほうがいいかも……」

　トキはわしゃわしゃと髪の毛を掻かき回すと、立ち上がった。

「あれ、タマ？　どこだ？」

　その時になって、肩の上にいたはずの相棒の姿がないことに気づく。トキはあたりを見回した。

　いた。タマはいつの間にかカバンからチョークを取り出して、とても楽しそうに、そのへんの壁にデカデカと落書きをしていた。

『半人前の役立たず』

　思いっきり、言うてはならんことを。



「おーまーえーはっ」

　とっ捕まえようとしたトキの手からするりと逃げると、タマはチョークをぽいと投げ捨てて、ひょいひょいと飛び跳ねるようにしてどこかへ行ってしまった。

「まったく、一度でいいからあいつの本体の顔を見てみたいよ。絶対に根性ひねくれ曲がって性格悪いヤツにきまってる」

　まあ、その本体が今でも生きているとはとても思えないけれども。

　ぶつぶつ言いながらトキは地面に落ちたチョークと、ついでに置きっぱなしになっていたカバンを拾い上げた。

　さっきまで死界への扉が開いていた壁の前に立って、使用済みの札をべりっとはがす。

「あれ？」

　トキはふと首をかしげた。

（なんだろう、これ）

　何気なく目をこらした漆しつ喰くいの壁の表面に、無数の細かいひびがはいっている。

「ここも……、あれ、こっちの壁にも？　木の柱にまで？」

　気をつけて見ると、どこの家の壁もひびだらけだ。指で触れるとぽろぽろと漆喰がこぼれ落ちる。柱には太い亀き裂れつが走っているものまであった。

　壁だけではない。見回せば、あちこちの家の窓ガラスが白くひび割れている。昨日は暗くてそんなことまでは気づかなかった。

「これも霊害かな？　でもこんな事例は教わってないし」

　死者の仕業にしては妙だ。

（もうちょっと調べてみるか）

　トキはカバンをきっちり肩から斜めに掛けなおすと、路地にそった家の壁に注意深く目をやりながら、歩き出した。
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　午前中いっぱい街の中を歩き回って、幾いくつかわかったことがあった。

　麓ふもとだけではなく、山の中腹や山頂付近にも家の建ち並ぶ住宅地があること。規模はもちろん麓のそれが一番大きいが、家そのものは山の上も下も似たりよったりの漆喰と木材の平屋だ。住人の間にあまり大きな貧富の差はないようである。が、中腹も山頂付近も、すでに住人が逃げ出して無人になっていた。

　問題は、どちらにある家も麓と同様、壁や窓に細かいひび割れが見られるということ。

（なんかひっかかるんだよな）

　もし壁やガラスのひびが死者のせいではないとしたら、わざわざ気にすることではないだろう。そう思いつつ、トキはつい首をひねってしまう。

　まるで喉のどの奥に刺さった小さな魚の骨みたいだ。

（その街で鎮魂しずめ屋やが何人も……）

（ひびが入る）

（……割れた。真っ二つに）

　記憶の片隅で小さく囁ささやいている声がある。なんだろう。

　ずっと前にどこかで誰かから聞いた話？　それとも何かの本で読んだ？

「オレの思い過ごしなのかなあ？　……あーもうっ、なんかイライラするっていうか、気持ち悪い！」

　その時、ふわりと風が通った。

　山頂につづく道をほとんど山登りの要領で歩いていたトキは、ふと足をとめた。

「あ、麓ふもとの家が見える」

　木立が途切れて、唐突に視界がひらけた。さすがに高い場所は見晴らしがいい。

　麓に密集している家屋、それを囲むように塀があって、外側にずっと森の緑がつづいていた。そうして遠くに目をやると、うねるように緩ゆるやかに重なった山々が視界に入る。

　今は春が終わったばかりの、一年中で木々の緑が一番美しい季節だ。

　ここまで来ると、さすがに死者たちの気配も薄い。空気も澄んでいた。額の汗を拭ぬぐい、トキは吹き上がってくる風を胸一杯に吸い込んだ。

（ああ、でも……）

　こうして比べてみるとわかる。この山を覆う樹木の色は、他の山々のそれに比べて色が悪く弱々しい。

　霊害にやられた土地は、植物も衰えていく。

　ざああっ。

　風に煽あおられて樹木が枝を揺らし、木の葉が青いままぱらぱらとトキのまわりに降りそそいだ。街中いたるところで、そうやって樹木が葉を散らしている。

（このままだと、この山の樹もみんな枯れてしまうんだろうなあ）

　あれちょっと待てよ、とトキは思った。

　死者の魂たましいが群がる場所では、植物も生気を失って枯れていく。それは道理だ。

（でもそれだと、この街で死者たちの気配がもっとも濃いのは麓から中腹にかけてだから……）

　そのあたりから先に樹木が枯れはじめるはずじゃないのか？

　死者の魂が比較的少ない山頂付近の植物まで、同じように枯れかけているのはヘンだ。

（まさか……これも霊害のせいじゃないとか）

　だけどそんなことがあるんだろうか、とトキが首をかしげた時だった。

　しゃらん。

　山頂の方角から、鈴の音が響いた。



　道を登りきると、目の前に古びた木造の四阿あずまやがあらわれた。ぽっかりと緑の蓋ふたがはずれたように視界が明るくて、その先にはもう空しか見えない。ここが本当の頂上だ。

（あ、いた）

　四阿のベンチにマユと連れの男の姿があった。少女は鈴のついた紐ひもを傍かたわらに置き、男に何か話しかけているみたいだ。

（……って、なに隠れてんだよ、オレ？）

　二人に近づいて声をかけるかわりに、トキはそばにあった樹木の陰に隠れると、幹に背中をあずけるようにしてその根元に座り込んだ。

　寸前まで少女に話しかける気満々だったのに、いきなり気後れがしてしまった。

　何しろ昨夜の失態がある。

（顔を見て悲鳴をあげたなんて……すっごいマヌケに見えたろうな）

　怒ってはいないみたいだったけど、呆あきれるくらいはされたかもしれない。

「ええと、まずさりげなく『こんにちは』だよな。それから、今日はお日柄もよく……いや、それ違うか。今日はいい天気だね、でいいのか……？」

　本番で困らないように、指を折りながら会話を練習してみる。

「『何をしてるの？』って訊きいたら、きっとまた召しよう喚かんしてたとか何とか答えるだろうから、『召喚師なんだってね、すごいね』って……うん、その時はニッコリ笑って言うとけっこう印象いいかも」

（でも召喚師のここでの仕事って何だろう？）

　召喚師の力が霊害に役に立つとは思えない、とアビは言っていたが。

　それに、いくら連れがいると言ったってあんな子供が、それも女の子が仕事をしながら旅をしているのは、やっぱり珍しいんじゃないだろうか。トキの故郷では、女性が成人前に家を離れるなんて考えられないことだ。

（危険じゃないのかな。……宣せん教きよう隊たいにだって追われているんだし）

　トキはハッとして頭をふった。

「ナシ、今のはナシだ。宣教隊のことは絶対に言っちゃまずいぞ。ええとそれから……昨日は花をどうもありがとう。すぐに消えちゃったのは残念だけど……」

（そういえばどうしてあの花、消えたんだろう？）

「……まあそれはあとで訊けばいいとして、出だしはこんなもんかな。よし、行こう！」

　すくっと立ち上がったとたん、

「あの」

「どっわああぁぁぁ――!?」

　なんで毎度このパターン。

　トキが隠れていた樹木の幹の後ろから、少女がちょこんと顔を出して彼を見ていた。

「こんにちは」

「ここ、こんにちは……じゃなくてっ。何、どうかしたっ？」

　練習していたセリフはすべて頭から吹っ飛んだ。

「はい。あの、帽子が」

「帽子？」

　そういえばマユがかぶっていたはずの、あのだっぽりした帽子がない。夜のような黒い髪はクセがなくて艶つややかで、帽子なんかで隠すのは惜しいのになと、その一瞬にトキは思ってしまった。

「あそこに」

　マユが指差したのは、トキのちょうど真上に張り出した樹木の枝だった。なるほど、手の届かない高みでふらふらと帽子が揺れている。

「ほんとだ。でもどうしてあんなところに……」

「いきなり持っていかれてしまいました」

「持っていかれたって、カラスか何かに？」

　トキは枝の上に目をこらす。イタズラ好きの鳥の姿を探すつもりで――。

　別のものを発見した。

　トキはすうっと大きく息を吸い込む。怒鳴った。

「おい！――こらタマ、三つ数えるうちに降りてこい！　一、二、三！」

　タマは帽子を掴つかんで素直に降りてきた。麓ふもとで姿を消したきり見なかったのでどこへ行ったのかと思ったら、こっそりとトキのあとをついて来ていたらしい。

「なんでこういうことするかなあ、おまえは」

　ムッとしてトキが言うと、タマはひょいひょいと人差し指をふった。『まあまあ』とでも言いたげである。思わずぺしっと地面に叩たたき落としてやりたくなる。

「お知り合いですか？」

　タマから帽子を受け取って、マユは目を瞬かがやかせた。

「ええと、知り合いっていうか、一緒に旅をしているっていうか……」

「タマさん？」

「う、うん。たまたまくっついてきたから」

「そうなんですか」

　マユは目の前に浮いている人間の右手を、まじまじと見つめている。

　さすがにタマは恥ずかしそうに身を、というより掌てのひらをよじった。『イヤンそんなに見ないで』ってな感じ。バカだ。

「男の人でしょうか、女の人でしょうか」

「え、タマ？」

「はい」

　そう言えば、どっちだろう。女の手にしてはだいぶ大きいけど、男の手というほどごつごつしていない。あらためて見ると、タマは中性的な右手だった。

「うーん、どっちだろう」

　首をひねってから、トキは思った。

（この子の反応って、だいぶヘンかも）

　人間の手だけが動き回っているのを見たら、普通はもっと驚くとか悲鳴をあげるとか、そういう反応をするものではなかろうか。

　彼が普段から苦労しているのは、タマをどうやって人目から隠すかということだ。それでなくとも難なん儀ぎなこの相棒は、目を離すとすぐにカバンから抜け出してどこかへ遊びに行ってしまう。他人に見られれば気味悪がられて大騒ぎになるのがオチなので、そのあたりトキとしては頭が痛い。

「それよりあの、君さ、これ見て驚かないの？」

　トキはおずおずとタマを指差して言った。

「はい。驚きました」

「う、うん」

「左手はどこにあるのかなって。一緒にいなくて寂さびしくないんでしょうか」

「……」

　やっぱり、ものすごくヘンだ。

　マユは帽子をかぶりなおすと、トキにむかってニッコリ笑った。

「ここでお仕事ですか？」

　訊たずねられて、トキはうっと口ごもる。「こんにちは」はもう言ったんだっけ。「いい天気だね」は、今さらマヌケだ。あと、何を言うつもりだったっけ？

（あ、そうだ）

　トキはカバンの紐ひもをぎゅっと握りしめて言った。

「あの、これからお昼ご飯を食べようと思っているんだけど、君も一緒にどう？」

「お昼ご飯？」

「うん。パンとチーズだけどさ。ほらあの、『アオギリ』って宿屋の主人。オレが君たちに会ったって話をしたら、君たちの分もお昼を用意してくれたんだ」

「ああ、アビさんですね。でもどうして私たちの分まで……」

「多分心配しているんだと思うよ。宿を断ったのに君たちがこの街にまだいるから。――今日中にシンカを出るようにって、伝えてくれって言われた」

「そうですか」

　見る間にマユの表情がしょげたように翳かげったのを見て、トキは慌あわててつけ足した。

「あ、でもね、出て行かないんだったら今晩一晩は泊めてやるって言っていたから。べつにあの人、意地悪で言ってるわけじゃないと思う。いい人みたいだしさ。君みたいな子供がここで仕事をするのは危ないって言いたいんじゃないかな」

「危ないんですか？」

　黒い瞳で真っ直ぐに見つめられると、嘘も言えない。トキは口ごもった。

「うーん、どうかなあ。……死者が直接危害を加えてくるというのは、本当はあまりないことなんだけど……」

　霊害はほとんどが間接的な被害だ。昨晩みたいに死者がイタズラをしかけてくる、ということも稀まれにはあるが。

「でもほら、死者がうろつき回っていること以外にも、何があるかわからないだろ」

「大丈夫、野宿は慣れています。それに森の中で寝るほど危なくないし、ヒューゴも一緒にいてくれるから」

　やはり昨晩は街のどこかで野宿をしたらしい。

「君は死者が怖くはないの？」

　しかし、怖がるくらいなら最初から霊害にやられた場所になど来ないだろう。

　果たしてマユは、ちょっと考え込むようにしてから言った。

「私には何も見えないので、そんなに怖くはないですけど……会えたらいいなって、少しだけ思います」

「――」

　奇妙な答にトキは戸惑った。

　それは、単純に死者というものを見てみたいという意味なのだろうか。それとも――。

（誰かに会いたいってこと？）

　そしてその誰かはもう死んでしまった？

　と、いきなりタマがトキの髪の毛をぐいとひっぱった。

「いたたたっ、何するんだよ!?」

『こんなとこに突っ立ってないで、さっさとメシ食え』

　時間の無駄とばかり、タマが四阿あずまやのほうを指差す。

（ああ、こいつの言うことがなんとなくわかってしまう自分がイヤ）

　そのとたん、腹の虫がぐうと盛大に音をたてたので、トキは思わず赤面した。

「じゃ、じゃあとにかく、お昼にしよう。ね？」



「はい、これ」

　ベンチにマユと並んで腰をおろすと、トキはカバンから食べ物の包みを取り出した。ナイフでチーズの塊かたまりを切り分け、パンを添えて差し出した。

「どうもありがとう」

　マユはぺこりと頭をさげてから、チーズを両手に持って嬉うれしそうに連れに声をかけた。

「こっち、ヒューゴのぶん」

　連れの男は、最初にトキが二人の姿をここに見つけた時のまま、片膝ひざを立てて柱にもたれかかった格好で、地面に座っていた。目をつぶって動かないので、最初は眠っているのかと思った。

　マユの声に男はわずかに目を開けると、無言でパンとチーズを受け取った。反応はそれだけだ。視線は見事にトキを素通りした。

（げ、完全無視!?）

　死者はともかく、生きた人間にそれをやられるのは、けっこうショックだ。

　目を伏せると、トキはパンを口におしこみながらそっと男をうかがった。

（この子と、この男の人と。なんだか不思議な組み合わせだよな）

「鎮魂しずめ屋や」と「人間の右手」の組み合わせには言われたくないだろうが、それは横においておくとして。

　男はよく引き締まった精せい悍かんな顔つきをしていた。今はフードをかぶっていないので、黒に近い濃い灰色の髪であることがわかる。さっき一瞬見えた瞳も、同じような暗い色だった。年齢は一見、二十代半ばから後半くらい。昨夜の時点でわかっていたが、こうしてあらためて見てもずいぶん身体からだの大きな男だと思う。

（それに、この服……）

　男のマントの裾すそがめくれあがり、地面に投げ出したほうの足がのぞいている。緑の濃淡がまだらになった見慣れない奇妙な柄のズボンと、足首まであるやたら底の厚い頑がん丈じようそうな靴が見えた。

「ねえその人、君とどういう関係なの？」

　立ち入ったこととは思いながら、訊きかずにはいられなかった。

「ヒューゴはお父さんです」

「えっ、ウソっ」

「それからお兄さんで、家族で、友達です」

「――」

　さっぱり、全然わからない。

（か、からかわれてるのかな？）

　しかしマユの表情は大真面目まじめだ。

「それはつまりその……すごく大事な人ってこと？」

「はい！」

　考えたあげくにトキが言うと、マユはそんなに力まなくてもと思うくらい大きくうなずいた。

「ふ、ふぅん」

　相変わらず男はいっこうに何の反応も見せず、表情も動かさない。どうにも居心地が悪い気がして、トキは小声で少女に訊たずねた。

「あのさ、その人もしかしてオレのこと、嫌ってる？」

「どうしてですか？」

　マユは食べかけのチーズを膝ひざの上において、驚いたように目を瞠みはった。

「だってさっきから全然しゃべらないし、オレのほうなんて見ようともしないから、そうなのかなって……」

「ヒューゴはしゃべれないんです」

「……え？」

「この世界の言葉がわからないから」

　トキはぽかんとした。

（わからない？）

　この世界のって。どういう意味？

「それにどうしてだか、他の人のことをあまり見ないし、話しかけても私の声しか聞いていないみたいです」

　それはつまり、見えているのに見ない、聞こえているのに聞かないということだろうか？

（そんなことってあるのかな）

　少なくともトキが嫌われて無視されたということでは、ないようだが。

（ていうか、それだったらこの子以外全部無視じゃん）

「あ、でも、言葉がわからないから無口なだけなんだ？　声は出せるんだよね？」

　どうも話がヤバい方向になりそうなので、急いで軽い口調で言ってみた。

　けれどもマユはかぶりをふった。

「ヒューゴの声、一度も聞いたことがありません」

「……この人とどれくらい一緒に旅をしているの？」

「もうじき二年になります」

　その二年の間、男は一度もしゃべるどころか声を出したこともないらしい。

（それって言い方が悪いけど、この人あまり普通じゃないっていうか……!?）

　どこかが壊れているということにならないか。――身体からだではなく、心のどこかが。

　きっぱりヤバい。ものすごく重い話になってしまった。

　一方でトキが驚いたのは、マユがもう二年もこうして旅をつづけているという事実である。だったらこの少女は、九歳か十歳で独り立ちしたということだ。

（いくらなんでも早い気がするけど。……召しよう喚かん師ってそういうものなのかな）

　確かに独立する年齢は、職業によってさまざまだけれども。

「と、とにかくさ。君の声は聞くんだから、その人、君のことはすごく信じているってことだね！」

　マユは彼を見た。一瞬、バカなことを言ったかとドキリとしたが、少女はパッと笑顔になった。

「そうだったら嬉うれしいです」

「うん」

　なんとなく、ホッとした。

（すごいぞ、オレ。ちゃんと会話ができてる）

　思えばこれまでの十四年と二ヶ月の人生において、こんなふうに女の子と隣り合って話をするというのは、初めてのことだ。

「あ、水も飲む？」

　チーズの最後の一切れを飲み込んでから、トキは水筒を取り出した。差し出すと、マユは首をふった。

「大丈夫です。自分の、ありますから」

　そう、とうなずいてトキは水筒に口をつけた。この場所へ来る前、やっとのことで見つけた井戸で汲くんだ水だ。一口含むと、ほんのかすかだが、苦みが舌に残った。水が悪くなっている証拠だ。

「ここでは何を召喚していたの？」

「何も。とても気持ちのいい場所なので、しばらく休んでいました」

　トキは目を瞬かがやかせた。

「え、でも、さっき鈴の音が聞こえたけど。ほら君が持っている紐ひもについていた鈴の音。それでオレ、ああ君たちがここにいるんだって思って来たんだ」

　言ったらマユも不思議そうに黒い瞳を彼にむけた。

「鈴の音ですか？　あの紐は召しよう喚かんの時にいつも使っていますけど……でも今日は朝から街の中を見て歩いていただけで、まだ一度も召喚をしていないんです」

「へ？」

（そんなバカな。だって、さっき確かに）

　昨夜と同じ、鈴を聞いたのだ。

　聞き間違いだろうか？　でも鈴の音色なんて、間違えようがないと思うけど。

（それに、鈴の音がしたと思って来たら、本当にこの子がここにいたんだし）

　でもマユが嘘を言っているようにも思えない。最初にここで見かけた時から、彼女は例の紐を手元に持っていなかった。

　何がなんだかわからなくなって、トキはぼんやりとあたりを見回した。

　このあたりにも、死者の気配がまったくないわけではない。わずかに幾いくつかの気配がふわふわと、薄い影になって揺れている。その樹木の陰に。ベンチのそばの柱の横に。

「死んだ人って、どんなふうに見えますか？」

　マユの質問にトキはハッと我に返った。

「うん、たいていは黒い影みたいかな。調子がいいと、つまり感覚がすごく鋭くなってたりすると死んだ時の姿が見えたり、声が聞けたりもする。不思議だよね、お年寄りが若い頃の姿であらわれたって全然かまわないはずなのに、そういうのはめったにいないんだ。あと、今みたいに明るいと、気配が薄くて影にすらならなくてぼやけちゃってる」

　マユは黙って聞いている。

「ねえ、さっき――」

　言いかけてトキは口ごもった。

「なんですか？」

「ううん、いいんだ。なんでもない」

（君は誰に会いたいの？　誰が死んでしまったの？）

　そんなことはきっと、訊きいてはいけない。

「あのさ、昨日会った時、花を召喚していただろ。あれはどうして？」

　トキは急いで話題をかえた。

「ずっと気になっていたんだ。ほら、オレみたいな鎮魂しずめ屋やは霊害に対たい処しよするための専門の職業だけど、召喚師は違うから。ここでどんなことをするのかなって、すごく興味があってさ」

「この街では花がいつまで咲いていたのかなって、思ったんです」

「花が？」

「はい。土が悪くなったら、草花は咲かないでしょう？　だから花を召喚すれば、いつからこの街がこんなふうになってしまったのかわかると思って」

　マユは自分の足下に目をやった。靴の先を揺らしながら、

「今年の春には、もうどこにも花は咲いていませんでした」

「ああそれなら、シンカの霊害は半年前から始まっていたから。だいたい去年の冬くらいからってことになるよ。そのことは聞いていなかった？　春にはもう土が悪くなって、草花が芽を出さなかったんじゃないかな」

　マユは靴先の動きをとめた。顔をあげる。

「それ、違うと思います」

　え、とトキは目を見開いた。

「違うって、何が？」

「死んだ人の魂たましいが集まりだしたのが半年くらい前というのは、私も聞きました。でもその前から、去年の秋の花も夏の花も、召しよう喚かんすると全部枯れていたり萎しおれていたりするんです」

　意味がよく呑のみ込めなかった。

「それって、どういう……」

「見ていてください」

　トキの視線の先で、マユはベンチから立ち上がると、傍かたわらに置いてあった自分のカバンから紐ひもを取り出した。

　しゃら、らん。

　可か憐れんな響きとともに、紐が空中にひるがえる。舞うような少女の腕の動きにあわせて、緩ゆるやかに弧こを描く。切り取られた空間に生じた光は淡すぎて、陽ひ射ざしのもとでは見えなかったが、その部分が小さな波のように揺らめくのはわかった。

　あの揺らめきのむこうに、別の時間が流れている。どうしてもそのことが信じられず、トキは息をつめて、少女の所作を見守った。

　空中に消えた手をすぐに引き戻し、マユは振り返った。手にしたものをトキに見せた。

　春先に咲く、黄色いタンポポ。

（やっぱり、本当なんだ）

　その瞬間まで息をとめていたことに気づき、トキはふうっと深呼吸した。

　頭ではわかっていたつもりでも、一度目の当たりにしていてさえ、心のどこかでは疑っていたように思う。――過去の時間の流れから、手でじかにものを掴つかみ出すなんて。

　おまけにその方法ときたら、トキが札を使って死者たちを死界に送るよりもよほど早くて簡単そうだ。

（すごいや）

　今度こそ、心の底からそう思った。

「これは去年の春に、このあたりに咲いていた花です」

　タンポポを握ってマユはふたたびベンチに腰をおろした。

「去年の春？」

「もうこんなに萎しおれています」

「……？」

　よく見ると、タンポポの葉はところどころ腐ったように黒ずんでいた。黄色い花びらも瑞みず々みずしさがなく、茎は花をつけたまま力なく垂れ下がっている。

「昨日この街に着いてからずっと調べていたんですけど、麓ふもとよりも山の上のほうが土が悪くなるのが早かったみたいなんです。頂上のこのあたりではタンポポがもうこんなふうになっていました。タンポポって、春のわりと早い時期に咲きますよね」

　去年の春。この花が咲いていたのは、一年以上も前のことだ。

　だけど、とトキは思った。

「――だけどそれじゃ、シンカの霊害は半年前じゃなくて、もっとずっと早くに始まっていたっていうこと？」

　マユは首をふった。きっぱりした声で、

「この街がこうなったのは、霊害のせいじゃありません」



　死者の魂たましいの澱よどむ場所で霊害は起こる。水が枯れた、住人が不調を訴える、穀物が実らなくなる――そういったあからさまな被害が出て、人々の中で少し勘のいい人間が「死者の姿を見た」と言い出せば、それはもう霊害ということになる。

　この街も、そうだったはずだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　実際、死者たちのおかげでこの街の空気はひどく悪い。彼らによる被害が出ているのは本当だ。

　でも。

（霊害のせいじゃない……？）

　少女の言葉に驚く一方で、自分の中で小さな小さな歯車がカチリと噛かみ合う音を、トキは聞いたような気がした。

　ずっと何かがひっかかっていたのだ。

　壁や窓のひび割れ。枯れてゆく植物。それらはきっと、死者たちとは無関係だ。

　――そもそも、なぜ死者の魂たましいがこの街にこんなに集まって来てしまったのか。

「でもそれだったら、この街に一体何が起こったんだろう」

　呆ぼう然ぜんとしてトキが呟つぶやくと、マユはあっさりと首をかしげた。

「わかりません。でも死者の魂が集まってきたのは、シンカの街がおかしくなりはじめてからずっとあとだったって聞いています」

「聞いた？」

　トキは少女を見つめた。

　ふいに湧き起こった疑問が、口をついて出た。

「ね、君さ、どうしてそんなことを調べているの？　シンカにいつから異変が起こっていたかなんて、調べてどうするの？」

　彼女はシンカの霊害の噂を聞いてやって来たわけではない。そのことだけは、わかった。

「頼まれたんです」

　マユは握りしめていたタンポポをそっとベンチの上に置いた。

「頼まれた？」

「ある人に。その人は奥さんや子供と一緒にシンカを逃げ出して、今は別の街にいます。霊害だってみんなが騒ぎ出す前から、おかしいってずっと思っていて、そのことをこの街の人たちにも言ったけど、誰にも相手にしてもらえなかったんだそうです。だからこれが霊害じゃないことを証明してほしいって、私に」

「じゃ、その人の依頼で来たんだ？　だけど今さら、そんなことを証明してどうするんだろう」

　召しよう喚かん師の力を借りて自分が正しかったことを証明してみせたって、街の現状がかわるわけでもないのに。

「あのね、その人のお父さんがまだシンカに残っているんです。一緒に逃げようって言ったのに、お父さんはここを動かないって言い張って、最後はケンカになっちゃったんですって。だけど心配だから、早く街を出てほしい、どうせシンカはもう住めるところじゃなくなっているんだから一日でも早く逃げ出すように、お父さんや残っている街の人たちを説得してほしいって言われました。この街がおかしくなったのが死者たちのせいじゃないってことや、自分の言っていたことが正しかったことを召喚師の私が証明してみせれば、みんなきっとわかってくれるはずだって。――だから私の仕事は、まだここに残っている人たちを説得することなんです」

「あのお、そういうのも召しよう喚かん師の仕事？」

「うーん、どうなんでしょう？」

　そこで本人に首をかしげられても困る。

「でもその人がお父さんのことを心配する気持ちはわかるので、やりますって言ってしまいました」

「あっそ」

　そんなに父親が心配なら、こんな子供に泣きつかないで自分で来ればいいじゃないか。トキは思う。証明なんて必要ない。たとえ信じてもらえなくても、自分の口で説得すればいいんだ。何度でも。

　そんなことを思ってから、トキは頭をふった。

（いかんいかん、会ったこともない人のことを悪く考えるのはよくないぞ）

　人それぞれ、事情はあるのだろうから。たとえば奥さんと子供を残して、今住んでいるところから離れられないとか。

「本当にその人、お父さんを心配しているんだなって思いました。だって、仕事のお礼としてこれをくれたんですよ」

　マユは自分のカバンから小さな布袋を取り出した。袋の口を縛っていた紐ひもをていねいに解いて、中身をころりと掌てのひらの上にのせた。

「ね、こんなにきれいなもの」

　それは親指の先ほどの大きさの、丸い石だった。その鮮やかな緑色に、トキは目を丸くした。

「これ、翡ひ翠すい!?　しかもこんなに濃い色のって、すっごい高価なものなんじゃ!?」

「え、そうなんですか？」

　マユはきょとんとした。

　翡翠だと知らなかったのか、高価だと思わなかったのか。とにかく「きれいなもの」だから素直に喜んでいたらしい。

（だ、大丈夫かな、この子）

　旅慣れているようでいて、妙に危なっかしい。普通、価値のわからない物をもらって仕事を引き受けたりするだろうか？

（実はものすごく世間知らずだったりして？）

　それにしても翡翠とは法外な代価だ。独り立ちしたばかりのトキにだって、それくらいはわかる。

　言ってはなんだが、たかが父親や街の人間を説得するためだけにこんなものを渡す（それも前払いで！）なんて、その依頼人とやらは度外れに気前のいい人間らしい。

「よほどお金持ちなのかなあ」

「そんなによほどってわけでは……。今住んでいる街の食堂で働き口が見つかったから安心してくれって、お父さんに伝えてほしいって言っていましたから」

　それは金持ちのセリフとはとても思えない。

「こんなに高そうなものを持っているのに？」

「これはその人がお母さんにもらったものだそうです。お母さんはそのまたお父さんにもらって、そんなふうにずっと昔から家にあったものだから、売ってお金にしてはいけないんですって。お金にできないから、このままあげるって言われました」

「………………そういうの、家宝っていうのでは？」

　マユは大きく目を見開いた。

「家宝なんですか!?」

「世間一般では、多分」

　少女はぎょっとしたように掌てのひらの上の翡ひ翠すいを見つめる。本気で驚いて、困惑したような顔になった。

「それじゃすごく、ものすごく大切なものじゃないですか!?」

　普通はもっと早くに気づくと思う。

「うん。とても大切なものだったと思うよ」

「どうしよう。私、家宝だなんて知らなくて、お礼を言ってもらってしまいました。今すぐ返しに行ったほうがいいでしょうか？」

「今すぐって、その人、近くに住んでいるの？」

「ヤツセの街です。ここから歩いて五日くらいのところ」

「ええと、だったら先にこの街の人たちを説得したほうが早いんじゃないかなあ」

「あ、そうですね」

　うろたえぶりがおかしくて、つい吹き出しかけてしまい、トキは慌あわてて咳せき払ばらいでごまかした。

「べつに盗んだわけじゃなし、むこうがくれるって言ってるんだから、もらっといていいと思うけど。どっちみち君に仕事を依頼したんだから、お金は払わなきゃならないわけだしさ。その翡翠をくれたってことは、依頼人は君の仕事にはそれだけの代価が必要だと認めているってことだよ」

　少し妙だとは思うが。

「それとも召しよう喚かん師に仕事を依頼するのって、もともとすごくお金がかかるとか……？」

「そんなことありません。家宝をもらうほどじゃないです」

（……もしかして、言わなきゃよかったかな）

　家宝だなんて。マユがひどくしょんぼりした様子に見えるので、トキはちょっと後悔した。

「だったらさ、その翡翠を父親って人に見せればいいんだよ。これを他人に渡してしまうほど、息子さんはあなたのことを心配していますって。君がもらった翡翠がどんなに大切なものなのかは、その父親だって知っているはずなんだから。そう聞けば、絶対に君の説得に応じてくれるって。ついでに、他の人たちにも声をかけてもらうように頼めば――」

「それはもう、やったんです」

　相変わらずしょんぼりと俯うつむいたまま、マユはまた靴先を揺らした。

「お父さんっていう人に会って、これを見せて、すぐにシンカを出てくださいってお願いしました。そんなに大切なものだなんて知らなかったけど、これを見せれば私が息子さんに頼まれたことをすぐに信じてもらえると思ったから」

「もう会ったの!?　いつ？」

「この街へ来てすぐに。でもダメでした。召しよう喚かん師に用はないからすぐに街から出て行けって、言われてしまいました」

「出て行け？」

　ちょっと待てよ、とトキは思った。

（なんだかすごくどこかで聞いたようなセリフなんだけど）

「えーと、まさかと思うけど、君の依頼者のお父さんていうのは――」

「はい。宿屋のご主人のアビさんです」

　やっぱり。
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「……アビさんも、一言くらい言ってくれてもいいと思うんだけどなあ」

　麓ふもとにむかって歩きながら、トキはぶつぶつと呟つぶやいた。

　砂利を埋め込んで補強した街路は、そのまま山肌に巻きつくように緩ゆるい螺ら旋せんを描いて、山頂と麓の広場をつないでいる。行く手の片側に、そろそろ中腹の住宅地が見えはじめた。反対側には、斜面を覆う樹木と、空が広がっている。

　マユが自分の息子の依頼でシンカに来ていたことを、アビ老人が黙っていたのは、まあ仕方のないことかなと思う。わざわざ他人に事情を説明するようなことではない。

　だけど。

「もしかしたらシンカの異変は霊害じゃない可能性もあるってこと、アビさんは知っていたわけなんだから」

　何しろ自分の息子がそう言い張っているのである。

「三日でダメならあきらめて街を出ていけなんて言ってたけど、これが霊害と関係なかったら、オレじゃなくたって鎮魂しずめ屋やじゃ対たい処しよのしようがないよ」

　いや、死者による被害は確かにあるけれども、マユが言ったようにシンカの異変が一年以上も前に始まっていたのだとしたら、それはもう鎮魂屋が出る幕の範はん疇ちゆうじゃないと思う。

「てことは、オレが今ここにいる意味ないってこと？」

　トキはがっくりと肩を落とした。

　と、カバンを抜け出したタマが、いきなりばふっとトキの頭の上に飛び乗った。

「こら、そんなとこに乗るなよ。おまえ、けっこう重いんだから！」

　おかまいなしに、タマは頭をなでるみたいに、くしゃくしゃと彼の髪の毛をひっかき回した。

（な、なぐさめてくれてるのかな、もしかして？）

　そのまま一握り、髪の毛を掴つかんでぐいっとひっぱる。

「……絶対に違うな」

　たんにおもしろがっているだけのようだ。

（だけど本当のところ、アビさんはどう思っているんだろう）

　あの老人の口振りだと、シンカがこうなってしまったのは霊害のせいだと、決めてかかっているふしがある。

　だいたい息子とケンカをしてまで、一人でこの街に残っているなんて――、

「なんていうか、いわゆる頑固親父？　……あの翡ひ翠すいを見せてもダメなら、アビさんを説得するのってすごく難しいんじゃないか？」

　もう一度アビさんに街を出てくれるようにお願いをします。マユは、そう言っていた。

（だってこの翡翠をくれたということは、アビさんの息子さんは私にそれができると信じてくれているってことでしょう？　だったら私、ちゃんと説得できなきゃいけないと思うんです。それにやっぱり、息子さんはすごく心配していると思うから……）

「そんなこと言ったって、息子の言っていたことのほうが正しいなんてことになったら、もっとヘソを曲げそうな気がするけど。どう思う、タマ？　……わっ、あたたた！」

　耳をひっぱられた。

「おまえ、なにその態度？　だいたいな、オレはこの仕事はやりたくないって言ったのに、おまえが無理矢理……！」

　ピキン！

　その時。空気が凍りついたような音をたてた。



（え？）

　一瞬、何かが身体からだを通り抜けていったような気がした。

　肌には感じられない、風のようなもの。

　貧血をおこしたように、視界がすっと翳かげった。

（なんだよ、これ!?）

　ガンガンと耳鳴りがする。それ以外の音が何も聞こえない。ちょうど中腹の住宅地にさしかかったところだ。ぶれた視界の中で、家々のガラスがいっせいに砕け散り、周囲の樹木が飛沫しぶきを飛ばすように木の葉を宙に舞わせた。その光景がまるで時間を引き延ばしたみたいに、妙にゆっくりと見える。

　あとから、音がきた。硬質なものが割れる音と、建物の壁や柱に亀き裂れつが入る鈍い音。樹木の枝葉が互いに激しくこすれあう、ざああっという音。

　そして――。

　声。

（ニゲロ）

（ニゲロ）

（――ニゲロ！）

　ぞわっと、トキの背筋に冷たいものが走った。

　昼間の光の下でおぼろげに揺れていた死者たちが、ふいに黒々とその気配を濃くした。地面から伸び上がるように、そこここで人間のかたちに変化した。

（逃げろ！）

　呆ぼう然ぜんとするトキの目の前で、死者たちが空を仰いで叫んでいる。

　トキの記憶の中の言葉が、その声と交じり合った。

　――すると夢告げは夢を見て言った逃げろさもなくば死ぬぞここは

　ぼたっ。

　頭にしがみついていたタマが、地面に転がり落ちた。仰向けに硬直して、そのまま五本の指を痙けい攣れんさせている。

「わっ、タマ!?　どうしたんだっ」

　叫んでから、トキは目を瞬かがやかせた。

「……あ、れれ？」

　死者たちの姿が消えた。彼が我に返った時には、たった今見た光景が夢であったように、まるで何事もなかったみたいに、明るい陽ひ射ざしが静かにあたりに降り注いでいた。

　けれども夢ではなかった証拠は、あたりに舞い散るおびただしい木の葉と、地面に転がったままの相棒の姿だ。

「タ、タマ、しっかりしろ！」

　慌あわててトキは膝ひざをついてのぞき込む。タマは相変わらず指をピクピクと震わせているのだが、その様子は何というか――。

（殺虫剤をかけられたゴキブリ？）

　に、そっくり。

　トキは水筒を取り出すと、残っていた水を勢いよく相棒にぶっかけた。

　それでようやく意識を取り戻したらしく、タマはむっくりと起き上がった。

「大丈夫か、タマ？　オレのことわかる？　この指何本に見える？」

　指を三本立てて見せると、タマも同じ指を立てて応じた。どうやら大丈夫だ。

　しかしそのあとタマは、奇妙な行動に出た。がばっとトキのカバンにしがみつくと、フタを開いて乱暴に中身を放り出し始めたのだ。

「あ、こらこら！」

　地面にばらまかれた荷物を拾い集め、カバンに詰め直そうとしながら、トキは気づいた。

「もしかして、これ？」

　小さな石版を底のほうからひっぱりだすと、タマは勇んで自分で探し出したチョークを握りしめた。

　ポーズや指の動きだけでは伝わらないことがある時、タマはこうして石版を使う。

　そこに書きつけられた文字を見て、トキは顔をしかめた。

「おまえって本当、字がヘタだよな。ええとなになに……『音』？　何の音？」

『さっき聞こえた音』

「さっきって……。ガラスが割れた音とか、あと耳鳴りしかしなかったけど」

『人間の可か聴ちよう域いきにはない音』

「カチョウイキ？　何それ？」

『バカ』

「悪かったなっ」

　小さな石版は、すぐに文字で埋め尽くされる。タマはチョークの字を乱暴に消すと、すぐに新しく言葉を書き出した。

『人間の耳には聞こえない音』

「へえ。で、それが？」

『死者の魂たましいを呼び寄せた』

「ふぅん。……え、ええええっ」

　トキは思わず石版を掴つかみあげ、書かれた文字を凝ぎよう視しした。はずみで転がり落ちたタマが、チョークを振りかざして抗議する。

「つまりその、人間には聞こえない音のせいで、死者たちがこの街に集まってきたってことっ？」

『そうそう』これは指の動きで。

　トキは愕がく然ぜんとした。

　音が死者の魂を引き寄せる。それは――そう、例がないわけではない。ある種の音は、光や樹液が虫を引き寄せるように、死者を集めてしまうことがある。

（そういえばあの一瞬だけ、死者たちの気配がものすごく強く感じられた）

　こんな昼間だというのに。

　よこせとばかりにタマが石版の縁にしがみつくので、トキはそれを地面に戻した。まだ呆ぼう然ぜんとしたまま、あたりを見回す。

　砕けたガラス。壁や柱のひび。散り落ちた木の葉。

　全部、そうだ。

　この街へ来てからトキが疑問に思っていたことのすべてが、タマのいうさっきの「音」によって引き起こされていた。

『あの音は物質を脆もろくする。土を腐らせ、人体にも悪影響を及ぼす。けれども聞こえないので人間はなかなか気がつかない』

「……それが、シンカでは一年以上も前に始まっていたんだ」

　その音にひかれて死者の魂たましいが集まり出し、この街の被害は霊害のせいだということになった。

「ねえ、タマ。――オレ、ずっと昔、子供の頃に一族の古老から聞いたことがあるんだけどさ。ほら、おまえも知ってるだろ、サカキ老。あの人、普段はボケボケなことしか言わないし、シンカのことと関係あるなんて思わなかったから今まで忘れていたんだけど。もしかしてもしかしたら、ここで起こっていることって」

　カツカツとチョークの音が響く。トキは残りの言葉を呑のみ込んだ。

　タマが石版いっぱいに、その言葉を書きなぐっていた。

『イツクラの悲劇』

　思い出した。



　息をきらせて麓ふもとの住宅地まで駆け降りてきたトキが見たものは、崩れ落ちた一軒の家とその周囲に集まった住人たちの姿だった。柱が折れたらしく、壁は倒壊して屋根が完全に落ちてしまっている。

「ぶわっくしゅん！　す、すみません。これはもしかしてさっきの、ふえっくしゅん！」

　あたりにはまだもうもうと土つち埃ぼこりがあがっていて、トキは盛大にクシャミを連発した。

「見ない顔だね。誰だい、あんた？」

　瓦が礫れきを道端に運んでいた中年の女が、手を払いながら胡う散さん臭そうに彼を見やった。

「鎮魂しずめ屋やです。昨日からアビさんの宿に泊まっているんですけど……へ、へくしゅっ！」

「へえ、鎮魂屋ねえ」

　女はじろりとトキを見て、肩をすくめた。

「鎮魂屋なら早いとこなんとかしておくれよ。まったく死者どもときたら、こんなことをやらかして何がおもしろいんだろうねえ。イヤガラセにしたってほどがある。今までだってさんざん窓やら食器やらランプやら、人が苦労して井戸から汲くんできた水の瓶まで壊してくれて、ついにはこの有様だ。どうせ壊すのなら、人の住んでいない家にすりゃいいんだよ。今じゃ空き家のほうがよっぽど多いんだからさ」

　ようやくクシャミはおさまったものの、ここぞとばかりにまくしたてられて、トキは首を縮めた。

　しかしアビ以外で初めて会話のできた相手である。トキは鼻をぐすぐすいわせながら、身を乗り出した。

「あの、ここに人が住んでいたんですか？　じゃあ、その人たちは」

「ああ大丈夫だよ。靴屋の夫婦の家なんだけどね、さっきみんなで二人とも引っぱり出した。かすり傷程度ですんだんだから、不幸中の幸いってやつさ」

「よかった」

「ふん。よかったのはそれだけで、あとは何もかも悪くなる一方さ。一体いつまでこんなことがつづくんだろうねえ」

　トキは少し考えてから訊きいた。

「こういうことは頻ひん繁ぱんにあるんですか？」

「そうだね、日ましにひどくなるよ。最初の頃は一ヶ月に一度か二度だったものが、二、三日に一度になって、この数日は毎日のように何かが壊れているからね。さすがに家ごとぶっ潰つぶされたのは初めてだけれども」

（やっぱり「音」が発生する間隔が短くなっているんだ。しかも毎日ってことは、一日に一度はもうそれが起こっているってことだから、かなりヤバい状況なんじゃ……？）

　しかも破壊度が増している。壊れてしまったこの家は、これまで何度も「音」にさらされて脆もろくなっていたうえに、さっきの「音」の衝撃に耐えられずに倒壊してしまったのだ。

（だけど、本当に怖いのは「音」じゃない）

　こんなもの、ただの前触れにすぎない。おそらくもう時間の余裕はないだろう。このままでは大変なことになる。

　トキはぐっと腹に力をこめた。

「すみませんけど、その最初の頃って、正確にはいつぐらいのことか憶おぼえていますか？」

「なんだい、それは」

「シンカで霊害の被害が出たのは半年前からですよね。でも本当は物にひびが入ったり割れたりってことが始まったのは、もっと早かったんじゃないかと思うんです」

　女は彼を凝ぎよう視しした。しばらくしてから、

「知らないよ。憶えていない」

　ぴしりと言って、トキに背中をむけて歩き出した。

「え、あの、待ってください！　――お願いです、今すぐこの街から逃げてください！　このままここに残っていたらすごく危険なんです。だって、これ霊害じゃありませんからこの家ぶっ潰したのは死者じゃありませんから！」

　思わず大声を張り上げてから、トキはあたりを見回した。

　いつの間にかそこにいた住人たちがみな、瓦が礫れきを運ぶ手をとめて、彼を見ていた。

「えーと……？」

　誰も口を開かず、奇妙に張りつめた沈黙が訪れる。

　やがて住人の一人が冷ややかに言った。

「霊害でなければ、何だってんだ？」

　それをきっかけにぼそぼそと他の者たちも口を開き始める。

「あんた鎮魂しずめ屋やだろう。この街にいる死者たちをまずはどうにかしてくれよ」

「そうだ。死者どもさえいなくなれば、何もかもよくなるんだ」

「――その死者たちが警告しているんです！　早く逃げろって！」

「馬鹿を言うな。なぜ死者たちがそんなことを言う」

「彼らは生きた人間には感じられないものを感知することがあるんです。生きた人間と違うのは、死者は嘘をつかないってことなんです！」

　トキは必死で声をあげた。

「だからすぐに逃げなきゃダメなんだ。前にも同じことがあったんです。イツクラって街で。街の鐘が割れて、家が潰つぶれて、たくさんの人が死にました。だって――」

　よそで言ってはいけない、と言われていた。

　サカキから聞いた話は一族の人間以外には漏らしてはいけない。大人たちはそう言った。

　さもないと宣せん教きよう隊たいが来てひどい目にあわされるよ、と。

「だって」

　トキは唇を噛かんだ。カバンの中でタマがごそっと動いた。励ましているのだろうか。それとも「止めろ」と言っているのだろうか。

　意を決してトキが口を開こうとした時。誰かがその言葉を放った。

「『マガモノ』など来るものか」

（えっ）

　虚を衝かれて、トキは声の主を探す。だが住人の誰が言ったのかわからなかった。

　また声が幾いくつかあがった。

「イツクラとは違うよ」

「この街を、そんな『神』の怒りに触れた場所と同じにしないどくれ」

　妙に鼻白んだ空気の中で、トキはぽかんと立ち尽くした。

「ねえ、あんた」

　最初に声をかけた女が、振り返って彼を見ていた。

「どこにどうやって逃げろっていうんだい？　うちには足腰の立たない年寄りがいるんだよ。今ここに残っているのはね、みんなそんなふうに事情があって街から出られない者ばかりなんだ」

　それだけ言って、女はふたたび背を向ける。他の住人たちもそれぞれの作業に戻っていった。

「おい」

　呆ぼう然ぜんとしていたトキに、声をかけた者があった。

　いつの間にか彼のうしろに、アビが立っていた。

「来なさい」

　老人は厳しい表情でトキに顎あごをしゃくった。
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「昔、イツクラという街があった。その街の住人たちが『神』に背く行いをつづけたために、『神』の怒りに触れてイツクラは滅びた」

　宿屋の窓にはすべてひびが入り、何枚かガラスが割れ落ちていた。食堂の床には食器の破片が散らばっている。掃除の途中だったらしい。箒ほうきとチリトリが投げ出されたままだ。

　カウンターの椅い子すに腰をかけて、トキは老人の言葉を聞いていた。

「イツクラの街には、人々が自慢にしていた大きな金色の鐘があった。それがある時から誰も触れないのに鳴り響くようになった。人々は不思議に思い、夢告げを呼んだ。すると夢告げは――」

　すると夢告げは夢を見て言った。「逃げろ。さもなくば死ぬぞ。ここは『神』の怒りに触れた土地だ」

　人々はその言葉を信じず、夢告げを嘲あざ笑わらって追い出した。ところがそのあとイツクラの街には原因不明の病が蔓まん延えんし、草木までが枯れ始めた。人々は怖れたが、すでに遅かった。ある夜、またも鐘が鳴り響き、ついに轟ごう音おんとともに真っ二つに割れてしまった。それと同時に街中の建物という建物にガラスのようなひびが入り、あっという間に崩れ落ちた。

　そして最後に空が裂け、翼と爪と牙を持つ恐ろしい『マガモノ』がやって来て、街の人間をすべて喰い殺してしまった。

「『神』に背く傲ごう慢まんの果てに、イツクラは忌むべき地として滅び去った。おまえさんが言うとるのは、その話じゃろ」

　カウンターごしにアビは薄はつ荷か水の入った茶碗を差し出した。礼を言って受け取ってから、

「知っていたんですか」

　困惑しきって、トキは上目遣いに相手を見た。

「長年宿屋の主人などやっておると、いろんな話が耳に入ってくる。他愛ない愚にもつかん噂話もあれば、遠い土地の珍しい情報もある。中には酔っ払った客が『ここだけの話だが』と漏らしていくヤバめの話なぞもあるさ。おまえさんこそ、よく知っておったな。イツクラの話は、教団によって封印されておると聞いたが」

　教団はなぜかイツクラの悲劇が世間に広まることを嫌った。人々が口にすることを禁じたために、逆にイツクラは好奇心とともにひそやかに囁ささやかれる伝説となった。

「そんなことより！　わかっていたんでしょう!?　あなたも街の人たちも、これが霊害じゃないってこと、最初からわかっていたんだ。なのに、なぜ……」

「霊害じゃよ」

　アビは突っぱねるような口調で言った。

「シンカはイツクラとは違う。この街の住人の誰一人、『神』に背く行為などしておらん。『神』の怒りをかう理由などありゃあせん」

「だって、霊害が起こる以前からこの街はおかしかったんですよ。さっきの家が壊れたのも食器や窓が割れたのも、植物が枯れてしまったのだって、死者のせいじゃなかったんです。マユは、シンカの異変は一年以上も前から始まっていたって言っていました。あなたの息子さんだって、そのことに気づいていたんでしょう!?」

「……息子のことを聞いたのかね」

　アビは眉まゆをひそめた。

「ええ。マユは息子さんに頼まれて、あなたに街を出るよう説得に来たって。このままここに残っていたら危ないってことをわからせるために、息子さんはわざわざ召しよう喚かん師に依頼して、大切な翡ひ翠すいまで手放したってことじゃないですか！」

「あのバカ者が。あんな石ころひとつ子供に渡して」

　アビは独り言のように吐き捨てた。

「え？」

「何でもない。――それより、三日で出て行けと言っていた話はもうなしだ」

「それじゃあ」

「今すぐ、荷物を持って出て行け」

「え、えええぇぇ――！」

「泊まり賃はいらん。そのかわり、あの子も一緒に連れて行け。言っておくが街中で野宿なぞ許さんぞ！」

　とりつくしまもなく、アビはまだ半分以上残っていた薄はつ荷か水の茶碗を取り上げると、トキに背中を見せた。

「あ、あのちょっと待って……わっ？」

　老人を引き留めようと、慌ててトキが椅子から腰を浮かせるより早く。

　カコン！

　いきなりスプーンが宙を飛んで、老人の後頭部に命中した。

（うわ、タマ、何てことを）

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな相棒がこっそりカバンから抜け出していたことに、トキはそれまで気づいていなかった。

　まずい、と思った時にはもう遅い。

　アビは凄すさまじい形相で振り返った。

「おまえの親は、年寄りを尊敬することをおまえに教えとらんかったんか――!?」

「ち、違いますっ、今のはオレじゃないんですうっ」

「つまらん言い訳をするなっ。おまえ以外に誰がいると――！」

　アビはぴたりと口を閉ざした。

　目の前に、スプーンがあった。頭にぶつかってから床に転がったのを、タマが拾い上げて『はい』と彼に差し出したのだ。

　たっぷり一から十まで数えるくらいの間があったあとで。

　老人は叫んだ。

「なんじゃい、これは――――――――っ!?」

　実にまっとうな反応だった。



「年寄りを殺す気か。心臓が止まるかと思ったぞ」

（本当に止まらなくてよかった）

　ぐったりと椅い子すに腰をおろしたアビを見ながら、トキは胸をなでおろした。

「これも死者の一種か？」

　カウンターの上のタマを横目でこわごわ見ている老人に、

「ええと、そういうわけじゃなくて。こいつが何なのかって言われると、オレにもよくわからないんですけど……。オレの村では『叡えい智ちの右手』って呼ばれていました。一族の守護みたいな存在で、何か困ったことや決めなきゃならないことがあると、必ず正しい答や知識を与えてくれるとかで、代々の長おさが大切に世話をしてきたらしいです」

　村の守護者とか一族の宝とか言われて、特別な儀式の時以外はめったにお目にかかれる存在ではなかった。トキだって、故郷の村にいた頃には一度か二度、台座にしかれたクッションの上でふんぞり返っているこいつを見たことがあるくらいだ。

「それがなぜ、おまえさんと一緒におるんじゃ？」

「はあ。オレが独立して故郷を出て来た時に、どうしてだかくっついてきちゃったんです」

　故郷に別れを告げた最初の日の夜、宿屋でカバンを開いた時にこいつが出て来た時には、死ぬほど驚いた。すぐに取って返して長に事情を説明しようと考えたのだが、『叡智の右手』は頑として戻らないと言い張った。理由を聞けば、村にいても退屈だからだと言う。最後は殴なぐり合いのケンカまでした（そしてトキはあっさり張り倒された）あげく、今はこうして一緒に旅をしている。

　村では守護者が消えたというので大騒ぎになっているに違いない。次に帰郷した時に、一族の者たちに何と申し開きをしたものか、考えただけで頭が痛い。

　で、いちいち『叡智の右手』などと呼ぶのも面倒なので、名前はタマにしたわけだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「聞いてください。こいつは、シンカの街がこんなふうになってしまったのは、人間には聞こえない音が発生しているせいだと言っています。その音のせいでいろんな物が壊れるんです。土が腐ったり植物が枯れたり、死者の魂たましいをこの街に呼び寄せてしまったのも、その音が原因だったんです」

「音？　音が何だというんだ」

「イツクラもそうだったんですよ。手を触れないのに鐘が鳴り響いたってことは、その音に共鳴していたんだ。それにさっきの話の中にはなかったけれど、イツクラの一件では鎮魂しずめ屋やが何人も死んでいる。鎮魂屋が行っていたってことは当然、そこでも霊害が起こっていたってことで、つまりここと同じことがイツクラでも起こっていたんです。――信じてください、アビさん。少なくともこいつは『叡えい智ちの右手』だけあって、間違ったことは絶対に言いません！」

「言うただろう。シンカはイツクラとは違う」

「――」

　あまりに強情なアビの物言いに、トキは言葉を失った。

　キコキコと音がした。トキがそちらに目をやると、タマがチョークでカウンターに文字を書きつけていた。

『素直になれクソじじい』

　トキはバシッと相棒をカウンターから叩たたき落とした。

「すみません。実は時々、間違ったことを言います。クソじじいなんて嘘です」

　しかしアビは怒るかわりにカウンターの字を見つめていた。しばらくして、小さく息をついた。

「おまえさんこそ、どうしてそこまで必死になるんじゃ。こうなったらもう鎮魂屋の仕事ではなかろう。危険だと言うのなら、わしらにはかまわんと今すぐ逃げればいい。よそから来たおまえさんが巻き込まれることはないよ」

　トキは目を瞬かがやかせた。これまでの頑かたくなさの消えた、何かあきらめたような老人の口調だ。

「アビさん？」

　ふいにトキは思った。

　なぜこの老人は、彼に三日しか仕事の期限を与えなかったのか。――それは、長くこの街に留まることがトキにとって危険だと、わかっていたからではないのか。

「……なぜ、この街を出ないんですか？」

　急に泣きたいような、たまらない気持ちになった。

　アビはゆるゆると首をふった。

「わしはこの街で生まれた。どこにでもあるような、これといって誇れるようなものなど何もない街だがな、わしにとって大切なものはすべてここにある。この歳になると、故郷を失っては生きてはいけん」

「――」

「イツクラの話は、息子も知っておった。小さい頃からわしの隣で食堂の客の相手をしておったからな。音がどうのというのは知らんようだったが、夢を見たと言っていた。そうじゃな、去年の夏くらいのことだったか。――鐘が割れた夢だったそうだ」

「え、それじゃまさか息子さんは夢告げ？」

「あれの母親がそういう血筋じゃった」

　アビは肩をすくめた。

「とにかくそれで、イツクラと同じことが起こるとあいつは言い出した。わしはそれを聞いて腹を立てた。そんな馬鹿なことがあるものかと。さっきも言うたが、『神』の怒りに触れるような真似は、わしらは何もしておらんのじゃからな。街の人間も、誰もあいつの言うことには耳を傾けんかった。他の連中が逃げ出し始めたのは、この街の異変が霊害のせいだということになってからのことじゃよ」

「だけど少なくとも今いる人たちは、息子さんが正しかったってことがもうわかっているはずでしょう？　どうして霊害だって言い張っているんですか!?」

「セツが言ったことを聞いたじゃろう。残っている連中には、それぞれここを離れることのできん事情がある。――だからせめて、これは霊害だということにしておきたいんじゃ。死者どものせいなら、我慢さえしていればいつかは終わることかもしれん。嘘でも、またもとのような生活に戻れるかもしれないという希望にすがっていられる」

　セツというのが、さっきの中年の女の名前であったらしい。

「そんな……！　そんなことを言っているうちに、『マガモノ』に喰い殺されたら意味ないじゃないですかっ」

「とにかくわしは逃げるつもりはない。どうせ老い先短い身、故郷を離れるくらいならここで死んだほうがマシじゃて。わしらのことはもう放っておけ」

（それで『はいそうですか』って言えるわけ、ないじゃないかっ）

　トキはぐしゃぐしゃと髪の毛を掻き回した。

「だったら本当のことを言いますけどっ。絶対にこれ、よそで話さないでくださいよ。バレたらオレの村が大変なことになるんですからねっ」

　真っ直ぐに老人の目を見て、きっぱりとトキは言った。

「イツクラは滅びてなんかいません！　あの街は今でもまだちゃんとあるんです！」

「なに？」

　アビが目をむいた時だった。

　扉が開いて、両腕に花を抱えたマユが外から跳ねるように飛び込んで来た。



「アビさん！　これ見てください！　こっちが去年の夏と秋に麓ふもとに咲いていた花で、こっちが春に山の上のほうに咲いていた花で、こっちがえっとえっと……」

　連れを背後に従えるかたちで、少女はカウンターに駆け寄った。萎しおれかけた草花の一抱えを、アビに差し出す。

「ほら去年にはもう植物が枯れかけていたんですよ。息子さんの言っていたとおりでしょう？　死んだ人たちのせいじゃなかったんです」

（もしかして山頂で別れてからずっと、あちこちで花を集めて回っていたのかな）

　トキは目をパチパチさせた。それにしてもこの量を集めるのは大変だったに違いない。

　これでわかってもらえると信じているのか、マユの上気した顔は嬉うれしそうだ。対照的にアビはといえば、苦虫を噛かみ潰つぶしたような表情である。

「……アビさんは知っていたんだよ」

「え？」

　トキの言葉に、マユは目を瞠みはった。

「霊害のせいじゃないって最初から知っていて、それでもここに残るって言うんだ」

　マユはしばらく彼を見つめてから、老人に目をむけた。その視線を受けとめて、アビは首をふった。

「すまんな、嬢ちゃん」

　マユの表情が見る間にしょんぼりと翳かげった。腕に抱えていた草花をカウンターの上に置くと、背負っていたカバンを降ろして、中から翡ひ翠すいの入った布袋を取り出した。

「これ、お返しします」

「いらんよ。息子があんたに渡したものだ。わしに返されてもな。いいからそれはあんたが持っていなさい。そしてすぐにこの街を出ることじゃ」

「お仕事をしていないのに、こんな大切なものをもらえません。アビさんから息子さんに返してあげてください」

「じゃが、わしは」

「もらえません。お返しします。アビさんが息子さんに返してください」

「――」

　ぎゅっと口元を固く結んで、マユは翡翠の袋を老人の目の前に突き出した。

　老人はしばらく身じろぎをしなかった。

　やがて、

「なあ、嬢ちゃん。息子はどうやってあんたを探し出したんじゃ？」

「ヤツセの近くのハニって村にいたら、息子さんが来て仕事を頼みたいって言ったんです。息子さん、すごいですね。私がそこにいること、夢で見てわかったって言うんですよ」

「そうかね」

　アビの声は苦々しい。

「それでわしを説得するよう、あんたに頼んだわけか。あいつが言ったのはそれだけだったのだな？」

「はい」

　アビは深々とため息をつくと、今度はトキを見た。

「イツクラは滅びてはおらんと言ったな。本当かね」

　トキは大きくうなずいた。

「イツクラに行っていた鎮魂しずめ屋やっていうのは、オレの一族の人間だったんです。不幸なことに建物が崩れた時にその下じきになって、一人を残してみんな死んだそうです。生き残ったのはサカキという人で、今はもうボケボケの老人なんですけど、イツクラのことだけはものすごくハッキリと覚えていて、オレも子供の時に彼からその話を聞きました」

　普段は耳も遠いし話しかけてもとんちんかんな答えしか返ってこないのに、イツクラの災さい禍かに関してだけは、サカキ老は饒じよう舌ぜつだった。いきなり記憶が鮮明によみがえるらしく、その時そばにいる者を誰かれとなくつかまえては、ボケているのが嘘のようにべらべらとしゃべり出す。本人に口止めをすることもできず、仕方なしに村の大人たちはサカキから聞いた話は絶対によそで口外しないよう、子供たちに言い聞かせていた。

「イツクラの事件があったのは、三十年ほど前のことだそうです。なんか世間の話だと、百年も二百年も前みたいに伝わっていますけど。どこにでもあるような普通の小さな街で、鐘が勝手に鳴り出したのも夢告げが『神』の怒りに触れたって告げたのも本当のことだけど、イツクラの人たちは思い当たることがなくてすごく驚いていたってサカキさんは言っていました」

「馬鹿な。たかが三十年前のことだと……？」

　アビは呆あつ気けにとられたようだった。

「街の住人が全滅したっていうのも嘘です。家が崩れた時にまきこまれたり、実際に『マガモノ』に喰い殺された人間もたくさんいたけど、それでも住人の半数は助かったって聞きました。だから、街は今でもまだあるんです」

「しかし存在している街なら、なぜ滅びたなどという話がまかりとおるんじゃ？」

「ええと、実はイツクラはその出来事のあと、縁起が悪いからって街の名前を変えちゃったそうで……確か、今はミヤクラじゃなかったかな」

　イツクラの名前とともに、街そのものが消滅したことになった。噂に尾お鰭ひれがついて自然にそうなったのか、誰かが故意にそういう話につくり変えてしまったのかはわからない。いずれにせよ教団はかつてのイツクラの住人たちに口外を禁じたし、教団が関かかわったということでイツクラを襲った災禍が『神』に関係していることだけは確かだった。

「ということは、じゃ」

　言いかけて、アビは眉まゆを寄せて考え込む。

　ここぞとばかり、トキは身を乗り出した。

「『マガモノ』から逃げさえすれば、みんなこのままシンカで暮らしていけるし、街を出た人たちだって戻って来ることができるんです！」

　本当の災いがやってくる前に、少しの間だけ街から避難すればいいのだ。

「わかった。皆にこの話をしてみよう」

　アビは立ち上がり、マユがまだ翡ひ翠すいの入った袋を差し出していることに気づいて、その手を押し戻そうとした。

「これはあんたのじゃよ。わしを説得したのだからな」

「違います。説得したのはトキさんですから」

　ドキリとした。

（オレの名前、覚えていてくれたんだ）

　そんなことがすごく嬉うれしい。おまけにマユが無邪気な笑顔をこちらにむけたので、トキは思わず赤くなった。

「そうかね。ではおまえさんが受け取るべきかな」

「いいいいえっ、オレ、鎮魂しずめ屋やの仕事は何もしてませんからっ、――って、おいこら、タマ！」

『くれ』とばかり老人の前で大きく手を広げた相棒を、ゲンコツで殴なぐり飛ばす。

　アビはうなずくと、マユの手から袋を取った。

「わしから息子に返せばいいんじゃな。必ずそうするよ、嬢ちゃん」



　　　　　８



　広場の街灯に、久しぶりに火が灯ともされた。

　すでに日は落ち、いつもならば住人たちは固く扉を閉ざして家にこもっている時刻に、街の空気がにわかに慌あわただしくなった。

　シンカに残っていた住人の数はおよそ百五十人ほど。アビは「長老の権限において」彼らに、早急に街を離れることを主張した。最初のうちこそ人々は困惑し、半信半疑の声や反論も出たが、最後には皆がうなずいた。

　この災難をやり過ごせば、シンカは以前の街の姿を取り戻す――その希望があるのなら、できるだけのことをやってみよう。結局のところ、死者たちを怖れてじっと家に閉じこもっているよりも、ましてやこのままおとなしく『マガモノ』に喰い殺されるよりも、そのほうがよほどマシだと、誰もが思ったのである。

　避難場所はシンカの街の北にある谷に決まった。

　ふらふらとうろつき回る死者たちが見守る中、人々は夜を徹して身の回りの品を荷造りし、食料をかき集め、病人や足の弱い老人を乗せるための台車をつくり、その段になってもまだ家から出ようとしない頑固者を説得して回った。

　そうして人々が谷へと避難を始めた、その朝。

　それは起こった。



　衝撃が、朝日に染まったシンカの街を襲った。

　あちこちで樹木が倒れ、家が崩れ落ちたのが見えた。

（あの音だ……！）

　街門で人々が避難する手伝いをしていたトキは、まだ街中に残っている者がいないかどうかを確認するために、広場へと駆け戻った。

（今のはすごく大きかった。――急がなきゃ！）

　広場に沿った建物が幾いくつも、土つち埃ぼこりをまきあげて倒壊している。トキはそこに、半分崩れかけた宿屋と、折れた柱の下敷きになってうんうん唸うなっているアビを発見して、ぎょっとした。

「だ、大丈夫ですかっ、アビさん!?」

「あたたた、足が」

　たいした怪け我がはしていないようである。柱の下からひっぱり出すと、老人は目をむいてトキを睨にらみつけた。

「なんじゃい、まだおったのか。とっくに他の連中と一緒に逃げたと思っておったぞ！」

「アビさんこそ、なんでまだいるんですか!?」

「バカ者、言い出しっぺのわしが先に逃げ出すわけにはいかんじゃろうがっ。しかもわしは長老という損な役回りなんじゃ。全員が避難したのを確認せんうちは――あたたた！」

　立ち上がろうとしてアビは顔をしかめた。

「ううむ。困った、歩けんぞ。挫くじくか捻ひねるかしたようじゃ」

「仕方ないなあ。オレの肩につかまってください」

　トキに支えられて、アビはどうにか歩き出しながら、

「あの子はどうした？」

「マユなら、街の入り口あたりで他の人たちの手伝いをしています」

「まったくそろいもそろって――」

　アビの声が、ふいに途切れた。

　ゴウゥゥン。

　はるかな高みで、音なき音が轟とどろいた。

　朝の光に満ちた空が、その一瞬に黄昏たそがれ時のように暗く翳かげった。



　空を見上げてトキは凍りついた。

（あれは……!?）

　街の上空に、黒い筋が見える。見る見るうちにそれは広がって、太い帯のような亀裂となった。

　それは、異様な悪夢のような光景だった。

（空が裂けてゆく！）

　――そして最後に空が裂け、翼と爪と牙を持つ恐ろしい『マガモノ』がやって来て

　イツクラの悲劇の一節を思い出して、トキは息を呑のんだ。

　黒々と深しん淵えんのように空に開いた裂け目から、ウンカのごとく異形のものが舞いおりた。



「早く逃げろ！　『マガモノ』が来るぞ！」

　街門付近にいた人々の間から悲鳴があがった。

（ダメだ）

　ゼイゼイと息を切らせながらようやくその場にたどり着いて、トキはその光景に唇くちびるを噛かんだ。支えて歩いていたのでは走れないので、ここまでアビをおんぶして来たのだ。老人の身体からだとはいえ、けっこう重い。

　街の入り口は、避難を始めた人々でまだごったがえしていた。荷物を抱えている人がほとんどだし、自力で走れない人もいる。荷物を放り出して逃げ出した者もたくさんいるが、もうとても間に合わない。

　街から出ればそれで安全、というわけではないのだ。走って、できるだけここから離れた場所まで行って身を隠さなければ、飛来する『マガモノ』の餌え食じきになってしまう。

「わしをおろせ」

　背中でアビが言った。

「おまえは走って逃げろ」

「でもアビさんはっ？」

「足が痛くて動けん」

「そんな……！　それじゃアビさんを残してオレだけ一人で逃げろってことですかっ、イヤですダメですできません絶対やりませんからねオレはそんなことっ！」

「ええい、ぐだぐだ言うなあっ」

「うわあ？」

　アビが背中で暴れるので、二人して地面に尻しり餅もちをついてしまった。

　住宅地の方角を振り返り、トキは泣きたくなった。『マガモノ』の群れはもう山の中腹あたりまで来ていた。麓ふもとまですぐに到達するだろう。

（どうして……あと少しでみんな逃げられたのに！）

「アビさん！」

　その時、マユが駆け寄って来た。

「セツさんが、自分のところの台車ならまだ他の人を乗せられるからって。一緒に行きましょう。私とヒューゴも手伝います」

　マユは座り込んだままの老人の腕を掴つかむと、ぐいぐいとひっぱった。引きずってでも連れて行くとでもいうような、必死の表情だ。

「嬢ちゃん……」

　アビは何かを堪こらえるような顔をしていた。何かを迷って、けれどもそれを振り切るように、少女の腕を逆に掴むと、ポケットから取り出した布袋をその手に握らせた。

「すまん！　嬢ちゃん、すまん！」

「え、アビさん？」

「わしはあんたに、息子と同じことを頼む。――どうか、どうかこれで」

　老人は叫んだ。

「あの『マガモノ』どもを殺して、街の者たちを守ってくれ！」



　一瞬、あたりの喧けん燥そうが遠のいた気がした。異形のものどもが接近していることも忘れて、トキは老人を凝ぎよう視しした。

（殺すって）

　何を言っているんだろう。マユが？　『マガモノ』を？　どうやって!?

「わしはあんたを知っておったよ。噂は聞いておった。あんた、宣せん教きよう隊たいさえもが恐れるという『死神を連れた召しよう喚かん師』じゃろう？」

「……し、死神!?」

　仰天してトキは声をあげた。

　マユは大きな目を瞬かがやかせて、アビを見ている。

「その召喚師がまさかこんな子供で、しかも女の子だとは思わんかった。じゃが、あんたと一緒にいるあの男を見てわかった。息子に頼まれたと聞いて、ピンときたよ。息子もあんたの話は知っておったんじゃ。だからあんたを探してこの翡ひ翠すいを渡し、……『マガモノ』を始末させようとした」

（え、でも）

　息子が頼んだのは、アビに街から出るよう説得することだったはずだ。そう思ってから、トキはハッとした。

（――あんな石ころひとつ子供に渡して）

　アビの言葉だ。

　トキだってヘンだと思ったのだ。マユの受けた仕事の代価として、翡翠はあまりに高価すぎると。

　だけど、それでは――。

「今ここに残っている者たちを説得することなど土台無理だと、あいつは思っておったんじゃろう。だから、あんたを危険な目にあわせることを承知で、あんたとあの男をこの街によこした。死神はたった一人で宣教隊の一部隊を壊滅させる力を持っている。噂ではそういうことじゃった。その力があれば、イツクラの時と同じように最後に『マガモノ』があらわれたとしても、きっとこの街を守ることができると、あいつは考えたのだと思う」

「ちょっと待ってください！」

　思わずトキは叫んだ。胸の中に、熱い塊かたまりが膨れ上がったみたいな気がする。

「それじゃ息子さんはマユを騙だましたってことじゃないですか！」

　生まれた街を守りたい。自分の父親を救いたい。その想いは人間として純粋で自然なものだろう。

　だけど身内や自分の大切なものだけが守られれば、それでいいのか。

　何だかよくわからないけど、マユと一緒にいる男は死神と呼ばれているらしい。とても強いらしい。けれどもアビの息子のやったことは結局のところ、その力をあてにして利用しようとして、しかも自分の罪悪感の埋め合わせのために大切にしていた翡翠を代価として渡した。父親が心配だと言いながら、自分は災厄にあうことを恐れて安全な場所から動こうともせずに。――そういうことではないか。

（勝手すぎる、そんなの）

　アビは翡ひ翠すいを少女の手に握らせたまま、苦しげに目を伏せた。

「本当のことをあんたに言えば、引き受けてはもらえんとあいつは思ったのじゃろう。わしは金こん輪りん際ざい、黙っているつもりだった。何も気づかんかったふりをして、あんたにこのまま街を出てもらうつもりだったんじゃ。だがこんなことになっては、あんたに頼むしかない。――すまん嬢ちゃん、わしがつまらん意地をはったばかりに、あんたに迷惑をかけることになった。じゃが、頼む。どうかここにいる者たちを守ってはくれんか」

　空を切る翼の音が聞こえたような気がした。『マガモノ』たちがついに麓ふもとまで飛来したのを見て、逃げ遅れた人々の間から悲鳴があがる。

（もうあそこまで……！）

　トキがぞっと身をすくめた時、マユが口を開いた。

「なあんだ、そうだったんですか」

　気が抜けるくらい屈託のない声である。老人から翡翠を受け取って、少女はニッコリととびきり可愛かわいらしい笑顔を見せた。

「せっかくここまで来たのにちゃんとお仕事ができなくて、私ってダメだなあって思っていたんです。そんな簡単なことなら、最初に言ってくれればよかったのに」

「か、簡単って……」

「嬢ちゃん？」

　老人とトキが同時に呆あつ気けにとられて彼女を見た。

「大丈夫ですよ。だって、ヒューゴはとっても強いから」

　本当に何でもないことのように言って、マユはカバンを背中からおろすと中から鈴のついた紐ひもを取り出した。

（こんな時に何を召しよう喚かんするんだろ？）

　首をかしげるトキにはかまわず、マユはきょろきょろとあたりを見回す。少し離れて無表情に突っ立っていた彼女の連れは、それに応じてのっそりと近づいて来た。

　マユは男に言った。

「あのね、ヒューゴ。あれは敵だって。行こう」



　信じられなかった。マユの一言で、男は瞬時に身をひるがえした。それまで石のように何にも反応しなかったのが嘘のように、地を蹴けり、獣が跳躍するような身軽さで『マガモノ』の群れめがけて突進して行く。とめる間もあらばこそ、そのあとにつづいて少女もまた駆け出していた。

「ええっと？」

　呆ぼう然ぜんと二人の姿を見送ってから、トキはハッとした。

「そんな、無茶だよ！　あの男の人がどれだけ強いか知らないけど、宣せん教きよう隊たいを一人でやっつけたなんてただの噂なんでしょう？　あんなにたくさんの『マガモノ』をどうやって相手にするんだ。あの子に街を守れだなんて、本気で言ったんだったらどうかしてるよ！」

「あの子は、できんとは言わんかった」

　憤ふん然ぜんとしたトキの視線を受け止め、アビは挫くじいた足をかばうようにゆっくりと立ち上がった。きっぱりとした口調で、

「わしは本気で頼んだんじゃよ。なぜならあの男は――」

　ダン、ダン、ダン！

　空気が重く弾けるような音が、その時響いた。

『マガモノ』はすでに広場を席せつ巻けんしていた。街門からはさほどの距離もない。肉眼でもとらえることのできるその姿は、一言で言えば漆しつ黒こくの翼と異様に長い手足を持ったトカゲである。大きさは人間の大人とほぼ同じくらいだろうか。

「え……？」

　トキは目を瞠みはった。

　空を駆って来た『マガモノ』が何匹か、鳴り響いた音とともに落下した。地面に叩たたきつけられてそのまま、動かなくなる。

　どうしてと思った瞬間に、彼は遠く、だがまだ視界に入るところにいるヒューゴを見ていた。広場に踏み込むわずか手前の場所で、マユが紐ひもを振るのも見えた。

　ダン、ダダン！

　音が重なる。そのたび『マガモノ』がこぼれるように空から落ちる。ヒューゴは両手に何か握っていた。

　ダン、ダン、ダン！

「……ウソだろ」

　トキは男の手元に目をこらした。自慢じゃないが目はいい。ヒューゴが握っているのは黒い筒に似たもの。音が弾はじけるたび、小石のようなものが地面に跳はね落ちる。

　あれは、とトキは半ば痺しびれたような頭の中で思った。

「銃!?」

『神』が禁じた「人を殺すための武器」だ。

「ね、アビさんっ、あれって銃ですよね！　オレ、初めて見たけどっ！　すごいっどんどん撃ってる！」

「そんなもん、普通に見る機会があったら宣教隊に捕まっておるわ」

　禁じられているために、銃は表向きこの世界には流通していないことになっている。しかし法の目の届かない辺境では銃の密造はあとをたたない。だから存在していないはずのその武器がどんなものであるかくらい、トキも知っている。

　ヒューゴは弾たま切れになった銃を両手から投げ捨てた。すかさずマユがかわりの銃を彼に手渡すのが見えた。これまで幾いく度ども同じことを繰り返してきたような、見事に隙すきのない連携だった。

「そうかっ、召しよう喚かんしてるんだ！　マユが銃を召喚してあの人に渡しているんだ！　そうですよね、アビさんっ？」

「いたたた、揺さぶるな！　それといちいちわしに確認するな！」

　そんなことを言ったって、声を出していないとパニックになりそうだ。

「あ、危なっ……！」

　マユを狙ねらって飛来した一匹を、ヒューゴは瞬時に腕を一いつ閃せんさせて撃った。その傍かたわらで少女は動じた様子もなく、ふたたび空間から銃を「よいしょ」とばかりに両手で掴つかみ出して、連れに差し出した。

　すごい、と幾いくつもの声が周囲から聞こえた。

　逃げ遅れたまま、まだそこに残っていた人々が、『マガモノ』が次々に仕留められていくさまを見て、興奮したように拳こぶしを振り回し歓声をあげていた。

「本当に……強いんだ」

　トキはぽつりと呟つぶやいた。

「だけど、どういうことなんですか。『死神を連れた召喚師』って何なんですか。どうして、マユが……」

　普通の女の子に見えた。可愛かわいくて、ちょっとピントがずれている女の子。もちろん召喚なんて力を持っているのはすごいけど、それでも――。

　隣でアビが嘆息するように小さく息をつく。

「あの男は、あの子が過去から召喚した人間じゃよ」

「え？」

「おまえさんの言うとおり、ただの噂じゃ。だがそれがどんな噂かまではおまえさん、知らんのじゃろ？」

　トキが視線をむけると、老人は厳しい表情で銃声の響く方角に顎をしゃくった。

「宣せん教きよう隊たいが躍やつ起きになって追っている一人の召喚師がいる。その召喚師は望めばどんなものでも過去から呼び寄せることができる。それこそ『神』をも恐れぬ力を持つ者なのだそうだ。――そしてついには、その召喚師は人間までも召喚してしまった」

「そんな……」

　トキは絶句した。

　人間を……過去から召喚した？

「そんな、できるんですか、そんなことっ？」

「いくら召喚師でも、普通はできんじゃろうよ。生きた人間を、時間をこえて呼び寄せるなど。やっていいことでもなかろうな。じゃが、その召喚師はやってのけた」

「――」

「あの“〝嘆きの時代”〟から『人を殺す武器』を使える人間を召喚して、今も一緒に旅をしている。だからその召喚師の相棒は信じられんほど強くて、伝道師たちさえ何人も殺しているために死神と呼ばれるようになった。そういう話じゃった」

「“〝嘆きの時代”〟って」

　それは人間の愚かな過ちの時代。『神』がまだこの世界に降り立つ前の、殺さつ戮りくと滅びの時代である。

　そして、教団の言う「人がけして振り返ってはならぬ過去」でもあった。

　――ヒューゴはしゃべれないんです。この世界の言葉がわからないから。

　この世界の人間ではないから。

　トキは振り返ると、銃を撃ちつづける男と、その傍かたわらでいっそう小さく見える少女の姿を見つめた。

（『神』に背く大罪）

　召しよう喚かん師はその能力を持っているというだけで、罪なのだという。

　その本当の意味が、わかったような気がした。わかったことが、悲しかった。

　老人はやるせなく呟つぶやくように言った。

「噂がすべて事実ならば、宣せん教きよう隊たいが恐れているのは死神と呼んでいるあの男ではなく、それを召喚したあの子のほうじゃろうな」

『神』をも恐れぬ力を持つ、その召喚師の存在を。

「身勝手な話じゃが、あの子のせいではもちろんないのだが、正直、こうして目の当たりにするとわしもあの子が少し恐ろしいよ。ああして笑っていられるあの子がな」

　その時、銃声がやんだ。



　黒い翼が風を切り、大挙して男と少女の頭上を飛び過ぎた。『マガモノ』たちは呆あつ気けなく広場を越えて、街門めざして飛来して来る。

「え、ウソっ、ちょっと、なんで!?」

　ヒューゴが弾たまを撃ちつくした銃を投げ捨てるのが見えた。マントの内側から何か引き抜いたようだ。キラリと光を反射して、それがナイフであることがわかる。マユはしゃがんだような格好で動かない。何かしているようなのだが、よく見えなかった。

「やはり駄目か」

　アビがあっさりと言った。

「何しろこの数じゃからの。いくら召喚師でも、何もないところから物は出せんじゃろうしな」

「それどういう意味っ？」

「過去のどんな場所にだって、銃が無尽蔵に転がっているわけではなかろう」

「要するに、取り出せる銃がなくなっちゃったってこと――っ？」

　ありかよそんなの。

　人々がふたたび悲鳴をあげて逃げはじめた。

「ええいもうっ、すみません、そこの台車にこの人も乗せてあげてくださいっ」

　問答無用でアビの身体からだを担ぎ上げ、トキは動き出している台車にむかってよたよたと走り出した。

「うおう、バカ者、降ろさんか！　もう間にあわん！」

「間に合いますっ」

　ひゅんと頭上で鋭い音が響いた。

（来た！）

　アビとともに転がるように地面に伏せて、トキは思った。

（いや、やっぱり間にあわないかも）

　ガッコーン！

　そのとたん、二人をめがけて上空から舞い下りて来た『マガモノ』の身体が、横っとびに吹っ飛んだ。

「ふん。なんだい、思ったより弱いじゃないか」

「セツさん!?」

　顔をあげると、目の前に恰かつ幅ぷくのいい中年女が踏ん張るように立っていた。その手に握られているのは、大きな鉄製の――、

（フ、フライパン？）

　で、『マガモノ』をぶん殴なぐったらしい。

「ほら、早くしな」

　セツは逞たくましい腕で老人を持ち上げると、自分の台車の上にぽいと放り出した。

　台車に先客として乗せられていた別の老人が、ムニャムニャと何かわめいている。

「おひほあひょめ（おいこら嫁）！　はひほほひてひへほほいってほおーあ（わしを置いて逃げろと言っておろーが）！」

「はー？　何だい、じーさま。せっかく死に損なってんだから、ぐちゃぐちゃつまんないことを言ってんじゃないよ！」

　言いざま、セツは襲いかかってきた『マガモノ』をバコっとフライパンではたき落とす。

「ほらみんなっ、どのみち逃げられやしないんだから、戦った戦った！　まさかあんなちっちゃな女の子に全部まかせて助かるつもりでいたんじゃないだろうねっ？　わたしらの街を自分で守らなくて、どうするんだい!?」

　威勢よく怒鳴る声が、あたりに響き渡った。

（そうだ）

　トキは地面に落ちていた棒きれを拾って、握りしめた。怖くないと言ったら嘘になる。だけど。

（助かりたかったら、戦わなきゃ）

　誰かの力をあてにして助けてもらうのを待っていては、何も守ることはできない。

　トキは大きく息を吸うと、その言葉を呟つぶやいた。

「アールア・クルア・ジュニ・ジュチ・アラウグルニア……」

　それはおまじないだ。勇気が必要な時、臆おく病びようで卑屈になってしまった時、凪なぎのような平静な心を取り戻したい時、いつからかトキはその言葉を呟つぶやくようになっていた。言葉の意味は知らないし、そもそも意味などないのかもしれない。だけど効果はてきめん、おまじないを口ずさむといつでも勇気がわくし落ち着くことができた。

（そういえば、サカキ老は何て言っていたっけ）

　――『マガモノ』なんざ、たいしたことはありゃせん。大方の者はあの姿に恐れをなして反撃もせずに喰われちまったがな。わしはあんなヤツら、ちっとも怖くはなかったぞ。

　ボケた老人のホラ話だと思っていた。でも。

（信じるよ、サカキさん）

　その話を聞いたのは、イツクラで死んだ鎮魂しずめ屋やたちの、老人の仲間たちの墓の前でだった。ボケて他のことは忘れてしまっても、どうしてもどうしても忘れられなかったことだ。笑って話すしか、もうなかったことだ。

　だから信じる。

　――まず気をつけなければならんのは、ヤツらの爪だ。

「くそおっ」

　鋭い鉤かぎのような異形の爪が、頭上から襲ってきた。無我夢中でそれをかわし、手にした棒で殴なぐりつけて、トキは叫んだ。

「爪に気をつけてください！　最初の一撃をよければ、こいつらはそんなに動きが早くありません！」

　――相手から目をそらさんことだ。十分引きつけて頭部を殴るか斬るかすれば、やっつけられる。不思議なことにヤツらの頭には骨がないからな。わしなどそれで十五匹も倒したものよ。ふぁっふぁっふぁ……。

「頭を狙ねらってください！　背中を見せちゃ駄目です。『マガモノ』は本当はそんなに強くないんです！」

　視界のすみに血の色が見えた。悲鳴も聞いた。そして――逃げるのをあきらめ、そこに足をとめて、石や棒や大工道具や鍋釜や、どこから探してきたのか物干し竿などを手に、襲いかかる異形たちに果敢に立ち向かおうとする人々の姿を、トキは見た。

　少し胸が熱くなる。

（でもスプーンはあまり役に立たないと思うけどな）

　あと生卵をぶつけるのは、ちょっともったいない気が。

「わっ、なんだよタマ!?」

　相棒がいきなり彼の襟えり首くびを掴つかんでぐいぐいと引っ張った。そのままぽんとトキの鼻先に浮かぶと、タマは召しよう喚かん師とその連れがいる方角を指さした。



「あ、トキさん」

「何してんだよっ、召しよう喚かんができないんなら、早く逃げろよ！」

　街門から一気に駆け抜け、最後は息を切らせて腹ばいに滑り込んだ格好で、トキはようやく少女のもとにたどり着いた。実はかなりヤバかった。ここまでたいした距離ではなかったが、その間に幾度も『マガモノ』たちの集中攻撃をくらったのだ。

（うひー、無事なのが信じられない）

「違うんです。召喚はできるんです」

　マユは困ったような顔をした。

「じゃあ何!?」

「すごく重いうえに、何かにひっかかってるらしくて、私一人じゃ引っ張り出せなくなっちゃったんです。でも、ヒューゴは手が離せないし」

「ひっかかったぁ？　そんなことあるの!?」

　あるのだろう、きっと。召喚がどんなものかなんて端からわからないのだから、頭を悩ませても仕方がない。

　地べたに突っ伏したまま、トキはナイフの刃と爪が交差する硬質な音を聞いた。ヒューゴのナイフが閃ひらめくたび、青緑色の体液に染まった異形の身体からだが地面に落ちる。周囲には『マガモノ』の死体が山積みだ。死神と呼ばれる男はナイフさばきも絶妙だが、あくまで多勢に無勢のこの状況では、攻撃を防いでマユを守るのが精一杯のようだった。

「とにかくっ、なんかわかんないけど手伝うよ！」

　ようやくトキは立ち上がる。

「あ、トキさん、う……」

　振り返ったら、目の前に『マガモノ』の爪があった。

　バキィッ。

　すかさずタマが、棒でそいつを殴なぐり飛ばした。

「……しろに敵がいます」

「次はもうちょっと早く言って」

　空間の一部が陽炎かげろうのように揺れている。空間はつながったままだ。

「あのね。これなんですけど」

　マユはその中に腕を突っ込んだ。肘ひじの部分までが空中に消失する。そのまま少女は「よいしょっ」と地面につけた足を踏ん張った。

　確かに重いものらしい。

「じゃ、じゃあ、後ろからひっぱるよ。いい？」

「はい。お願いします」

　一瞬ためらってから、トキは少女の腰に手を回した。

（うわ、ちっちゃい、細い、柔らかい）

　バカ何考えてるんだオレ、と口の中で呟つぶやいて、腕に力をこめた。

「ええいっ」

　ガチャンと音をたてて地面に転がり出てきたものを見て、トキは目を丸くした。多分銃の一種だとは思うのだが、まるで金属の塊みたいだ。やたら銃身が長くて太いうえに、ごちゃごちゃと突起がついている。

「何これ？」

「うーん、きっと『ましんがん』だと思います」

「へ、へええ」

「じゃ、これをヒューゴに渡してきますので、トキさんはそこで身を守っていてくださいね」

「ま、守ってって……うわあっ」

　黒い翼が鼻先をかすめ、トキは尻餅をついた。『ましんがん』をひきずって歩き出したマユの背後から異形の爪が襲いかかる。

　ザッ！

　ナイフが一いつ閃せんし、『マガモノ』の身体からだがもんどり打った。まるで揺るぎない壁のように、少女を守って男はそこに立ちはだかっていた。

　マユはニッコリとする。

「はい、ヒューゴ。これ」

　次の瞬間、男が軽々と脇に抱え込んだその武器が、『マガモノ』めがけて凄すさまじい勢いで火をふいた。



    

  
    
      



    

  
    
      　撃ち落とすなどという生易しいものではなかった。空を覆う『マガモノ』たちが立てつづけに木っ端微み塵じんに吹き飛んでゆくのを、トキは尻しり餅もちをついたまま呆ぼう然ぜんと見上げていた。

　それがどれくらいの時間だったかなんて覚えていない。

　ふいに、カチリと音をたてて時間が途切れたような気がした。その一瞬に、まだ全滅をまぬがれていた異形たちが、いっせいに上空へと舞い上がった。

「見ろ、逃げていくぞ！」

「やった！」

「ああこれで助かった」

　周囲に人々の歓声を聞いてはじめて、トキはいつの間にか自分が街門まで戻って来ていたことに気づいた。

「トキさん、大丈夫ですか？」

　トキは目を瞬かがやかせた。マユが彼の顔をのぞきこんでいる。そっと手を握りしめられた感触に、思わず顔を赤らめた。柔らかくて暖かい手を握り返すと、ドキドキした。

「ご、ごめんオレ、ぼんやりしちゃって。ここまで君が連れて来てくれたんだね」

「違いますよ。タマさんです」

「げっ」

　慌あわてて自分の手を目の前に持ち上げたら、相棒がそこにぶらんとぶらさがっていた。

「うー」

　喜んで損した。

「あのう、それで、ヒューゴは？」

　取り繕うように訊きくと、マユはほら、と指差した。

「あそこにいます」

　男は人々から少し離れた場所に佇たたずんで、空を見上げていた。すでに銃口は下げている。まるでネジの止まったからくり人形みたいに、あるいは命のない彫像みたいに、武器を抱えたままでただ立っていた。

「ね、ヒューゴはすごいでしょう？」

　マユは笑う。とても嬉うれしそうに。

「うん。……そうだね」

　少女の笑顔と、人々の歓声。もう助かったと安あん堵どして、彼らと一緒に笑って歓声をあげてもいいはずなのに、トキはその時、アビの言葉を思い出していた。

（わしもあの子が少し恐ろしいよ。ああして笑っていられるあの子がな）

　空が、光を取り戻した。

　見上げれば、天に黒々と走った裂け目が、残った『マガモノ』たちを呑のみ込んで、ゆっくりと閉じていくところだった。





　　　　　９



「ほれ、これが約束の礼金じゃ」

　翌朝。街を出る時にアビが手渡してくれたのは、硬貨がずしりと詰まった袋だった。

「いいんですか、こんなに!?」

　目を丸くしたトキに、老人は軽く肩をすくめた。

「おまえさんのおかげで皆、命が助かった。霊害もこれでおさまるじゃろうしな。それを思えば当然の報酬だ」

　昨日は一日中、崩れかけた家の補修作業やら、死んだ『マガモノ』を片づける（これはだいぶ気持ち悪かった）作業やら、怪け我が人の手当てやらの手伝いに追われてトキは走り回っていた。宿屋が半壊したために夜は広場の近くに住む住人の家に泊めてもらい、アビの勧めもあって朝のうちに街を旅立つことにしたのだ。

『マガモノ』が去ったあとに、死者たちもシンカから散りはじめた。もうあの音は聞こえない。彼らをこの街に繋つなぎ止めていたものはこれで消えてしまったということだ。

　まだしばらくは徘はい徊かいしている死者もいるだろうが、その気配が薄くなるにつれて土地の力も戻るはずである。放っておいても霊害は終わるだろう。

　思えばキツい初仕事であった。

「じゃ、遠慮なく。ありがとうございます」

　お礼を言って礼金を受け取ると、目の前にもうひとつ、硬貨の入った袋が差し出された。

「すまんがこれを、あの子にも渡してはくれんか。あっという間に行ってしまったもんで、渡す暇がなかったんじゃ。今から追えば、まだ追いつくことができるかもしれん」

（……マユに？）

　マユとヒューゴも、昨夜は別の住人の家に泊まったらしい。だがトキが目を覚ますよりも早く、夜がまだ明けきらぬうちにここを出発したという話を、さっき聞いたばかりだ。

「あの、でももし二人が見つからなかったら？」

　その時はその金もおまえさんが持っておけと、事もなげにアビは答えた。

　実を言うと、マユがすでに街を出たと知った時、トキはひどくガッカリした。

（せめて挨あい拶さつくらいはしたかったのに）

　もう二度と会えないかもしれないのに。

　だから、大きくうなずいて言った。

「わかりました。必ずマユにこれを渡します」

「そうしてくれ。なにしろあの子は、……結局これを受け取らんかったからな」

　アビは上着のポケットから、別の小さな袋を取り出した。

「それは……」

　トキは驚いた。

　例の翡ひ翠すいだ。一度はこの老人の手からマユが受け取ったはずの。

（アビさんに返したんだ。でも、なぜ）

「大事な物をなくすのは悲しいからと、あの子は言っておった。もう絶対に手放さんでくれと、息子に伝えてくれとも言われたよ」

「……そうですか」

「さあ、もう行け。イツクラの時のように、宣せん教きよう隊たいがまたやって来るかもしれん。わしらに口止めをしにな。連中に関かかわればおまえさんもいろいろと面倒じゃろ。あの子のこともおまえさんのことも、できれば黙っておくつもりじゃ。隠しきれんかもしれんが、その時はおまえさんたちが十分に遠くまで行けるよう、時間稼ぎくらいはしてみせる」

　宣教隊と聞いて、トキは慌あわててうなずいた。イツクラの件を問いただされたら、確かにややこしいことになりそうだ。

「それじゃ、お世話になりました。アビさんもお元気で」

「もちろんじゃ。これから皆で力をあわせて、シンカを復興させていかねばならんのじゃから。くたばってなどおられんわい」

　街を去った人たちも、きっとこれで戻って来るだろう。

　もう一度崩れた家を建て直して、畑を耕したり商人を呼び込んだり、しばらくの間はたいへんだろうけれど、でも、これからはすべてがよくなるのだ。

　老人は相変わらず無愛想なしかめっ面で、優しく言った。

「達者でな。ありがとうと、あの子にもそう伝えてくれ」



　そんなにすぐに追いつけるとは思っていなかった。マユは彼より二時間ほど早く街を出たのであったし、どちらの方角へ行ったのかもわからない。

　だけど少女とあの男の組み合わせはそれなりに目立つし、どうしても探し出せなければ近隣の村ででも訊ねればいい。誰かが姿を見ているだろう。

　このままマユと別れてはいけない、という想いがモヤモヤとトキの胸の中につまっていた。

（だって、お金を預かっちゃったし）

　その理由でないことは自分でわかっていたけれど、モヤモヤが何なのかうまく言葉にできないから、そういうことにしておく。

「行こうか、タマ」

　何日かかってでも、もう一度マユに会おう。

　――実際には何日どころか、すぐに再会ということになったのだけれども。



　シンカの外に広がる樹海の道を歩き出して、ほどなくのことだった。

　しゃらん。

　かすかに聞こえてきた音に、トキはハッと顔をあげた。

（マユの、鈴の音）

（よかった、そんなに遠くに行っていなかったんだ）

　樹木の間をぬって響くその音の方角にむかって、トキは迷わず走った。

　しゃらん。しゃりん。

　方角を見失いかけると、鈴の音は誘うように鳴った。

「こっち、ええと違う、こっちだ」

　走って走って、ついに息を切らせてその場にたどり着いて、 ――トキはギクリと足をすくませた。

　木立の合間をすかして、マユとヒューゴの姿が見えた。

　けれども、そこにいたのは二人だけではない。

（誰だろう、あいつら）

　男？　マユたちの行く手を阻んで対たい峙じする格好で、複数の男たちの姿がある。五、六人くらいだろうか。

　宣せん教きよう隊たいかと一瞬思ったけど、違うようだ。トキはそのまま樹木の幹に身を隠して、息をころすようにその場をうかがった。

　ずいぶんと崩れた風体をした男たちだった。一目で堅気ではないとわかる連中だ。

　その一人がマユにむけて突き出した物を見て、トキはギョッとした。

（あいつらも銃を持っている!?）

　密造銃、という言葉がとっさに頭に浮かんだ。もちろんマユが召しよう喚かんするものに比べればちゃちな玩具おもちやみたいなものだが、それでも引き金を引けば相手を殺すことはできる。

「運がいいぜ」

　男たちの一人ががらがらと耳みみ障ざわりな声で笑った。

「こんなところで賞金首に会えるとはなあ」

「こっち方面に逃げたって話だったが、これで追って来たかいがあるってもんだ」

（追って来たって……）

　なんだかわからないけど、すごくマズイことになっている気がする。

（ど、どうしよう。今からじゃ助けを呼びに戻っても間に合わない）

　トキは急いであたりを見回した。しかし、武器になりそうなものは何もない。

　と、マユが初めて口を開いた。

「そんなもの、むけないほうがいいですよ」

　トキは目を見開いた。思わず幹の陰から顔をのぞかせてしまったほど、それは冷ややかで静かな声だった。

（マユ？）

　ぞっとした。

　その声と同じ、冷たい眼まな差ざしで、少女は男たちを見ていた。漆しつ黒こくの瞳が、静かな怒りに燃えている。

「このあたりは昔、戦場だったみたいですから」

「だから何だって？」

　銃をかまえた男が薄笑いを浮かべて、引き金に指をかける。

（危ないっ）

　ぱん、と音が響いた。

　その瞬間、トキは信じられないものを見た。マユがわずかに身体からだを横に揺らす。その動作だけで、撃ち込まれた弾たまをよけていた。

　まるで、あらかじめ弾道を見切ってでもいたように。

「だから銃はいくらでもあります」

　その言葉が相手の耳に届く時間があったかどうか。死神と呼ばれる男のマントがひるがえった。その下に隠れていた銃が火を噴ふく。追っ手の男たちは悲鳴をあげることさえしなかった。

　本当にそれは、あっという間のことだった。

　ぱらららららという連続した銃声がやんだ時、弾を浴びてぼろきれのように地面に叩たたきつけられた男たちの身体からだは、もはやぴくりとも動かなかった。



　血の臭においがする。

　トキはぐったりと樹木の幹にしがみついていた。軽い貧血を起こしたみたいだ。気持ちが悪くて、膝ひざが震えている。

　人間が死ぬ場面を目の当たりにするのは、生まれて初めてだった。

（ああっ、ちょっと待ってっ）

　マユが踵きびすを返して歩き出した。ヒューゴがそのあとにつづく。せっかく追いついたのだから、早く声をかけなければと思うのに、肝心の声が出てこない。

（ダ、ダメだ、もう）

　バキィ！

「うっぎゃあ！」

「あ、トキさん。どうしたんですか？」

　相棒にどつかれた頭をおさえ、しゃがみ込んでうんうん唸うなっているトキの姿に気づいて、マユが駆け寄って来た。

「タ、タマが……」

「タマさん？　ケンカをしたんですか？」

「そうじゃないけど……」

　手だけのくせに空中で器用にふんぞり返っている相棒を睨にらみつけて、トキは立ち上がった。深呼吸をする。殴なぐられた痛みのせいでか、どうにか貧血はおさまったようだ。

「あのオレ、アビさんに言われて、これを君に渡そうと思って追いかけて来たんだ」

　硬貨の入った袋を差し出すと、マユは驚いたような顔で受け取った。

「街を救ったお礼だって。翡ひ翠すいを返しちゃっただろう？　それで」

「こんなにもらっていいんですか？」

「うん。オレももらったから」

　マユは嬉うれしそうに袋を胸に抱いた。

「よかったです、私、あの街の人たちの役に立てて」

　さっき追っ手にむけた表情が嘘みたいな、無邪気な笑顔である。

「ええとさ、それでその……あの人たち、誰？」

　なるべく「あの人たち」のほうを見ないようにして、トキは訊きいた。

「賞金稼ぎの人たちです」

　事もなげにマユは言う。

「賞金稼ぎ？　いつもさっきみたいに狙ねらわれているの？」

「はい。私とヒューゴを殺すと、誰かからお金をもらえるそうなんです。だからああいう人たちはたくさんいます」

（そ、そんなあっさりと）

「誰かって、教団が……？」

　さあ、と少女は首をかしげる。

「そうかもしれませんね」

「ふ、ふぅん」

　トキはちらっと男たちの死体のほうを横目で見た。見ずにはいられなかった。生々しい血の色。気分がまた悪くなりそう。

　すごく迷って、ためらって、ついに言った。

「あのさ。君はさ。……平気なの？」

「え？」

「その、殺したりとか」

　言ってからやっぱり後悔したけど、マユはちょっと目を瞬かがやかせただけだった。

「平気です。こんなのはたくさん見ましたから」

　こんなの、というのは死体のことだろうか。

　トキはそれきり何も言えなくなってしまった。モヤモヤはまだ胸につまったままだ。自分がマユに何を訊たずねようとしていたのかも、わからなくなってしまう。

「それじゃ私、もう行きますね。お金を届けてくださって、ありがとうございました」

　マユはぺこりと頭をさげた。徹てつ頭とう徹てつ尾び、礼儀正しい。

「お元気で。あ、タマさんも。――さようなら」

　遠ざかってゆく大小の二つの人影を、トキは立ち尽くしたまま見送った。それからくるりと踵きびすを返すと、足早に正反対の方角に歩き出した。

　――何かを訊くことなんて、きっと意味はないのだろう。

　ほとんど小走りになりそうな勢いで歩きながら、トキは思う。

「だってさ、いくらなんでも職業が違いすぎるよ」

　つんつんと後ろから服の裾すそを引っ張られた。タマだ。

「オレなんかが気にしたって仕方がないし。あのヒューゴってヤツがちゃんとそばにいるんだから、何があっても大丈夫なんだろうし。本当にたまたま今回のことで、偶然に顔をあわせたってだけのことなんだから」

　ぐいぐい。今度はさっきより力をこめて引っ張られる。

「うるさいな。なんだよ、仕方ないだろ。鎮魂しずめ屋やと召しよう喚かん師なんて、本来全然関係のない人種なんだから。……どわっ」

　どべちゃっ。

　タマがいきなり足首を掴んだものだから、顔面から思い切り地面にすっ転んでしまった。

「いでででで……っ。こらタマ！　おまえはあぁ！」

　ぶつけた鼻をなでながら、憤ふん然ぜんとトキが起き上がった時である。

　しゃらん。

（あれ？）

　また、鈴の音だ。でもマユが近くにいるはずはないのに。

　跳はね起きたとたん、自分のまわりに幾いくつもの黒い影が佇たたずんでいるのをトキは見た。



　死者たちだった。だけど、どうしてこんなところに？

「どうしたの。もうこのあたりをうろついている理由はないだろ？　それともオレに送ってほしいっての？」

　自分から死界に送ってほしいと願う理性的な死者は――まあ、いないこともないが。

　しゃらん。

（また……）

　鈴。マユのものとまったく同じ響き。だけど、そんなことがあるだろうか。

　音をたてているのは、彼のまわりにいる死者たちだった。

　揺れている黒い人影を見回し、まじまじと見つめて。

「……もしかして」

　ようやく、トキは気づいた。

「さっき、マユのところまで連れて行ってくれたのは、あなたたち？」

　森の中、こっちだよとまるで少女の居場所まで導くように。その鈴の音はマユが鳴らしているのだとばかり思っていたけど。

「それにシンカでも――山の頂上の四阿あずまやにもいたよね？　鈴の音がしたのに、マユは召喚していないって言っていたから、ヘンだと思ったんだ」

　そうして彼がマユに最初に会った、あの小さな噴水の広場でも。彼女を取り囲んでいた数人の人影は、この人たちだったのではないか。

　だけど、どうして……。

　トキはハッとした。

「シンカに引き寄せられて来たんじゃなかったの？　もしかしたら、もともとずっとマユのそばにいた？」

　人影のひとつがすうっと腕をあげた。指差している。マユとヒューゴが去った方角を。

「あなたたち、マユと関係がある人たち？　知り合い？　友達？　それとも――」

　家族。

　トキは小さく息をつめた。

　ものすごくすんなりと確信してしまった。鈴を結いつけた紐ひもは、マユの召しよう喚かんのための道具。召喚師が他にどんなものを使って召喚しているのかは知らないけど、みんながみんな、同じもののわけはない。

（だけど家族や身近な人間なら）

　でもそれだったら、マユは。

　――会えたらいいなって、少しだけ思います。

　――大事なものをなくすのは、悲しいから。

　あの子は大事なものをすでになくしてしまったのだ。

　人影はまだ、木立のむこうを指差している。

「まさか、オレにマユを追っかけて行けっていうこと？」

（一緒にいてやって）

　トキは驚いた。それは耳元で泡が弾はじけるような、ごく小さな囁ささやきだったけれども、まぎれもなく死者の言葉であった。

「だって、どうしてオレ!?」

（あなたはあの子を心配してくれた）

「――！」

　絶句した。

（心配……だったんだ、オレ）

　ああ、そうだったんだ。ずっと胸の中でモヤモヤしていたもの。口にしたかった言葉。



　――ねえ、君はどうしてそんなふうに笑うの？

　普通だったら、他の人だったら笑うことなんてきっとできないような時に、どうしてそんなふうに、何の屈くつ託たくもないように笑うの？

　悲しい時も。

　恐ろしくてたまらない時にも。

　そんなふうに笑うの？

　大事なものをなくしてしまったのに。命さえ狙ねらわれているのに。

　小さな女の子が、それで平気なはずなんてないのに。

　だけどもし、君が平気なのだとしたら――きっとそれが一番、辛つらいことなんだよ。



「オレ、そばにいても多分何もできないよ」

　トキは死者たちに言った。

「鎮魂しずめ屋やだし、新米だし、何の役にも立たないと思う。もしかしたらオレがいたってただの足手まといかもしれない。オレ、女の子に気の利いたことなんて言ったことないし、何かあっても慰めたりとかどうしていいかわからないし。ヒューゴみたいにあの子を守ることなんてきっとできないよ」

　それでも。

「それでもいいの？」

　そばにいることなら、できるのかもしれない。

　……一緒にいたい。マユと。

　彼が不安になることなんてないのに、心配なんてする必要はないのに、それでもどうしてだか、強く強くトキは確信していた。

　ここで彼女と離れてしまったら、後悔する。きっと、必ず。

　その自分の想いが何なのかを理解するには、この時はまだ彼は子供すぎたのだけれど。

　しゃらり。

　優しく鈴を振るように、音が響いた。死者はさっきと変わらず、指でマユのむかった方角を示していた。

　わかった、とトキはうなずいた。彼らにわかるように、大きく。

　それからカバンを開けて札を取り出した。

「安心してなんて言えないけど。約束したから。絶対に約束は守るから」

　マユを追って行く前に、安らかであれと唱えて、トキは目の前の死者たちのために死界への扉を開いた。





『運命という言葉を君は信じるだろうか。それともこれは巡めぐりめぐったただの偶然かな？』

　いつかトキはそう問われることになる。

　これがその、旅の始まりであった。



    

  
    
      
第二話　傍らにいる者





　　　　　１



　時々、不思議な夢を見る。

　多分きっと夢なのだろうと思う。夜になって目をつぶって、気がつくといつの間にかあたり一面の淡い銀色の光に包まれて立っている。

　水の中で揺らめき踊るような、柔らかな光だ。

　ぼうっとしながらその銀色に身を浸していると、どこかずっと遠いところから、空の彼方から声が聞こえてくる。

　誰の声なのだろう。男か女かもわからない。

　――アールア・クルア・ジュニ・ジュチ・アラウグルニア・バイ・ガイ・オム……

　繰り返し、繰り返し。

　暖かで優しくて安らぎに満ちた、不思議な旋律を奏でる声。

　聞いていると引き込まれる。そちらへ行きたい。その声の主に会いたい。会ってすべてを委ゆだねてしまいたい。

　そんなふうに思うのに、足は一歩も動かない。

　そして突然、怖くなる。

　幸せに満ちた優しいきれいな声なのに、急に耳をふさいでしまいたくなる。自分が自分ではなくなってしまうような気がして、不安になる。

　行きたい。

　行きたくない。

　暖かくて不安で優しくて怖くて、どうしたらいいのかわからなくなって、だから動けなくなって、銀色の光の中で立ち尽くして、ただ立ち尽くして問いかける。

　あなたは誰ですか。

　そうしていつも、目がさめる。



『ねえちょっとあなた、聞いてくださいよ。うちの嫁ときたら、それはもうガサツで横柄で目上の者をたてるなんてことこれっぽっちも考えないような女でしてねえ。おまけにこっちが下手に出ているのをいいことに、悪口雑言いいたいほうだい、私は何度悔くやし涙で枕を濡らしたことか』

「はあ」

『まったく息子もどこがよくてあんな女と結婚したんだか。縫い物もヘタなら掃除も手抜き、おまけにやたら料理に塩をいれて、あんたこんなもの食べさせて年寄りを殺す気かいってなもので』

「そ、そうですか」

『それなのに息子ときたら、嫁の言いなりでねえ。もう私は情けなくて。ああいっそ、死んでしまいたい』

「あの、もう死んでますけど」

　自己主張の激しい死者である。トキの力では、普通はここまで明確に死者の声を聞き取ることはできないはずだが、まれに相手が「しゃべりたい」という意志をハッキリ持っている場合は、能力差に関係なくあっさりと会話が成り立つものらしい。

（でも、あんまりこっちの話は聞いてないみたいだけど）

　トキはため息をつくと、死者と一緒に路上に座り込んだ格好で、あたりを見回した。

　場所は天下の往おう来らいである。物見高い野次馬たちが遠巻きにこちらを指さして、ひそひそと何か囁ささやきあっているのがわかる。

　きゃんきゃんと元気に騒ぎ立てる死者とは逆に、がっくりと肩を落としてトキは思った。

（何でこんなことになっちゃったんだろ）

　答え。それは彼が鎮魂しずめ屋やであるから。

　――まあ確かに、これも霊害といえなくもないわけだが。



　事の起こりは、この街に来てすぐに耳に入ってきた「乾物屋夫婦の奇妙な災難」の噂であった。

　一休みするために水菓子屋に入って、ついでに鎮魂屋の仕事がないかどうか店主に訊ねた。人のよさそうな店主は面倒くさがりもせず、実に朗らかな口調で、

「そうだなあ。祟たたりじゃないかって話はあるんだがなあ」

「え、本当ですか？」

　ちなみに祟りは霊害の古い表現だ。トキが今回訪れたこの地方では、そういう古い言い回しが定着しているらしい。

　もっとも鎮魂屋に言わせれば、祟りというのはあくまで死者の側に悪意がある場合にかぎられるのであって、死者にその気がなくても災いが起こってしまうことは、もちろんあるのである。

「ここの通りを北に真っ直ぐ行くと、商店街がある。そこの乾物屋でこのところおかしなことが起こるのさ。え、何がおかしいかって？　いや、店に入ろうとする客がみんな転んじまうんだよ。つまづくようなものは何もないのにな。転んですりむいたり、中には足を挫くじいた客までいるもんだからさ、みんな気味悪がってその店にゃ近づかなくなっちまった。おかげで乾物屋は商売上がったりだ。んで、いつの間にか噂になったのが、こいつぁ一ヶ月ばかり前に死んだその家の婆さんの祟りじゃないかって話で」

　店主に礼を言い、その場所に行ってみて、なるほどとトキは思った。

（あー、これじゃみんな転ぶよ）

　閑かん古こ鳥どりが鳴いている乾物屋の入り口、その真ん前に、お婆さんが一人ちょこんと正座をしていた。



　とりあえず店の主人夫婦に会って事態を説明し、入り口で通行妨害をしている婆さんを説得して死界へ送る約束をとりつけたまではよかった。今回は首尾よく仕事にありつけて、運がいいとさえトキは思ったのだ。

　問題はその婆さんが、まったくもって一筋縄ではいかない相手だったことである。

『あそうそう、うちの嫁ときたらこないだもね、私が大切にしていた皿を割ってしまったんですよ。しかもそれで、謝りもしないんですからねえ。ええ一言も。私が悪いんだとか言って、あれは絶対にわざとやったにきまっていますよ。だってね……』

　えんえん、えんえんと嫁のグチ。しかも終わったと思ったらまた最初から同じ話を繰り返す。説得するどころか、トキはかれこれもう一時間以上も婆さんにつきあって路上にしゃがみ込む羽目になっていた。

（ほんとに元気だなあ……）

　こんな真っ昼間だっていうのに、白髪の一本一本、はいているスカートのひだまでハッキリくっきり見えちゃっているところなんかも。

「あのー、おふくろ、言うことを聞きそうですか？」

　店先からこの場を見守っていた乾物屋の店主が、ついにしびれをきらせたように、声をかけてきた。最初のうちは「ああなんてことだ、やっぱりおふくろが」とひとしきり嘆いていたのだが、いつまでたっても事がすすまないので、いささかうんざりしてきたらしい。

　その隣には当の嫁もいる。前掛けの似合うほっそりと小柄な女性で、不安げに両手を胸元で握りしめている姿からは、婆さんの言う鬼嫁ぶりはあまり想像できない。

「すみませんけど、お姑さんは何が原因でお亡くなりになったんですか」

「はい。饅頭まんじゆう二十個を隠れて一気食いして、そのあとポックリ大往生です。何せ歳が歳でしたし」と主人。

　それでは誰も恨うらむ筋合いはない。

「ところで、おふくろの心残りはいったい何なんですか？」

（うわあ、とても言えない）

　とはいえ嘘をつくわけにも。

「あのその、えーとですねえ、お姑さんはちょっと奥さんに不満があったみたいで……」

「不満というと」

「つ、つまり、家事がうまくなかったとか、料理がしょっぱかったとか、ちょっと口が悪かったとか大事な皿を奥さんが割ってしまったとか」

　かなり気を遣つかって伝えたつもりだったが、聞いたとたんに妻は目を吊つり上げた。

「き――っ、何ですってえぇ！」

「落ち着け、落ち着くんだ、おまえっ」

「こっちが健康に気を遣つかってわざわざ薄味の料理を出したらまずいとか何とか文句をつけてたくせにっ、おまけにご近所中にあることないこと人の悪口をふれて回ってっ、皿だって市場で買った安物をわざわざ落として割れるような場所に置いておいたんじゃないの――っ。何十年こっちがあんたのワガママに振り回されたと思っているのよ――っ！　くやしいぃ――！」

「あの、お嫁さんがものすごく怒ってますけど」

　おそるおそるトキが言うと、

『おやま、ほんとうにねえ。あんなに取り乱して、みっともないったら』

　婆さん小気味よさそうに高笑い。

（ど、どっちが悪いんだろう、結局？）

　要するに嫁姑、どっちもどっちだったってことでは？

「私へのイヤガラセだけならまだしも、客に怪け我がまでさせて営業妨害ってどういうことなのよ――っ。そこまで根性腐れきった女だとは思わなかったわよっ、このごうつくババア、くたばり損ない！　ええいこうなったら、踏んでやる！　鎮魂しずめ屋やなんて必要ない、この私が今すぐ踏み潰つぶして死界送りにしてやる――っ！」

「いや、おふくろはきっちりくたばっているから、頼むから落ち着いてくれえぇ」

　姿が見えないのに本気で死者を踏み潰そうと足を振り上げている嫁、それを必死で羽交い締めにする夫、高笑いしている姑。

　こうなるとただの家庭内争議の修しゆ羅ら場ばであった。

『ああ、せいせいした。こうしてグチも聞いてもらったことだし、そろそろ行こうかしらね』

「え？」

　婆さんはよっこらしょと立ち上がると、呆然としているトキにニッと笑って見せた。

『そうそうあなた、私を送ったあとでいいから、嫁に伝えてもらえるかしらね。いけすかない嫁だったけど、あんたの焼くクルミ菓子だけは悪くなかったってね。それと、納戸の奥の戸棚にあんたにあげる物が入っているからって。私の嫁入り道具だったけど、さすがに私にはもう派手すぎるものだから。本当はもっと早くにあげるつもりだったのだけれど、喜ばせるのもちょっと癪しやくだったしねえ。つい言いそびれてしまったんですよ』

　婆さんは晴れやかな表情で、最後につけ加えた。

　息子をよろしく頼むわね、と。



　納戸の奥の戸棚から見つかったのは、銀細工の櫛くしだった。生前、婆さんがそれは大切にしていたものだと、乾物屋の主人はしみじみと言った。

「これをおまえに渡し損ねたことが、おふくろの心残りだったんだなぁ」

「あのクルミ菓子が好きだったのなら、素直にそう言えばよかったのよ。そうしたら毎日だって焼いてやったのに。こんなものが心残りだったからって、何も店の前に座り込むことはないじゃないのさ。本当に強情なんだから」

　料理なんて一度もほめたことがなかったくせに、今さら。嫁はふてくされたようにそっぽをむいていた。形見の櫛くしを宝物のようにそっと、大事に握りしめながら。

「――つまり、毎日ケンカをしていても本当は仲がよかったってことなのかなあ」

　報酬の硬貨と乾物屋の主人にもらった干し魚の包みを持って、最初の水菓子屋に引き返しながら、トキはうーんと首を捻ひねった。

　嫁姑問題はかように奥が深い。わずか十四でそれを思い知ることになろうとは、夢にも思わなかったが。

（ところでマユはどうしただろう。誰かに会うとか言っていたけど）

　急に気になって、トキはあたりを見回した。

　そもそもこの街に来る用事があったのは、マユのほうだった。トキは一緒にくっついて来ただけだし、彼女の言う用事が何かも知らない。

（まあいいか。街門の近くにいれば、マユが帰って来てもすぐにわかるし）

　水菓子屋で時間をつぶしていよう。あの店なら、通りを一目で見渡せる。マユとヒューゴが戻って来くればいやでもわかるはずだから、間違っても彼だけ置いていかれる心配はない。

　歩きながらトキは魚の包みをカバンに押し込んだ。

「ちょっと臭うけど我慢しろよ、タマ」

　だがしかし、自分の寝床が狭くなるのが大嫌いなはずの相棒が、なぜだかコソとも反応しない。

（あれ？）

　まさか、とカバンの中に手をつっこんでひっかき回してから、トキは頭を抱えた。

「あいつ――っ、また抜け出したなあぁ――!?」
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　街の目抜き通りから外れた一本の細い路地を、さらにどん詰まりの奥まで行ったところに、その店はあった。

　パッと見ただけではわからないような小さな看板に、ごく控えめな字で『読み書き屋』と書かれてある。読んで字のごとく、読み書きがあまり得意ではない人たちに代わって、文字を読んだり書いたりする商売だ。

　ただでさえ目立たない店構えのうえに、こんな人通りのない場所で、おまけに商売自体が地味である。本当に客が来るのかどうかは果てしなく疑問だが、実はこの店の主人には別に本業としている商売があった。

「オトギさん、こんにちは」

　店に入って来た十一、二歳くらいの少女と黒衣の男の二人連れを見て、店内の机にむかって何やら書き物をしていた青年が、「ほーい」と手をあげた。

「やあマユちゃん、久しぶり。元気そうだね。おっとそっちの兄さんも」

　鼻の上にのせた丸メガネを指で押し上げ、軽いノリで青年は愛敬たっぷりに微笑ほほえむ。

「でも店先はマズイなあ。というわけで、上客様は特別室へどうぞ」

　その特別室というのは、隣の居間――の棚のうしろに隠された扉の奥の、窓のない小部屋であった。

「去年以来だっけ？　行き違いにならなくてよかったよ。十日ほど前にここに戻って来たばかりなんだ」

　言いながらオトギはランプに火をいれた。書類やら文献やら書物やらが乱雑にあふれた部屋である。埃ほこりと黴かびの臭においがかすかに漂ただよっていた。

「はい、座って座って。邪魔だったらそのへんのもの、適当に横にどけてね」

「オトギさん、また旅に出ていたんですか？」

　マユは行儀よく帽子をとって椅子に腰掛けた。そのうしろに影のように寄り添って、ヒューゴが立っている。いつもそうなので、オトギは無理には椅い子すをすすめない。

「うん、諸国巡業。店でじっと待っていたって、そうそうお得意様があらわれるわけじゃないからね。――で、マユちゃん、今回は情報を売り？　それとも買い？」



「ハジマでは台所用品が二種類、工具が五種類か。あはは、『たわし』はよかったなぁ。こういうものって、昔も今もほとんど変わっていないってところで感動しちゃうよ。それと、トガワで召しよう喚かんしたこれは……、うーん新種だ。何に使うのかな。どんな形をしていたか、もう少し詳しく教えてもらえる？」

　マユがこれまで召喚したものを、オトギはせっせとペンを走らせて、挿し絵つきで紙に書きつけていく。文字だけでなく絵もなかなか達者だ。

「ササイでは本も召喚したんですけど、すぐに消えちゃいました」

「うわあ残念。仕方ないけどね。中は見た？」

「見ましたけど、字ばっかりで全然わかりませんでした」

　だよな、とオトギはため息をつく。

「僕がその場にいられたらよかったんだけど」

「オトギさんはすごいですね。封印文字が読めるなんて」

「そりゃ、僕んちは代々この商売をやっているからねえ。禁じられた過去に失われてしまった数多くのモノをもう一度分類してリストアップする、そんな作業に夢とロマンと命までかけちゃうなんてアホなことを、御先祖の頃からやっているわけよ。――マユちゃんみたいに“〝嘆きの時代”〟の前まで遡さかのぼって物をひっぱり出せる召喚師なんて、あまりいないからね。こっちは大助かりだよ。僕の代になって図鑑の項目もかなり増えたしさ」

「シンカでは銃も召喚しました。『ましんがん』もありましたよ」

「ああ、だったらこっちの武器のリストに同じ型のものがあるかどうか、ちょっと見てくれる？」

　忙しく書物を広げたりマユの話を書きつけたりといった作業をつづけたあとで、オトギは椅子の上で「よいしょっ」と身体を伸ばした。

「あらかた終わったみたいだし、ちょっと一休みしようか。今、お茶をいれるよ。……んん？」

　ガタガタという音が、部屋のすみの紙束の陰から聞こえた。オトギは顔をしかめる。

「やれやれ、罠わなにネズミがひっかかったらしい」

「ネズミがいるんですか？」

「そうなんだよ。やっこさんたちときたら、本は齧かじるわフンは撒まき散らすわでホント困っててさ。おまけにずる賢くて罠を仕掛けても全然効果なかったんだけど、どうやらマヌケなやつが一匹――」

　ほら、と金網のカゴを持ち上げたとたん、オトギは固まった。

　罠の中にいたのは、ネズミではなかった。

“〝叡えい智ちの右手”〟のおつむのできは、「マヌケ」なネズミと同レベルであった。



「……面めん妖ようなものを捕まえてしまった」

「あ、タマさん！」

　マユは目を丸くすると、固まったままのオトギから慌あわててカゴを受け取って、中に閉じ込められていたタマを救出した。

「手!?　これ人間の手だよね!?　何、マユちゃん、これ知ってるのっ？」

「はい。タマさんです」

「あの、ご関係は」

「お友達のお友達だったんですけど、今は直接のお友達です」

「で、なんでこれ、手だけなのに動けるの？」

「知りません」

　説明おわり。

「だけどタマさん、どうやってここへ来たんですか？」

『こうやって』とタマは、ヒューゴのマントの裾すその内側にしがみついて見せた。なるほど、それなら外から見ただけではわからない。

「……気づけよ、兄さん」

「ダメですよ、タマさん。トキさんが心配するでしょう？」

　マユはタマを抱き上げると、扉を開けてそっと外に出した。

「私のほうもすぐに終わりますから、もうちょっとだけ待っていてくださいって、トキさんに言ってくださいね。――あ、それから、ここでのことはトキさんには内緒にしておいてください」

　こっくり。指を折り曲げて、タマはうなずいた。

　何事もなかったように扉を閉めたマユを見て、オトギは丸メガネを指で押し上げながら、ため息をついた。

「マユちゃんがいなかったら卒倒していたよ、僕は」

　この少女を見ていると、「動く人間の右手」などというものに対してさえ、いちいち驚いている自分のほうがおかしいような気がしてくる。

「アレさ、あのまま行かせちゃってよかったの？」

　もとの椅い子すに座り直して、マユは小首をかしげた。

「だってタマさんは本を齧かじったりしませんよ？」

「いや、そういう意味でなく。……察するに君は誰かと一緒にこの街へ来ていて、でもその誰かは召しよう喚かん師でも僕の仲間でもないわけだ」

「はい」

「お互い、外に漏れたらマズイことはたくさんあるんだからさ。十分に用心しなきゃダメだってこと。こう言っちゃ何だけど、その誰かさんに対してもね」

「はい、わかりました」

　マユは屈くつ託たくなくうなずく。

　オトギはがしがしと頭をかくと、「ま、いっか」と呟いた。

「そうそう、前に渡した図鑑の改訂版が出たんだけど、持っていくかい？　マユちゃんのおかげでリストも増えたしさ。うんと安くしておくよ」



    

  
    
      



    

  
    
      「わあ、ありがとうございます。オトギさんの図鑑があると、召しよう喚かんしたものの使いみちとか名前がよくわかって、助かります」

「うん。おかげさまで他の召喚師にも好評だよ」

　おどけたように胸をはって見せてから、オトギはふと真顔になった。

「他の召喚師で思い出したけど。ハガ地方のエズミって村に一人、召喚師が行っているらしいんだけどさ、そいつのことを何か聞いてる？」

　マユは目を瞠みはると、首をふった。

　そうか、と呟つぶやき、オトギは考え込むように眉まゆ根ねを寄せた。

「僕が言うことじゃないのかもしれないけど、どうもそいつ、問題ありみたいなんだよねえ……」



「まったくどこへ行ったんだよ、あいつはっ」

　相棒を探し回るのにも疲れて、トキは路地に座り込んだ。

　通りを往復して物陰や隙すき間まをのぞきこみ、他人様の家の塀をよじのぼって怒鳴られ、陶器屋の店先にある壷つぼをひとつひとつひっくり返していたら店主に思い切り怪しまれた。

（早く見つけないと、誰かにタマを見られたら大騒ぎになっちゃうよ）

「おーい、タマー、どこだー？」

　ヤケクソで、狭くて薄暗い路地の奥にむかって呼んでみる。

「なーんてね、これで見つかりゃ苦労は――」

　ばふっ。

　そのとたん、相棒が空から降ってきて、彼の頭の上に着地した。

「うわわっ、タマ!?」

　どうやら家の屋根づたいに移動していたらしい。

「どこに行ってたんだよっ、勝手に出歩くなっていつも言ってるだろ！　おまえがいなくなるたびに、オレが探して回らなきゃいけないんだぞ！」

　タマはトキの鼻先までひょいと降りてくると、『まあまあ』というように指をひらひらさせてから、地面に置いてあったカバンを指さした。

「え、チョーク？　自分で出せよ。まったく態度がデカいんだから……」

　ぶつくさ言いながらそれでもトキがチョークと石版を差し出すと、

『マユと一緒にいた』

　チョークを掴つかんで、さらさらとタマが書いた。

「え、なにおまえっ、マユにくっついてったの!?」

　呆あきれて相棒を睨にらみつけてから、トキはちょっと身を乗り出した。

「あの、それでさ――マユは誰に会いに行ったわけ？」

　さらさら。

『内緒』

　トキはがしっと相棒を掴つかむと、路地の奥に向かってぶん投げた。

「ああいいよ。別にオレ、知りたくないし。どーでもいいもんね、そんなこと」

　ことさら興味ないふうを装って、背中をむける。まあ、二ヶ月以上もつきあっていれば、この相棒の性格もだいたい知れる。タマに「内緒の話」は通じない。ポーズだけとってみても、本当は言いたくてうずうずしているに違いないのだ。

　果たしてしばらく待っていると、とんとんと指で背中をつつかれた。

「何だよ」

　振り返ると、目の前に石版を突きつけられた。

『図鑑屋』

「何だ、それ。図鑑屋？　……ええとなになに、マユが今まで召しよう喚かんした物と場所を訊きいていた？　リストアップして、分類。封じられた過去にあった物を調べて本にする商売、か。へえ。初めて聞いた」

（でもそれって、教団の禁止事項だよな。宣せん教きよう隊たいに知られたら思いっきりマズイ仕事なんじゃ）

　マズイどころか、すでに犯罪だ。バレたら即、捕まってしまう。

　世の中には、あえてそんな危険なことを商売にしている人間がいるということだ。そしてそれが商売になるということは、たとえばその図鑑とやらを必要としている人たちも大勢いるというわけで――。

（うわあ、考えれば考えるほど、アブナイ世界の話って気がしてきた）

　彼のような駆け出しの世間知らずが――人生においても仕事においても――ヘタに関わるととんでもないことになる部類の。

　でも、これでひとつだけわかった。

　召喚師は自分の情報を売って金にする、ということだ。もちろん彼らが稼ぐ方法はそればかりではないのだろうけれど。

「だけど、マユがそういう商売の人間と知り合いってことは……、もしかしてオレ、知らないほうがよかったのかな？」

「――トキさん、こんなところでどうしたんですか？」

「うわあああぁぁぁっ！」

　タマが慌あわてて石版の字の上にべたっと張り付き、トキはその相棒ごと石版をひっつかんでカバンに突っ込むと、飛び上がるようにして振り返った。

「ど、どどど……!?」

　どうしていつもいつも、こういう出方をするんだ、この子は？

　いかにも通りすがりに気づいたという様子で、マユが路地をのぞいていた。その後ろにはもちろんヒューゴの姿も見える。

「どどど？」首をかしげるマユ。

「いやちょっと、あのその、散歩してただけっ」

「そうですか。偶然ですね。私の知り合いの家もこの近くなんですよ」

　あっち、とどこだかわからない方向をマユは指差した。

「ふ、ふーん。用事はもうすんだの？」

「はい。すみました。待たせてごめんなさい。――あ、そうだ。タマさんは」

「あ、カバンの中にいるいる、いるから。全然、大丈夫」

「よかった。じゃあ、行きましょう」

　どうやら彼とタマの『会話』は聞こえていなかったみたいだ。トキはホッと胸をなで下ろした。
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「あの、トキさん……」

　その夜は街道沿いに小さな川を見つけて、そのそばで野宿することになった。

　火を焚たき、さっきの街で手に入れた新鮮な食材で、マユがごった煮のようなものをこしらえた。トキが二人に同行するようになったこの数日、たまに立ち寄った街や村の食堂に入って食事をとる以外は三人とも携帯食料でしのいでいたので、こんなふうに調理された料理を食べるのはトキも久しぶりだった。

　で、湯気のたつ料理を器によそいながら、マユが言い出したのだ。

「ずっと私たちと一緒に来るんですか？」

　トキはドキリとした。それは予想していた質問で、本当はもっと早くに訊きかれると思っていた。

　一番最初に、あのシンカの事件の直後に「オレも一緒に行く」と宣言した時、マユはちょっと不思議そうな顔で「いいんですか？」とだけ言った。

　何が「いい」のか意味がよくわからなかったから、迷惑がられているんじゃないかと不安だった。

「ずっと……かどうかはオレもわからないけど、その、できればしばらく君たちと旅ができたらいいなって思うんだ。だってほら、人数が多いほうが楽しいだろ。こんなふうにおしゃべりしたりさ。オレも一人でちょっと寂しかったし。そりゃタマがいるけど、こいつは面倒を起こすばっかりだし……」

　彼の肩の上にいた相棒が抗議するように髪の毛をひっぱったが、無視。

　トキは手にした器の中身をスプーンでつつきながら、一息に言葉をつづけた。

「もしかして、ダメかな。迷惑とか、オレがいると仕事の邪魔だとか。……それだったら言ってくれれば、邪魔をしないように気をつけるよ。でももし、オレがそばにいるのがものすごくイヤだって言うんだったら、仕方がないけど」

　そばにいると約束をした。マユの死んだ家族と。

　でもそのことは、マユには言わないでおこうと思っている。言うとしても、いつか、だ。

（だって、死んだ人をダシにして言い訳をしているみたいに聞こえるし、それに）

　それに頼まれたからここにいるわけじゃない。この少女のことが心配で、だから一緒にいたいと思ったのは、まぎれもなくトキの本心だったのだ。

　トキの言葉に、マユはきょとんとした。

「あ、違うんです。そうじゃないんです」

「え？」

「トキさんも見たでしょう？　私とヒューゴを殺そうとしている人たちがいるから、一緒にいたらトキさんは危ないんじゃないかなって思うんです。ヒューゴはきっと私しか守らないと思うから、誰かが襲って来たらトキさんは逃げるか隠れるかしなきゃいけなくて、それがイヤじゃないかなあって。私もこういうふうにおしゃべりをするのは楽しいですし、邪魔だとか迷惑だとか、そんなのは全然違うんです」

「あ、そういうこと」

　安心したのが半分と、ギョッとしたのが半分。

　迷惑じゃないとわかったのは嬉うれしいけど、マユと一緒にいるということは一緒になって宣せん教きよう隊たいや賞金稼ぎに追われるということであって、それはつまりヘタをすれば彼の命も危険な状況になるということで――。

（って、それくらいのことなんで今まで気づかないかな、オレ？）

　うかつというか、うっかりというか、マヌケというか。

　しかし、トキはぐっと拳こぶしを握った。覚悟はきまった。

「大丈夫。いざとなったらオレ、ちゃんと逃げるから」

「そうですね。それに、タマさんがいますものね」

　マユはなぜかタマにむかってうなずいた。

「タマさんは強いから。トキさんを守ってあげてください」

　……なぜこいつに頼む？

　トキの肩の上で、タマは『まかせておけ』とばかりに、指を大きく広げた。

　なんとなく言葉を失って、トキは器の料理をスプーンですくって口にいれた。とたんに固まる。

（な、なんだろう、これ？）

　甘いんだか辛からいんだかよくわからない、複雑怪奇な味がする。

「おいしいですか？」

　まずい、とは言えない。

「お、おお、お……いしい」

「すごいですね、トキさん」

　マユは本気で感心したように言った。

「私はこれ、すごくまずいと思います」

「……」

　焚き火から少し離れて座っているヒューゴだけが、まるで義務のように黙々と、ごった煮を口に運んでいた。



　結局、トキが食事をつくりなおした。

（最初からこうすりゃよかった）

「おいしい。トキさんは料理が上手なんですね」

　一口食べて、マユはすごい、と目を丸くした。

「そんなに上手ってほどじゃないけど……」

　謙けん遜そんではない。野宿して、必要にせまられて煮炊きして覚えた程度の腕前である。普通誰でもこれくらいはできるだろう、というレベルだ。

（なんかオレ、一緒に行く理由が一コ見つかったよーな気がする……）

　絶対、どう考えても食事係は必要だ。

（でもなんていうか、それってちょっと違う気が）

　ため息をついたトキだが、嬉うれしそうにおかわりをしているマユの姿を見て、まあいいか、と思った。何の役にも立たないよりは、ずっとマシだろう。

「それで、次はどこへ行くか決まってるの？」

「はい。ハガのエズミです」

　ずいぶん北の方角だ。

「仕事？」

「いいえ。違いますけど、ちょっと気になることがあるんです」

「ふぅん」

　トキのほうはもともと目的地があって旅をしているわけではないので、マユについて行くだけだ。

　食事を終え、食器を片づけて寝る準備に取りかかった。焚たきき火の火を小さくし、虫除よけの香を焚く。今の時期は、野宿をしても凍える心配がないかわりに、地ダニなどの虫も多い。香の煙で少しの間、毛布をいぶしてから、くるまって横になった。

　仰向けになって見上げれば、樹木の天てん蓋がいの隙すき間まに銀砂を撒いたように星が光っていた。

　その星を見つめながら、トキはふと昨夜の夢を思い出していた。

　――銀色の光に包まれて、美しい呪じゆ文もんのような声を聞く夢。

「アールア・クルア・ジュニ・ジュチ・アラウグルニア……」

　小さく呟つぶやいてみる。

　幼い時から何度も見た夢だ。あの声は誰なのだろう。いつも、そう疑問に思うところで目がさめる。

（久しぶりだな。前に見たのは、半年くらい前だったっけ）

　なぜあんな夢を見るのだろう。他の誰に聞いても、そんな夢は知らないと言う。もっとも、彼が他人に打ち明けたのは一度だけ、それもうんと小さい頃に一緒に遊んでいた一族の子供たちにしゃべってバカにされてからは、誰にもその夢の話はしていない。

（どうして、オレだけなんだろう）

　とても美しい夢だと思う。

　でも、とても怖い夢のような気もするのだ。

　考えているうちに、睡魔が襲ってきた。

　とろとろと眠りに落ちかけたトキの耳に、マユの声が聞こえた。

「――昔、この世界にはたくさんの国々がありました。それぞれの国には『指導者』がいて、国によって違う言葉を話し、世界には今よりもずっとたくさんの人間が暮らしていました」

　ヒューゴに聞かせているのだろうか。

　まるで子供に物語でも話してやっているような口調だ。

「ある時、争いが起こりました。どうしてそんな争いになったのか、もう誰にもわかりません。誰が始めた争いだったのかもわかりません。だけどそのせいで、ありとあらゆる国がお互いに憎しみあい殺しあって、ついに世界は人間たちのつくった炎に焼かれて滅びてしまいました」

　それは、誰でも子供の頃に何度も聞かされる話だった。

（そうか、きっと……ヒューゴはこの世界の人間じゃないから……教えてあげているんだ）

　半分眠りかけながら、トキは思った。

　これまでにもマユはそうやって、この世界のことをヒューゴに話して聞かせていたのかもしれない。

「この世界から国々は消えてしまいました。そうしてやっと生き残った人間たちを、様々な災いが襲いました。

　最初にやってきたのは、暗黒でした。夜しかない世界です。空を黒い雲が覆いつくし、長い間、太陽を見ることはありませんでした。何年もの間、冬がつづいて、世界は凍りついてしまいました。

　次にやってきたのは餓うえでした。それからやってきたのは、病でした。

　たくさんたくさん、本当にたくさんの人間が死んでしまいました。

　そうして最後に、『神』がこの世界に降り立ったのです」

　それが、“〝嘆きの時代”〟と呼ばれる二十年間の始まりと終わりのできごと。

　人間の愚かさと『神』の偉大さをあらわす、この“〝揺よう籃らんの時代”〟の始まりの伝説。

「『神』は人間たちに光と食べ物と薬を与え、新しい世界の決まり事と、お互いを理解するためのたったひとつの言語を与えました。争いを禁じ、武器を持つことを禁じ、人間がふたたび同じ過ちを繰り返すことがないように、古い時代の記憶をすべて消し去ってしまったのです――」

　今、世界には二種類の人間がいる。

『神』に愛された人間たちと。

『神』から見捨てられた人間たちと。

　トキたちがいるこの辺境は、見捨てられた者たちの生きる場所である。

　海のむこうの遥か遠い大陸に、『神』に愛され『神』を深く信じる者たちの国があるという。それがどんなところなのか、トキは知らない。その国についての情報は、辺境には入ってこないからだ。

（……『神』に愛されるって、どんなふうなんだろう）

『神』はどうやって、愛される人間とそうではない人間を分けたのだろう。

　そんなことを考えながら、トキはいつしか眠りに落ちていった。



　また、あの夢を見た。

　二年前のあの日の夢だ。

　真夜中に目をさまし、毛布の端を手で握りしめて、マユは震えていた。怖くて、心臓が跳ね上がりそうに大きな音をたてている。

　火と銃声と、悲鳴とたくさんの死体の夢。

　トキの寝息が聞こえる。よかった。もしかしたら飛び起きた時に声をあげて、起こしてしまったのではないかと思っていたのだ。彼の傍かたわらのカバンがもぞっと動いたような気がしたけど、見間違いだったかもしれない。すっかり暗くなった焚き火が、時おりパチッと音をたてる以外、あたりはしんと静かだった。

　マユは毛布を肩にかけたまま、そっとヒューゴの傍らまで行って、彼の腕に頭をおしつけた。怖い夢を見た時には、マユはいつもそうする。ヒューゴの身体からだは暖かくて、それで少しずつ心臓の鼓こ動どうがおさまっていった。

　ヒューゴは眠らない。いや、眠っているのかもしれないけど、多分とても眠りが浅いのだろう。夜の間もけして横にはならないし、必ず何かに背中をあずけて、いつでも銃を抜いて動ける体勢でいる。今も、マユが立ち上がった時にはもう目を開けて、彼女のほうを見ていた。

「ごめんね。また怖い夢を見たの」

　暖かな腕を掴つかんだまま、マユは小さな声で言った。

　ヒューゴは何も言わないけれども、マユがそうすることを許してくれている。他の誰にも反応しないのに、マユの言葉にだけ反応する。そうして彼女が震えていると、親鳥が雛ひなを抱くように、マントの中にすっぽりと抱え込んでくれるのだ。

　ヒューゴの着ている服からは、かすかに血の臭においがする。何度も、何度も洗ったけど、その臭いだけはどうしても落ちなかった。

　ヒューゴと出会った時のことは、今でもはっきりと覚えている。

　故郷を失った、あの日の記憶とともに。



　朝早く、まだ人々が目覚めてもいない時刻に、宣せん教きよう隊たいが街を襲った。殺さつ戮りくのあとに彼らが放った火はまたたく間に燃え広がり、街を呑のみ込んで夜になっても消えることはなかった。

　真っ暗な空を赤々と焦こがすその炎の色を、マユは森の中に隠れて見ていた。宣せん教きよう隊たいに包囲された街から逃げ出すことができたのは、彼女一人だった。遠く離れた森の中にまで、煙の臭においが流れてくる。お父さんがかぶせてくれた帽子と、お母さんが持たせてくれた召しよう喚かん用の紐ひも、それだけを抱きしめて、樹木の根元にうずくまって震えていた。

　悲しいのに涙は出なかったし、怖いのに叫ぶこともできなかった。身体からだが凍りついてしまったようにそこから動くことができなかった。動こうとも思わなかった。

　そのまま朝がきて夜になって、また朝がきた。

　森の中には白い靄もやが立ち込めて、あたりが少しずつ明るくなってゆくのがわかる。その他には何も見えない。白い帳とばりに閉じ込められて、ほんのわずか、周囲の樹木が緑の色を靄に溶かし込んでいるのが見えるだけ。

　一人だ、と思った。一人ぼっちになってしまった。そう思った瞬間、マユの中で何かが弾はじけ飛んだ。息をすることも忘れるほどの痛みが、胸を抉えぐった。

　怖い。怖い怖い。助けて。誰か来て。私をここから連れ出して。

　誰か、誰か誰か誰か誰か誰か――！

「あ、あああ、ああ……」

　声をかぎりに叫んだ。言葉にならない言葉を。肺の中の空気をすべて絞り出すほど叫んで、そして――。

　靄が揺れた。

　カサリと草を踏む音がした。マユは顔をあげる。

　全身を血に染めた男が、目の前に立っていた。



「あの時ね、すごく驚いたの。だって本当に誰かが来てくれるなんて思わなかったから」

　消えかけた焚たき火の炎を見ながら、マユは眠そうに呟つぶやく。ヒューゴにぴったりとくっついて、安心して、やっと眠れそうだった。

「すぐにわかったよ。ヒューゴが私の声を聞いて、来てくれたこと」

　あの時は本当に驚いて、マユはずいぶん長い間そこに座り込んだまま、男を見つめていた。

　男は――何も見ていなかった。焦点を結ばない瞳を、どこか遠くにむけていた。銃を持つ手を力なくだらりと垂らして、ただそこに立っていた。

　まるでネジの壊れた玩具おもちやみたいだと、マユは思ったのだ。

「どうしたの？　怪け我がをしているの？」

　手当てをしてあげなきゃ。そう思ったらようやく、足に力が入った。立ち上がることができた。

　森の中を探して泉を見つけ、男の手を引いてそこまで連れて行った。顔や手についた血を拭ぬぐってあげて、服も洗ってあげた。それで初めて気がついたが、男はどこにも怪我をしていなかった。ぐっしょりと服を濡らしていたのは、他人の血だったのだ。

　男は何も言わず、されるがままになっていた。自分が生きているのか死んでいるのかわからない、そんなことはどうでもいいとでもいうような、空っぽの目をしていた。

「すごく悲しいことがあったの？」

　きっとそうなのだろうと、マユは思った。さっきまでの自分も、こんな顔をしていたに違いないのだから。

　木の実を摘んできて差し出したけど、男は食べようとはしなかった。だから、野ブドウの実をひとつ指でつまんで、男の口にそっと入れてあげた。

「食べて。食べないと死んじゃうんだよ」

　――そうだ。食べなければ死んでしまう。

　マユは野ブドウの房を掴つかむと、自分の口いっぱいに頬ほお張ばって、飲み込んだ。

　生きているのだから、死んじゃいけない。生き残ったのだから、こんなところで死んだりなんかしない。

　理由を知らなければならない。どうして父さんや母さんや街の人たちが殺されたのか。どうして宣せん教きよう隊たいが街を焼いてしまったのか。それがわからないのに、死んだりなんか、絶対にしない。

　その時、男が初めて反応した。焦点のあわなかった瞳がマユを見た。口の中のブドウをゆっくりと噛かんで飲み下し、男はほんのわずか不思議そうに目を細めた。

　それで、自分が泣いていることにマユは気づいた。気がついたらよけい、涙があとからあとからあふれて、とまらなくなった。

「う……ふぇ……」

　凍ってしまった心の最後のひとかけらが溶けて、やっと、声をあげて泣くことができた。

　しゃくりあげて泣きつづけるマユを、男は見つめていた。そうして手を伸ばすと、ごつごつした掌てのひらで、マユの髪をそっと撫なでた――。

　その時から、男は彼女の言葉に少しずつ反応を見せるようになった。食べ物を口に入れてあげなくても自分で食べるようになったし、手を引かなくても歩くようになった。いろいろなことがちゃんと自分でできるようになったけれど、声を出すことだけは忘れてしまったみたいだった。

　名前がわからないから、マユはずっと大切に胸の中にしまっていた名前を彼にあげた。

　ヒューゴ。

　昔、飼っていた小鳥の名前だ。青い羽をしたきれいな小鳥。お父さんがマユのためにどこからか捕まえてきてくれた。ずっと大事に世話をしていたのに、ある時うっかりカゴの入り口を開けたままにしたら逃げてしまった。悲しくてマユが泣いていたら、お父さんは言った。

　今度は赤い鳥を捕まえてきてあげるよ。

　その約束はもう二度と、果たされることはない。



　バチっと焚たき火の火がはぜた。

　ヒューゴにもたれかかったまま、マユは目を閉じる。

　あの時から、ヒューゴはずっとそばにいてくれた。

　マユの大事な大事な家族になった。

　だから、何もいらない。ヒューゴさえいてくれればいい。

　他には誰もいらない。



　　　　　４



　ハガに到着するのに一週間かかった。

　ここは内陸にあって、峻しゆん険けんな山々を擁ようした地方だ。冬には大量の雪が降り積もり、何もかもが真っ白に凍ってしまう厳しい土地だと聞いたことがある。

　春が来るのも遅いのだろう。他の土地の樹木はもうすっかり緑の色を濃くしているのに、このあたりはまだ芽吹いたばかりの淡緑色だ。朝晩の空気もひやりと冷たい。

「今日のご飯は何ですか？」

　野宿の準備をしながら、マユが訊たずねた。

「さっきの村で穀物の粉と野菜を少し手に入れたから、あったかいお団子汁」

「わーい。じゃあ私、薪まきをもっと集めてきますね」

「あと、ナイフを研とぐから平べったい石も探してきてくれる？」

「はい」

　やっぱりというか、すっかり食事係が定着してしまったトキである。

　鍋に湯をわかし、刻んだ野菜と粉を練って丸めたものを入れ、最後に塩と香辛料で味付けをする。ちなみに、鍋やその他のかさばるものは、ヒューゴが袋に入れて運んでくれているので、野宿をするのもかなりラクだ。

（うん、塩加減よし）

　こんな簡単な料理でも喜んで食べてくれる人がいる（といっても、マユだけだが）のは、けっこう嬉うれしい。

「おーい、ご飯できたよー。あ、タマ、そっちの食器を持ってきて……」

　その時だった。

　ぶん、と何かが風を切ってトキの耳元をかすめた。

　次の一瞬に、幾いくつものことが同時に起こった。



　火にかけてあった鍋がひっくり返って、中身を盛大に地面にぶちまけた。煙と灰がもうもうとたちのぼる。ヒューゴが素早く銃を抜いた。片膝ひざをついた低い姿勢で狙ねらったのは、トキの背後、やや上方。樹木の枝の高さ。

「え、ええ……？」

　トキは仰天して尻しり餅もちをついたまま、鍋を跳はね飛ばして地面に突き立った「それ」を見つめた。夕暮れの光をキラリと反射した「それ」――三日月型に湾曲した刃だ。しかし次の瞬間には、刃は片側に結びつけられた縄に引かれて、あっという間に視界から消え去った。

「もらったああぁぁ――！」

　頭上から声が降ってきて、トキはぎょっと振り返った。

　同時に、樹木の枝を大きく揺らして黒い影が跳ねた。一瞬、巨大な鳥が地上に舞い降りたのかと思った。けれども、それは――、

（お、女の子!?）

　トキは目を見開いた。

　地上に降り立ったのは、彼と同じ年くらいの少女であった。長い髪をふたつにわけて、三つ編みにしている。とっさにそんなところに目がいったのは、その髪の色がずいぶん珍しい、赤みをおびた金色だったからだ。

「死ねえぇ！」

　ふたたび刃が風を切る。夕陽を弾はじいて弧こを描き、今度はマユに襲いかかった。

「うわっ」

　思わずトキは悲鳴をあげた。

　きょとんとしてこの突然の襲撃者を見つめていたマユは、しかし刃に切り裂かれる寸前に、わずかに身体からだの位置をずらした。

　ざんっ。

　獲物をはずした刃が地面に刺さった。すかさず金髪の少女は縄を巻きつけた腕を引き、刃を手元に戻す。武器は一本の縄の両端に結びつけた二枚の三日月刃、跳躍しながら、少女は次にその二枚ともをマユめがけて放った。

「ちいっ」

　マユがとんとん、と軽やかに背後に退さがって攻撃をかわしたのを見て、少女は舌打ちした。縄を巧みに操り、その長さと遠心力からくる速度を利用して、つづけざまに刃を叩き込む。そのたびにドカ、バキと地面や樹木の幹が抉えぐられ、刃先に触れた枝葉が砕け散った。すごい破壊力だ。

（どどどどど、どうしよっ……？）

　トキは、あたふたとあたりを見回した。

「ヒューゴ！　何してんだよ、マユが襲われてんだぞ!?」

　しかしヒューゴは銃をかまえたまま、石のように動かない。

「あでも、撃っちゃまずいか、相手女の子だしっ。って、だけど命を狙ねらいにきたんだから、いいのか、いいのかっ？　いやでもこのままじゃマユがやられるっ、全部攻撃をかわしてるのがすごいけどっ」

　そういえば銃弾もよけたっけ。マユって一体どうなってるんだ？　料理はめちゃくちゃヘタなくせに。

（なんてこと言ってる場合じゃなくてっ）

「よし行けタマ！　マユを助けろ！」

　ひっくり返った鍋のそばにいた相棒は、そのとたんにぎゅっと指を握り込んでグーのかたちになった。

　聞こえないふり。

「この役立たず――！」

　だけど一番の役立たずは自分だと、トキは思う。

　本当に、こんな時にどうしていいのかわからない。

　相手の刃をかわしながら、次第に追いつめられるようにじりじりと、マユはうしろに退がっていく。やがてその背中が樹木の幹にぶつかって、そこで足がとまった。

「待った、ちょっと待ったそこまで……っ！　うわ!?」

　果か敢かんにもマユを救うべくトキは飛び出した。反射的な行動だったが、そのとたんに地面にけっつまづいて派手にコケた。とことん情けない。

　金髪の少女がひらりと地を蹴った。一足飛びにマユとの距離を詰める。三日月刃を投げ捨てると、腿ももに縛りつけてあったナイフを抜いた。

　流れるような動き。無抵抗のマユめがけて、ナイフを突き降ろした。

「やめろ――っ！」

　わずか数センチ。マユの顔面で刃先がとまったのは、トキの制止のせいではもちろんなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　金髪の襲撃者は、ナイフを握ったままマユを見下ろしている。

　マユも彼女を見つめていた。

　トキは息をつめた。時間が一瞬、止まったような気がした。

　やがて。

　マユが言った。

「またダメでしたね、キィラさん」

「くぅ……」

　その一言で、金髪の少女はナイフを持った手をおろして、どさっとその場に座り込んだ。

　憤ふん懣まんやるかたないといった顔で、ヒューゴを振り返る。三つ編みをぶんぶん振り回す勢いで、わめいた。

「いい加減にしろよ、てめえ！　何度同じことやらせるんだ!?　あたしを撃ち殺さなきゃ、こいつを守れねえんだぞ？　一度ほんとに、てめぇの目の前でこのちびをぶっ殺してやろうか、あぁ!?」

　転んで地面にはりついたままの格好で、トキはぽかんとした。

　金髪の少女の言葉にも、ガラの悪い口調にも驚いたが、もっと驚いたのはヒューゴがすでに射撃のかまえを解いて銃をおさめていたことだ。いつもの、片足を投げ出した姿勢に戻って座り直すと、もはや襲撃者のほうを見ようともしなかった。

「くっそおおぉぉぉ――！　あったまくるぜ、あの態度！」

「大丈夫です、キィラさん。そのうち必ずヒューゴは撃ちますから！」

　両手を拳こぶしのかたちに握って、マユが励ますように言う。

（ええと？）

　何がどうしてどうなっているんだろうと、トキは首をひねった。

（しゅ、襲撃者だよな？　……でも知り合い？　友達？　そんなのあり？）

　キィラという名らしいあの少女は、本気でマユを殺そうとしていたように見えたのだが。

「チクショー、見てろよ！　次こそ絶対に、てめぇに引き金をひかせてやるからな！」

　勇ましく吼ほえて金髪の少女は立ち上がり、さっき投げ捨てた自分の得物を拾い上げた。三日月の刃を二枚重ねて、背中に背負った革袋にさし込む。そうして初めて気づいたように、地面に転がったままのトキに目をやった。

「おいマユ、なんだこれ？」

　珍獣でも発見したように指さして、

「こないだはこんなヤツ、いなかったぞ？」

　どうやら今の今まで、トキのことはまったく目に入っていなかったらしい。

「それはトキさんです。一緒に旅をしています」

「こいつと？」

　キィラはじろじろとトキを見た。ふん、と鼻を鳴らして、

「なんだか頼りなさそうなヤツだな」

　痛いところ突かれて、カチンときた。トキは立ち上がり、精一杯威厳をこめて、相手を睨みつけた。

「そっちこそ何だよ、いきなり襲ってきて。どういうつもりだ!?　っていうか、何者だよっ？」

「あたし？　あたしは“〝三日月のキィラ”〟」

　金髪の少女はニヤリと、大人顔負けの不敵な笑みを浮かべて見せた。

「こいつらの首を狙ねらう賞金稼ぎだ」



　……頼むから誰か、この状況を説明してくれ。

　台無しになってしまった夕食をもう一度作り直しながら、トキは思った。

（よかった。団子を多めにつくっておいて）

　野菜もまだ少し残っていたし、最初のぶんよりも少ないけれど、どうにか全員に食事がゆきわたるくらいの量はあった。

　で、その全員の中に、なぜだかキィラが入っている。

「キィラさん、お鍋をひっくり返しちゃダメじゃないですか。食べ物を粗末にするのはいけないと思います」

「悪い悪い。焚たき火は見えたんだけどさ、そっちの、ええとトキだっけ？　そいつの陰になってて鍋があるのわからなかったんだよ。いいだろ、ちゃんと薪まきを拾ってきて火を起こすのを手伝ったんだしさ。……お、これなかなか食えるじゃん。いつぞや食ったおまえのメシよりも、はるかにマシだぜ」

　なぜ賞金稼ぎと賞金首が、焚き火のそばで仲良く肩をならべてご飯を食べているのだろうか。

「あ、あのお」

　おずおずとトキが口を開くと、少女二人はそろってこちらに顔をむけた。

「なんだ？」

「なんですか？」

（き、訊きいていいんだろーか。なんかすごく和やかなムードになっちゃってるんだけど）

　しかし彼が訊たずねなければ、絶対に誰も説明してくれない気がする。トキは勇気をふるって言葉をつづけた。

「キィラは、その、……マユの命を狙って来たわけだよね？」

　マユが宣せん教きよう隊たいのみならず、いわゆる賞金稼ぎと呼ばれる連中にも追われていることは、もう承知している。だからキィラが賞金目当てにマユを追って来た、ということ自体は驚くにはあたらない。自分と同じ年くらいで、しかも女の子でそんな乱暴な仕事をやっている人間がいることは少々意外だったが。

「それがどうかしたか？」

「いや、なんでここでご飯を食べているのかなぁと思って……」

「なんだとてめぇ、あたしが一緒にメシ食っちゃ悪いかっ？」

　凄すごまれて、トキは慌あわてた。

「そ、そうじゃなくてっ、さっき途中で攻撃をやめただろっ？　命を狙ねらってるのにどうしてかなーって思っただけっ」

　少なくとも、シンカの街を出た直後にマユを襲った賞金稼ぎの連中は、問答無用で彼女を殺そうとした。あれが普通だとトキは思う。

（そりゃ、賞金稼ぎのことなんてオレ、全然詳しくないけど）

「ふん」

　キィラは鼻を鳴らすと、一気に料理をかっこみ、空になった器をぽいと投げ捨てた。

　そうしてぼそっと言った。

「つまんないんだよ」

「へ？」

「こういうのは殺やるほうも殺られるほうも、命がけだから楽しいんだ。ラクして金だけ手に入りゃいいってヤツらもいるけど、あたしはそんなのはつまんない。だからさ、こっちが本気でかかってんのに、相手が本気を出さないのは、おもしろくねぇんだよ」

　どういう意味だろう、とトキは首をかしげる。

　しかしキィラはそっぽをむいてしまい、かわりにマユが言った。

「ヒューゴのことなんです。ヒューゴがキィラさんを撃たないから、キィラさんはそれがおもしろくないんだそうです」

「はあ」

　そういえば、とトキは思う。

　さっきヒューゴはまったく動かなかった。銃で狙いはさだめていたのに。あのままだったら、マユが殺されてしまっていたかもしれないのに。

「でも、ヒューゴが撃たないって……どうして？」

「それは、その――」

　マユはちらりと隣のキィラを見やった。急に困ったように口ごもっている。

「あの男は子供は撃たない」

　横をむいたまま、ぶすっとした顔でキィラが答えた。

「ええ？」

「最初にこいつらを襲った時に、ヘンだと思ったんだ。で、マユに訊きいたらそういうことだった。撃たないっていうか、撃てないらしいぜ？　……銃をむけても、相手が子供だと絶対に引き金を引かないんだと。まったく、『死神』が聞いて呆あきれるよな」

「――」

　トキは目を瞬かがやかせた。マユを見ると、「そうなんです」というようにコクコクと首をうなずかせている。

　キィラは、焚たき火から離れた場所にいて、相変わらずこちらの話にはまったく反応しない男を横目で見た。

「だからってあたしを撃たないのは、思い切りバカにしてねーかっ？」

「そんなことありませんよ、キィラさん。ただちょっと、ヒューゴは誤解しているだけなんです」

「どこが。要するにあたしを子供扱いしてるってことだろっ」

「でも、子供なんだから子供扱いされても仕方がないと思うけど……」

　トキの一言で、ぴしっと場の空気が固まった。

（あ、あれ？　なんかオレまずいこと言った？）

「――子供だぁ？」

「わっ」

　いきなりキィラの手が伸びてトキの胸座を掴つかみ、そのままぐいと力まかせに引き寄せた。

「ふざけんなっ、誰が子供だ!?」

「だ、誰って」

「あたしは十七だ！　大人の女だ！　もう成人してんだ！」

「じゅうな……え、えええええええええ――っ？」

「素直に驚くな――っ！」

　地方にもよるが、早いところなら女性は十五で成人する。十七といえば、世間的には結婚してもおかしくない年齢だ。

　だけど。

（ウソ。オレより年上!?）

　見えない。どうやっても年上には見えない。十七にしては顔立ちが幼いというか、小柄というか、胸とか腰とかいろんなところにメリハリがないというか……。

「…………今思ったことを言ってみな」

「わー、思ってない、何も思っていませんっ。さっきの『子供』は失言でした。ごめんなさいっ」

「一体、あたしのどこが子供に見えるってんだっ。十七の乙女をつかまえて、この色気も女らしさもわからねえってのは、てめえの目は節穴かぁ!?」

「わわわ、首、首が絞まる絞まる……！」

　窒息寸前でようやく解放されて、トキはゲホゴホと咳き込んだ。

（な、なんとなくわかってきたぞ）

　要するに、ヒューゴがキィラを子供だと思い込んで反撃しないことが、彼女の自尊心を非常に傷つけているらしい。

　果たして、キィラはぐっと拳こぶしを握って宣言した。

「こうなったら、あいつがあたしを撃つまで何度でも襲撃してやるからな！　あたしから逃げられると思うなよ。これからも地の果てまでだっておまえらを追っかけて行くぜ！」

「何度でもって、……今まで何度こんなことをやってるわけ？」

「今日で十二回目だ」

　立派だ。賞金首を狙ねらうという当初の目的を忘れているとしか思えない。

「あの、質問」

　トキは小さく片手をあげた。

「それでもし、ヒューゴがキィラのことを敵だと認めて撃ってきた時は、その、どうする気……？」

「あぁ？」

　キィラは目をぱちくりさせてから、あははと笑い出した。

「そんなもん、その時になって考えりゃいいじゃないか」

　……先に考えておいたほうがいいと思います。ヘタすりゃ死にます。

　ところでトキはひとつ、重要なことを忘れていた。

　相棒のことである。

　夕食の間はおとなしくカバンの中にもぐっていたタマだが、いつまでも無視されて、すっかりヘソを曲げていたらしい。自分の存在をアピールするために、ぴょんとカバンから飛び出した。

「どわっ？」

（あああ、タマ、なんてことをっ）



    

  
    
      



    

  
    
      　タマは強引な自己紹介の手段に出た。いきなりべしっとキィラの顔にはりついたのである。

「な、なんだよこれっ？」

　度肝を抜かれた様子で、キィラは「人間の右手」を掴つかむと、自分の顔から引き剥はがした。あらためて目の前に持ってきて、『どーも』とばかりに指を動かしているその物体を、まじまじと見つめる。

　数秒の沈黙ののち。

　キィラは悲鳴をあげた。

「きゃあああああぁぁぁ――っ」

　少なくとも、悲鳴はとても女らしかった。



「うわあ、こっち来るな、むこうへ行け、そんなもんあたしに近づけるな――っ！」

「ご、ごめんっ、おいこらタマ、何してんだよおまえ!?」

「安心してください、タマさんは噛みついたりしませんから、キィラさん！」

　というひと騒動のあとに、タマはおとなしくカバンの中におさまった。自己紹介をすませて、すっかり満足したようである。

「あたしは、ああいうわけのわからないもんと、ナメクジと死者は苦手なんだっ」

　飛び上がって木立の中に逃げ込んでいたキィラは、ぶつくさ言いながらようやく焚たき火のそばに戻ってきた。

（タマと一緒にされたら、ナメクジや死者が気の毒だと思う）

　などと考えてから、トキは目を瞠みはる。

「あれ、キィラは死者が見えるの？」

「時々な。見たくねぇけど」

「じゃあトキさんと同じですね。トキさんは鎮魂しずめ屋やなんですよ」

　マユの言葉に、キィラは「へえ」と意外そうな顔をトキにむけた。

「じゃ、わざわざハガまで来たのは鎮魂屋の仕事か？　エズミってとこに行くんだろ？」

「え……」

　それにはトキのほうが驚いた。

　確かに目的地はハガのエズミだが、彼は今回関係ない。そこに行くと言い出したのはマユである。

「オレの仕事じゃないけど……。もしかしてエズミで霊害が起こっているの？」

「霊害の話は聞かねえけどな。土地柄なのか、あのへんはけっこう死者がふらついてるんだ」

「土地柄って……」

「あまり豊かな土地じゃないうえに、妙な病気で死ぬヤツが多いらしいからさ。なんでも“〝嘆きの時代”〟にあのへんに大量に毒がバラまかれて、発病するのはその毒にやられた人間の子孫だって話だぜ。もっとも教団が怖くて誰もそんなこと、おおっぴらには口にしないけど」

「そう、だったんだ」

　トキはちょっと肩を下げた。

（知らなかった。世の中にはそんな土地があるんだ）

　仕事になりそうだなんて素直に喜べない。そういうところの死者たちは、きっと悲しい声をしているだろうから。

「キィラさん、エズミへ行ったんですか？」

　マユが訊ねる。

「まあな」

「それは、エズミに召しよう喚かん師がいるからですか？」

「ああ」

　答えてから、キィラは露骨に「しまった」という顔をした。

「もしかしておまえ、あの召喚師に用事があるのか？」

「はい。キィラさんはその人に会ったんですか？」

「会ってないよ。賞金首でもないヤツに用はねえからな。ただ、一ヶ所に居着いている召喚師なんてめったにいないし、待ってりゃそのうち首に金がかからないともかぎらないから、一足先に目星だけつけとこうと思ってさ。……だけど、あいつはちょっとヤバいかもな」

「え？」

　キィラは考え込むように、親指の先を噛んだ。

「妙なんだよ。同じ場所にずっといて、おおっぴらにあんなことをしていて、とっくに宣せん教きよう隊たいにもっていかれてたって不思議はねえんだ。あたしらの耳にまで届いているくらいだから、宣教隊が気づかないわけはない。なのにどうもなってないところが気色悪いんだよ。こいつはあたしのカンだけど、そういうヤツにヘタに手を出すとたいていロクなことにはならない。だから手を引くことにした」

「――」

　マユは口を結んで目を伏せた。

（あんなこと……？　ヤバいって何が？）

　どうも、マユとキィラだけでわかりあっている話のようだ。トキにはさっぱりわからないけど、訊たずね返せる雰囲気でもない。マユがエズミへ行こうとしているのは、どうやら別の召喚師に会うためらしいということさえ、今初めて知ったのだ。

「忠告しておくよ。そいつに会うのはやめときな。多分、関かかわらないほうがいいぜ」

　キィラは冷ややかに言った。

「でも」

　マユはいっそううつむく。

　そのあと、静寂が場を覆った。

　聞こえるのはバチバチと火がはぜる音だけ。いつの間にかあたりは漆しつ黒こくの夜に閉ざされている。何ということなく申し合わせたように、皆で炎の色を見つめていた。

　やがてキィラは立ち上がった。

「あとは知らねえ。とにかくあたしは忠告したからな。――んじゃ、ごっそさん。あたしはもう寝る」

「寝るって、キィラ、ここに泊まっていくの？」

　トキが驚いて言うと、

「悪いかよ？　今からどっかに寝る場所を探しに行くなんて面倒だろうが。それとも何かてめぇ、私がここで一緒に寝るのが気にくわないとでも……」

　ぎろりと睨にらまれて、トキは慌あわてて首をふる。

「いえそんなことありません大歓迎ですどうか泊まっていってください――っ」

　というわけで今度は賞金稼ぎと賞金首が仲良く一緒に寝ることになったわけだが、翌朝トキが目覚めた時には、キィラの姿はすでになかった。

「キィラさんはいつもぱっとあらわれて、ぱっといなくなっちゃうんです」

　夜営の後始末をしながら、マユは言った。

「キィラさんて楽しい人でしょう？　私、キィラさんのこと好きなんです」

「好きって……」

　だから、もともと命を狙ねらってきた相手なんですけど。

（なんかそういう点、マユとキィラって同類？　ていうか、オレが理解できないだけ？）

　オレ本当にこの子について行っていいのかなーと、ふとささやかな不安にかられたトキであった。



　　　　　５



（うーん、けっこういるな）

　村に一歩踏み込んだとたん、トキは思った。

　エズミは山間にある複数の集落が、幾いくつかの道によって結ばれてできた村だ。最も平地に近いところにある集落が村の入り口の役割を果たしている。よそから来る旅人や商人が村の奥まで行くことはあまりないため、宿や商店や酒場といった盛り場は入り口近辺の集落に集中していた。

（霊害が起こるほどじゃないけど）

　マユとヒューゴのうしろを、少し遅れて歩きながら、トキはそっとあたりを見回した。

　道端に、家々の壁や塀ぎわに、木立の陰に、死者たちの黒い影が揺れている。頭を抱えてうずくまっているみたいだ。まだ日が高いために気配は希薄だが、夜になってもここの死者たちは活発に動き回ることはなさそうだった。

（みんな、キィラが言っていた病気で死んだ人たちなのかな）

　トキはため息をついた。商売柄仕方がないとはいえ、不幸な魂たましいに出会うのは、やはり気が滅入る。

「トキさん」

　マユが振り返ったのは、一軒の宿屋の前だった。

「私とヒューゴは今晩ここに泊まろうと思うんですけど、トキさんはどうしますか？」

「え？　だったらオレもそこに泊まるけど？」

「ダメです！」

　力いっぱい言われて、トキは思わずマユの顔を見つめた。

「ダメって……」

「同じ宿だったら、宣せん教きよう隊たいが来た時にトキさんも捕まってしまいます。だけど違うところに泊まっていたら、トキさんは知らないふりをして逃げられるでしょう？　もし何かあったら絶対に逃げてくださいね」

「せ、宣教隊？　……ええと、それじゃあ」

　トキは三軒隣に見えた宿屋の看板を指差した。

「オレ、あそこにするよ」

「はい」

　マユは真剣な面持ちで、こっくりとうなずく。

「それと、これからは別行動にしましょう。一緒にいるところを村の人に見られないようにしなきゃダメです。他の人が見ているところではできるだけ話はしないで、それでももし誰かに何か訊きかれたら、私とはこの村に来てからたまたま知り合ったってことにしてください」

「あ……うん」

「あのそれから、念のためにトキさんは名前も隠したほうがいいと思います。ここにいる間は、カマドウマさんて呼びますね」

「……」

　なぜ。

　もはやどう反応していいかわからないトキに、マユはぺこりと頭をさげた。

「じゃあ頑張りましょう、カマドウマさん」

　だから何を。



　宿の部屋はベッドと洗面台以外はほとんど何もないような小さなものだったが、個室であるのはありがたかった。小さな街や村の宿屋では、相部屋や大部屋に雑魚寝ざこねということも、よくあるのだ。

　トキは相棒をカバンから出してやると、ベッドの端に腰を下ろした。

「……なあ、タマ。オレってバカかなあ？」

　タマはすかさずチョークを握ると、石版に書いた。

『バカ』

　せめて話くらいは聞け。

「この村に来ないほうがよかったんじゃないかって思うんだ。キィラがやめておけって言っただろ？　オレもさ、なんかよくないことみたいな気がするんだけど、でもマユにそう言えなかった」

　マユはこの村にいる召しよう喚かん師に会うつもりらしいが、それが誰なのか、なぜ会うのか、そんなことも何ひとつ訊きけなかった。

　訊いたらいけないんじゃないか、嫌がられるんじゃないか。そんなことが怖くて。

「関係ないって言われたら、その通りだもんな。――今だって」

　本当はマユと一緒に行くつもりだったのだ。でも、別行動をとると言われて、何も言えなかった。

「宿も別々って、いざとなったら知らんふりして逃げろってさ、それってつまりオレのことなんか全然あてにしてないってことじゃないか」

（そりゃ確かに、オレじゃ何の助けにもならないだろうけどさ）

　足手まといがせいぜい。だけど、それで彼があっさりとマユたちを見捨てて逃げると思われたことが、けっこうショックだ。

（それにしてもマユ、ずいぶん神経質になっていたみたいに見えたけど）

　まるで今すぐにでも宣せん教きよう隊たいが来ると思っているような口振りだった。確かに彼女は追われている身なのだから、その可能性はまったくないわけではないのだろうけど。

　それにしたって、なんだかちょっと様子がおかしいような気がする。

（だけど理由もわからないんだよな。……オレ、ほんっとにマユのこと何も知らないんだ）

　トキはため息をついた。

「なんかこう、オレが勝手に一緒にいるだけで、マユにとってはオレなんていてもいなくてもべつに困らないって感じがするんだけど」

　食事をつくること以外は。

　どんより、とトキは落ち込んだ。自分の言葉を否定できる要素が何も見つからない。

　さらさらと、タマが石版にまた字を書きつけた。

『仕事しろ、カマドウマ』

「……おまえさ、相棒ならもうちょっと慰めるとかしろよ。ていうか、その偽名はやめろ」

　言われたとおり、タマは慰めるように彼の肩を叩たたいた。

　ぽん。

　とってもわざとらしかった。

「ああわかったよっ。どーせ落ち込んでたって何も変わらないし！」

　トキは、タマをカバンに突っ込んで立ち上がった。実際、日がな一日宿でぐーたらしていられるほど、懐ふところに余裕があるわけではないのだ。



　とはいえ、そういつもいつも霊害で困っている人がそのへんにいるわけでなし。しばらく盛り場を歩き回ってみたものの、収穫はさっぱりだった。

　気がつけば集落のはずれまできていた。目の前の道をそのまま行けば、隣の集落があるはずだ。行くか戻るか迷いながら、一休みするためにトキは道端の石の上に腰をおろした。

　空を見上げる。日はまだまだ高い。

（そういやマユはどこへ行ったんだろ。見かけないけど）

　それほど広い集落ではないから、うろついていれば顔をあわせることくらいはあると思ったのだが。

（村の奥にでも行ったのかな？）

　その時、後ろから服の裾すそをつんと引っ張られた。

（……子供？）

　振り返ると、小さな死者が立っていた。昼間なのにちゃんと輪郭が整っている。五、六歳くらいの男の子だ。

『お兄ちゃん、誰？』

「オレ？　えーとオレは」

　誰と言われましても。鎮魂しずめ屋やです、で通じるだろうか。

（なんで昼間なのにこんなによく見えるんだろう？　やっぱり相手が自己主張の激しいタイプだと、オレくらいの力でもけっこうハッキリ見たり聞いたりできるってことなのかな）

　子供は自己主張の塊かたまりである。

『あのね、ボクね、白い屋敷へ行きたいの』

　案の定、子供はもう最初の質問のことなど忘れている。

「白い屋敷？」

『うん。ボクね、病気なの。病気の人は白い屋敷に行かないといけないんだよ。でも白い屋敷に行くとお菓子をいっぱいもらえるから、ボク白い屋敷に行きたいの』

　トキは相手の姿に意識を集中した。だんだん、細かい部分まで見えてくる。男の子は寝間着のようなものを着て、手足は枯れ枝のようにガリガリに痩やせていた。それに……これは何だろう……露出した部分の肌に痣あざのように黒い斑はん点てんが浮き出している。

（もしかして、これがキィラの言っていた――）

　昔この土地にバラまかれた毒が原因だという病気だろうか。そしてこの子は、その病気で死んだのか。

「君は病気なんだね？」

　うん、と小さな死者はうなずく。

『ボクね、歩けないの。足が黒くなって動けなくなったから、白い屋敷に行ったの。誰かと一緒じゃないと歩けない。お兄ちゃん、白い屋敷に連れて行って。ボクお菓子が欲しい』

「そこへ行くとお菓子がもらえるの？」

　うん、と子供はうなずいた。

『おじさんがお菓子をくれるんだ。ボクね、チョコレートが好きなの』

「へえ、そんなものまでくれるのか」

　チョコレートなんて、めったに手に入らない高級品である。そのおじさんというのは、よほどの金持ちなのだろうか。

『ねえ、連れて行ってよ、お兄ちゃん』

　まあいいか、とトキは立ち上がった。

「どうせ仕事もないし。わかった、そこに連れて行ってあげるよ。場所はわかるんだろ？」

　うん、と子供は嬉うれしそうにまたうなずいた。



「白い屋敷」の場所はすぐにわかった。子供の魂たましいに先導されて二つばかり隣の集落を抜けると、山肌の林の中にまさに白く塗られた平屋の建物があるのが見えた。確かに、ちょっとしたお屋敷くらいの大きさである。

　たいして立派な造りではないし、かなり古い建物だった。近づいてよく見ると、壁の色も遠目よりもずっとくすんでいる。修繕のあとなどはあるから、それなりに手入れはされているようだが。

　しかしトキが気になったのは、その見た目ではなかった。

（ここって……）

　こういう場所に時々こもっているような、陰惨な気配はない。死者はそれなりにうろついているが、ひどく空気が澱よどんでいるというわけでもない。

　ただ、その建物には悲しみがこびりついていた。

（ここは人が死ぬ場所だ）

　ふと見ると、子供の姿は消えていた。もう中に入ってしまったのだろうか。

　建物はやはり白い塀に囲われているが、門は大きく開け放たれていて、閉鎖的な感じはなかった。ちょっと迷って、トキは中に踏み込んだ。

「何か用かね」

　そのまま建物にむかおうとしたら、声がかかった。塀の内側は殺風景な庭だ。ベンチのかわりなのか、そこに置かれた丸太のひとつに杖をもった老人が腰かけていた。あたりを見回すと、他にも同じように、庭の方々にぼんやりと座っている人たちの姿がある。

「旅人かね。どうしてこんなところに来た」

　立ち上がろうとしたのだろうか。老人の手から杖つえが放れて地面に転がった。

　急いで近寄り、拾い上げた杖を手渡そうとして、トキはぎょっとした。杖を受け取った老人の腕にも、皺しわを刻んだその顔にも、黒い斑はん点てんが浮いていた。

「すまんな。そろそろ手も痺しびれてきたもので」

　言って老人は穏やかな目の色で笑った。

「どうした。ここがどこか知らんで来たのかね？　なに、伝染する病気ではないから安心しろ。よその者には気味が悪いだろうが」

「あ、いえ、そんなつもりじゃなくて……」

　トキはうろたえて、赤くなった。

「帰りなさい。ここはよその人間がおもしろがって来るような場所ではないよ」

「そうじゃないんです。……あの、オレ、頼まれて……」

「うん？」

「子供に、連れて来てくれって。五歳か六歳くらいの男の子。ここで死んだ子だと思うんだけど」

　オレ鎮魂しずめ屋やなんです、とそのあとつけくわえる。

　老人は彼の顔をちょっとの間眺めてから、うなずいた。

「そういえば三日ほど前にそれくらいの子が一人死んだな。ここにいた間が幸せすぎて、未練にでもなってしまったか。小さいうちに発病して、他にいい思い出もなかったのだろう。不ふ憫びんな話だ」

「あの、ここは……？」

「ここは、この病気になった者が最後に死を迎える場所だよ」

「――」

　トキは白く塗られた建物を振り返った。

　病気の人は白い屋敷に行かないといけないんだよ。あの男の子はそう言っていた。

「あんたはこの土地の病気のことは知っておるかね？」

「少しだけ、昔このあたりにまかれた毒のせいだってことは聞きました」

　老人は相変わらず穏やかな目でうなずく。

「わしらの親の親の親の、それよりも前のことだ。その毒がこの土地の人間の身体からだに入り込んで、それ以来、この病気が始まった。わしらの身体の中には、今でも毒が残っている。発病するとこんなふうに――」

　老人は杖にすがるようにしている自分の手に目をやった。

「黒い斑はん点てんが出てきて、身体のあちこちが麻ま痺ひしてゆく。そのうち全身が動かなくなって死んでいく。この病気には薬も治療法もない。だからもうそろそろ駄目だろうと思ったら、動けるうちに皆、ここへ来るんだ。この村だけではない、近隣の村からも、発病した者はここへ来て死ぬことになっている。この建物ができる前から、ここはそういう場所だったそうだ。大昔からのしきたりなんだよ」

「そんな、しきたりって……どうして」

「今はそうでもないが、昔は誰かが発病すると家族はそれを隠そうとした。以前この土地はもっとずっと貧しくて、病人に食べさせるものなどなかった。家族に迷惑はかけたくないから、病人は自分からここへ来た。――そういう話だ」

　言葉につまったトキの顔を見て、老人は笑った。

「なに、よその者は驚くかもしれんが、ここは病人が最後に穏やかに死んでいくための場所だ。村の者たちも気を遣って世話をしにきてくれる。ここへ来るのは悪いことではないんだよ。動けるうちはこうしてのんびりと過ごしていればいいのだし、話し相手もおるから寂さびしくはない」

　それに、と老人は言った。少し茶目っ気をこめた口調で、

「ここにいるとな、ご馳走がたらふく食える」

「ご馳走？」

　そういえば、とトキは思った。

「あの男の子も、お菓子が欲しいって言っていましたけど。誰かその、お金持ちの人とかがここの人たちに食事を出しているんですか？」

「いやいや、金持ちなどこんな村にはおらんよ。それよりももっと立派な人だ。こんな先のない病人のために、何の見返りも求めずに尽くしてくれる。本当に、あの人には皆感謝しているんだ。村の者もみんなな」

「はあ」

「あんたは召しよう喚かん師というものを知っているかね？」

　ぎょっとした。

「あ、は、ははい」

「まったく不思議な力だ。わしにはいまだに信じられんよ。あの人は何もないところからわしらの食べるものを出してくれるんだ。いくらでもな。野菜や粉や肉を出して料理をつくることもあれば、いきなり見たこともない料理を皿ごと取り出したこともある。子供たちにはしょっちゅう菓子が配られる。どれもこれも、舌がとろけるほどうまい」

　トキは目を瞬かがやかせた。

（何もないところから食べ物を？）

「ええと、ここには召喚師がいて、病人のために食べ物を召喚しているってことですか？」

「そうだよ」

（その召喚師って、マユが会いに来た人なんじゃ……）

「すみません、どこへ行けばその人に会えますか？」

「ああ、ここから一番近くの集落に家がある。だがめったにそこには戻らんようだ。まだここへ来ておらん病人のところへも行って、食べ物を届けて回っているそうだからな」　「そうなんですか。――本当に立派な人なんだ」

　トキは素直に感嘆した。老人は目を細める。

「あの人のおかげで、皆最後に幸せな時間を過ごして死んでいける。他の人間にできることじゃない。立派で思いやりのある人だ。わしは本当にありがたいと思っているよ」

（こんなふうに、無償で人に喜ばれることに自分の力を使っている人もいるんだな）

　考えてみれば召喚師なら、過去の時間にさかのぼって食べ物を取り出すことだってもちろん可能なはずだ。

（どうしてマユはやらないんだろ）

　召喚で食事を調達してくれれば、手間も省けるし食費も浮くのに。しかしそうなると食事係も必要なくなるわけで、そのへんトキとしてはちょっと複雑。

　その時、建物の中から少女が走り出してきた。走るといっても、片足を少しひきずっている。この子もまだずいぶん幼い。

「おやおや気をつけないと転ぶよ、アナ」

　駆け寄ってきた少女は、無邪気に笑うと手に握っていたものを老人に差し出した。

「あのねこれあげる。食べて」

　きれいな紙に包まれた飴あめ玉だった。

「いいものをもらったね。わしにくれるのか、優しい子だ」

「はい、お兄ちゃんも」

　少女はトキの掌てのひらにも飴玉をのせようとする。

「オレにもくれるんだ。どうもありが――」

　少女の笑顔に微笑ほほえみ返して、トキが受け取ろうとした時であった。

「――もらっちゃダメ！」

　門の方角から叫ぶような声が響いた。

「あ、あれ？　マユ？」

　振り返り、小さな召しよう喚かん師と黒衣の男の姿をそこに見つけて、トキはぽかんとする。その間にマユは少女に走り寄ると、その手から飴玉を奪い取った。

「ダメ！　こんなもの食べちゃダメなの！」

　驚いたのと飴玉を取り上げられたのとで、少女は大声で泣き出した。

「マユ……？」

　マユは口元を固く結んで地面を睨にらんでいる。肩をいからせて飴を握りしめている姿は、何かにひどく怒っているようにも、泣き出すのを我慢しているようにも見えた。

（どうしちゃったんだろう？）

　わけがわからず、トキはおろおろと、泣いている少女とマユを見比べた。

「その子に飴を返してやってくれんか」

　やんわりとした声は、丸太に腰をおろしたままの老人のものだった。

「まだ小さくて、よくわかっておらんのだ。よその人に食べ物をあげてはいかんと、いつも言っておるのだがな。心配せんでも、そちらの兄さんにはわしからちゃんと言って、飴を返してもらうつもりだった」

「でも……」

　マユは意固地に首をふった。

「あんたが何を言いたいのかは、わかっているよ。あの人はわしらに、本当のことを言ってくれている。食べることがどういうことなのかをな。――だが、わしらはそれでもかまわんのだ」

　老人はわずかに眉まゆをあげて、口元に微び笑しようを浮かべた。

「なあ、嬢ちゃん。わしらが死ぬことにかわりはないんだよ」

「――」

　それでも何か言いたげにマユは老人を見ていたが、やがてしょんぼりと肩を落とした。

　持っている飴あめ玉を、まだしゃくりあげている少女の手にもう一度握らせてやる。

「ごめんね」

　小さな声で言うと、くるりと踵きびすを返した。

「あ、ちょっとおい、マユ!?　……すみません、これで失礼します！」

　そのまま振り返りもせずに門のほうへと歩き出したマユを、わけもわからずトキがあたふたと追いかける。

　その姿を、少女の頭をなでながら、老人はいつまでも見送っていた。



「おい、マユ。マユってば」

　声をかけても、マユはずんずんと先へ歩いて行く。わずかな距離をおいて、黒衣の連れが例によって黙々とそれにつき従っていた。

「どうしたんだよ、一体？」

　白い屋敷をあとにしてから、マユは一言もしゃべっていない。

（やっぱりヘンだ。何か怒ってるのかなぁ？）

　それに――あの飴玉がどうしたというのだろう。

（食べるとよっぽどヤバいことになるとか？）

　しかもさっきの会話の雰囲気だと、食べて腹を下す程度のヤバさではないような……。

　沈黙したままの小さな背中を見つめ、トキはがしがしと頭をかいた。

「あ、そうだ、召しよう喚かん師には会えた？」

「いえ。会えませんでした」

　よかった。やっと反応があった。いつものマユの口調に、トキはホッとする。

「家はすぐにわかったけど、誰もいなかったんです」

　そういえば、とトキは思う。

「さっきのおじいさんが言っていたけど、その人、他の病人にも食べ物を届けて回っているから、あまり家に戻らないんだって」

「……そうですか」

「なんか話を聞いているとその人、立派な人みたいだね。本当はオレ、ここへ来る前はちょっと心配だったんだ。ほら、キィラが会わないほうがいいみたいなことを言っていたから。だけど病気の人のために食べ物を召喚して、それもお金のためじゃなくて村の人たちからもすごく感謝されててさ、すごいよね、他人のためにそんなことができるなんて――」

　そこで言葉を途切らせたのは、マユが唐突に足をとめたからだった。

　木立のむこうに民家が見える。集落のすぐ近くまで来ていた。

「あの、ト……カマドウマさん」

「へ？」

　一瞬反応が遅れてから、そうか偽名だっけと思い出す。

「召しよう喚かんしたものって、そのあとどうなるかわかりますか？」

「どうなるって、……どうなるの？」

「消えるんです」

　マユは振り返った。漆しつ黒こくの夜のような目が、真っ直ぐにトキをとらえる。

「え？」

「私たちが召喚したものは、残らず消えてなくなってしまうんです。まるで最初から何もなかったみたいに」

「――」

「早ければすぐに消えてしまうし、一日とか三日とか、十日以上残っているものもあります。それがどれくらいの間なのかは、私たちにもわかりません。でも召喚されたものは、最後は必ずもとの時間の中に戻ってしまうんです。だって私たちが取り出しているものは、本当だったらここに存在していないはずのものなんですから」

　それで思い出したことがあった。

（あの花……）

　マユと初めて会った時。彼女から受け取った花はあっという間に消えてしまった。どうしてだろうとトキは不思議だったのだ。

（もとの時間に戻るって……ああいうこと？）

　本来あの花が咲いている場所に戻ったから、あんなふうに消えてしまったのか。

「ヒューゴが持っている銃や弾たまだって同じです。消えるたびに私が召喚して彼に渡しています。もともとここには存在しないはずの弾でも、相手を殺すことも傷つけることもできますから」

　つまり召喚されたものはちゃんと機能するし、影響を及ぼすことだってできる。

　存在しているうちは。

　でも、それだったら――。

　ふいに胸苦しさをおぼえた。トキは黒い瞳を見つめ返した。

「あの、さ。じゃあ……召喚されたものを食べたらどうなるの？」

　――あの人はわしらに、本当のことを言ってくれている。食べることがどういうことなのかをな。

　――わしらが死ぬことにかわりはないんだよ。

　マユは唇くちびるを噛かんだ。トキにむけられていた視線が、地面へと落ちる。

「ちゃんと味わうこともできるし、食べればお腹がいっぱいになります。召喚した材料を使って料理してもそうです。普通の食事とかわりません。……食べた時には」

「でも？」

「消えてしまうのだから、食べなかったのと同じです。食べた直後は栄養として体内に取り込まれても、結局それがなかったことになってしまうから、身体からだをおかしくしてしまいます」

「だけどもし、それでも食べつづけたら……？」

　白い屋敷の病人たちがそうしているように。

「餓死します」

　トキは言葉を失った。

　マユがあの少女から飴あめ玉を取り上げた理由がわかった。かまわないのだと、老人がそう言った意味がわかった。

　あの白い屋敷の人々は、病死と餓死と、そのふたつの死を待っているのだ。

（そんな……！）

「この村の召しよう喚かん師はどうしてそんなことを……!?」

　マユは顔をあげると、集落の方角を振り返った。

「私、もう一度その人の家に行ってみます。先に宿に戻っていてください」

「待って。オレも一緒に行く」

　トキが言うと、マユは驚いたように目を丸くした。

「ダメですよ。だって、ええと、カマドウマさんは」

「関係ないって言うんだろ。そりゃオレは召喚師のことなんて何も知らないよ。マユのことも何もわからない。だけどオレは、マユと一緒に旅をするって決めたんだ。それはずっと一緒にいるってことだよ。マユのそばにいて、同じものを見たり聞いたり感じたりすることなんだ。なのにいつもいつも関係ない知らないって言っていたら、いつまでたってもオレ、わからないままだ。マユが何か困っていたり悲しかったりしても、オレはそれがどうしてなのかわからないで、心配だけしてなきゃいけないんだ。今回みたいに」

　自分でもビックリするほどたくさんの言葉が口から出てきた。

　邪魔かもしれないから、迷惑かもしれないから、嫌がられるかもしれないから。そんな思いに蓋ふたをされて、隠れていた言葉。トキの胸の中の本当の言葉だ。

「マユは何もオレに言わないじゃないか。だったらオレは、自分で確かめるしかないだろ？」

　でも、とマユは困ったように視線を落とした。

「危ないかもしれないんです」

「危険なことくらいわかってるよ。いや、あまりわかんないけど。マユがいろんなヤツらに追われていて、一緒にいたら危険なんだって、言葉ではわかるけど本当はそれがどんなことかなんて、オレには全然わからないよ。でも関係ないからって、自分だけいつも安全なところにいて、それでいいわけないんだ」

　トキはふうと大きく息をついた。

　駆け出しの鎮魂しずめ屋やで、一族の仲間からは頼りないとか力がないとか、そんなことばかり言われてきた。でも自分は男で、年上で、この子よりも背丈があるし腕力だってずっと強い。それでこの子のために何ひとつできないなんて、そんなことがあるわけはない。

「オレは決めたんだから――そばにいるって決めたから。一緒に行く」

　マユは視線をあげた。トキをじっと見つめる。大きくて、吸い込まれそうな黒い瞳。

　それから、こくりと少女はうなずいた。

「はい。お願いします」

　トキはホッと肩の力を抜いた。

「あのでも、これからその召しよう喚かん師に会って何が起こっても私が何を言っても、驚かないでくださいね、カマドウマさん」

「……だから、その偽名もやめてくれない？」



　　　　　６



　家主はやはり不在だった。通りすがりの村人に訊たずねると、隣の集落でその召喚師を見かけたという。そちらへ行ってみると、今度はふたつむこうの集落にいたという話だ。そんなことを繰り返して、結局もとの集落へ戻ってきたのは夕刻だった。

　空は金と赤のまじりあった美しい夕焼けにそまっている。

「うー、腹へった」

　召喚師の家の前で、道端のでっぱりのような石の上に座り込んで、トキは呻うめいた。さっきから空腹の虫が騒いでいる。ずっと休憩なしに歩き回っていたのだから仕方がない。

「トキさん、先にお食事に行っていいですよ」

「いいよ、携帯食があるから。だって盛り場のある集落まで戻らなきゃならないし」

　カバンをあさって干した果物を取り出す。ついでにタマが中で寝こけているのを確認。

（いいよな、こいつは。食べないですむんだから）

　タマが食事をしているところは見たことがない――なにしろ口もないし――が、それでどうやって生きている（？）のかは永遠の謎だ。

　その時、足音が聞こえた。

　こちらにむかって通りを歩いてくる人影がある。トキは慌あわてて口にいれた固い果物を噛かんで飲み下した。

　夕暮れはまだ、相手の姿を確認できる程度には明るい。

　男だ。歳は二十代だか三十代の始めだろうか。中肉中背、特徴といえば髪を長く伸ばして背中でひとつにまとめていることくらい。

　相手もすぐにこちらに気づいて、足をとめた。自分の家の前に陣取った大小あわせてみっつの人影を怪け訝げんに見た。

「シィ・カイド」

　マユの声に、トキはえっと目を瞠みはる。

「やっぱり。……やっぱり、カイドさんだったんですね」

（え、え？）

　目の前に飛び出してきた少女を見つめて、男の顔に驚きよう愕がくが広がった。

「君か、マユ。シィ・マユ」

（えええええぇぇぇ――っ？）

　驚くなと言われていたのに、しょっぱなから驚いてしまった。

　トキは呆あつ気けにとられて二人に交互に目をやる。

（し、知り合い――!?）



「よく俺がここにいるとわかったね」

　カイドは三人を家の中に招き入れると、台所からポットと茶碗をもってきて、居間のテーブルに並べた。

　トキとマユが並んで椅い子すに座り、カイドがその正面、ヒューゴはいつものようにマユのうしろに影のように佇たたずんでいる。

　皿に盛られた焼き菓子に思わず手をのばしかけて、トキは隣にいるマユを横目で見た。マユが首を振ったので、渋々手をひっこめる。

　カイドは微び笑しようした。

「心配しなくても、それはちゃんと店で買ったものだよ」

「図鑑屋さんから聞きました。エズミに、食べ物を召しよう喚かんして他の人たちに食べさせている召喚師がいるって」

「そうか。ああいう裏の稼業の連中は耳ざといからな」

　カイドは首をふると、

「シィ・カイドか。その名で呼ばれるのはずいぶん久しぶりだ」

　呟つぶやくように言った。

「……ごめん。どういう意味？」

　こらえきれず、トキは小さな声でマユに訊ねた。

「シィは私たちの一族の名前です。カイドさんは私と同じ一族の召喚師です」

「へ、へえ」

「黙っていてごめんなさい。私、エズミの召喚師の話を聞いた時、カイドさんじゃないかって思って、どうしても確かめたかったんです」

　つまりそれが「ちょっと気になること」だったわけだ。

（それならそれで先に言ってくれたって……って、オレも訊きかなかったけど）

　おかげで同族の人間どうしの感激の再会の場面で、彼一人がマヌケに仰天するはめになってしまった。

（……だけど）

　トキはちらとマユの表情をうかがった。

（感激の再会ってわけじゃないのかな、もしかして）

「俺はその一族を追放された人間だけどね」

　ほんのわずか、カイドの笑みが皮肉の色を見せた。

「はい。あなたは前にも同じことをやって――召しよう喚かんした食べ物を人にあげて、その人を死なせてしまった。それで一族のみんなに罰を与えられて追放されてしまいました。それなのにどうしてまた、同じことをしているんですか？」

　マユの顔は少し青ざめていた。睨にらむように真っ直ぐな目を相手にむけている。

　カイドは軽く肩をすくめた。

「言っておくが俺が追放された理由は、自分のやったことのせいじゃない。俺がそれを、最後まで罪だと認めなかったからだよ」

「どうして」

「君はお父さんによく似ているね。お父さんもあの時、同じように俺に訊たずねたよ。『どうして』ってね」

　カイドの笑みにはもう皮肉なものはなかった。

「今にして思えば、追放されたおかげで俺は生き残ってここにこうしている。不思議なものだ。――君の噂は聞いていたよ、マユ。いつか会えたらいいなと思っていたんだ」

「カイドさん。どうしてあの時と同じことを、またやっているんですか？」

　ふっとマユの声の色が変わった。静かな、冷ややかな、怒りを含んだ声。

　この少女の同じ声を、トキは前にも聞いたことがある。

「言っただろう？　罪だとは思っていない」

　対する召喚師の声もやはり静かだ。

「あなたのお父さんがそのせいで死んでしまったのに？」

「父は重い病で、もう助からないことがわかっていた。ここの人たちと同じようにね。俺はせめて父を幸せに死界へ送ってやりたかった。けれども父が最後に食べたいと言っていたものは、その時の俺には高価すぎて、とても手に入らなかったんだ。――だから俺は、それを召喚した」

　悪びれもせずに言うカイドを、マユは身じろぎもせずに凝ぎよう視ししている。

　トキはひどく居心地の悪い想いで、自分の靴先を見ていた。こういう話はどんな顔をして聞いていればいいのか、よくわからない。

「数日後に父は死んだ。結局病死だったのか、皆が言ったように召喚したものを身体からだに入れたからなのかはわからない。だが父は喜んでいた。だから俺は、自分のしたことを悔いてはいない」

「でもあなたのしたことは、召喚師は絶対にやっちゃいけないと言われていたことです」

「何がいけないんだろう。俺は健康な人間を死なせているわけじゃない。もう助からない病人に最後に幸せな想いをさせてあげたいだけだよ。それはいけないことなんだろうか？」

　心底、不思議そうな口調だった。なぜ自分が責められるのか、どうしてもわからないというような。

「それに、マユ。シィ・マユ、君は？　君だって禁を犯しているじゃないか。噂は聞いているよ。君は人間を召喚した。それは許されることなのか？」

　マユは硬い表情のまま、動かない。

　トキは唇くちびるを噛かんだ。――それは彼には事情のわからない話だったし、多分カイドの言っていることは正論で、しかも病人に食べ物を召しよう喚かんしてやっているのは善意にもとづく行動であるらしい。しかし。

（なんか今、この人言っちゃならないことを言ったような気がするんだけど？）

　ムカつくくらいは許してもらおう。

「俺のしたことが誰かを殺しているというのなら、君はどうなんだい。君が召喚した、そう、そこのうしろの彼だろう？　君は彼を使って人を殺しているじゃないか」

　トキは足もとにおいたカバンを靴先でそっと蹴けった。

　タマがもぞもぞと中から這い出す。トキの意を正しく汲くんで、行動に及んだ。

　がんっ！

「うわ!?」

　後頭部を拳こぶしで一発殴られ、カイドが驚いて振り返る。その間にタマは素早くテーブルの下に隠れて、そのままちゃっかりとまたカバンの中におさまった。

「なんだ、一体？」

　頭をおさえてきょろきょろとあたりを見回している召喚師に、トキは憤ふん然ぜんと言った。

「オレ、マユのことをまだそんなに知らないけど、マユかあんたかっていったらあんたのほうがずっとヒドイと思うよ。だってあんたが言ってるのは、どうせ死ぬ病人なんだから自分が死なせたって全然かまわないってことじゃないか！」

　カイドはゆるりと首をふった。

「本人たちがかまわないと言っているんだ」

「間違ってるよ。絶対に間違ってる！」

　実際のところトキにはわからない。さっき白い屋敷で見た老人と少女の姿が脳裏をよぎる。彼らは喜んでいた。この男を立派な人間だと言っていた。この男がやっていることが正しいのか間違っているのか、それを言えるのはあの人たちだけだろう。

　だけど。

　この男は多分マユを傷つけたと思う。だからトキはこの男に対して怒ろうと思う。今ここで、そしてこの先たくさんの場面で、自分にできることはそれだけだから。

「カイドさん」

　マユの声は相変わらず冷えきっていた。

「答えてください。その答によっては、ヒューゴはあなたを撃ちます」

（げっ）

　トキは思わず固まった。首をねじ曲げると、黒衣のマントからわずかに銃口が突き出しているのが見えた。

（いくらなんでもそれはマズイんじゃ!?）

　カイドは表情をひきつらせたが、やがて力のない笑みを浮かべた。

「俺のやったことが罪だから、今度は君が裁くというのかい？　……それとも君を人殺し呼ばわりしたことが気に障さわったのか。だけどこの状況では、そう呼ばれても仕方がないと思わないか？」

「どっちでもありません。カイドさんがやっていることがいいことなのか悪いことなのか、私にはわかりません。あなたが追放されたあの時もわからなかったし、今もわからないです。きっと何度も、うんと考えないとわからないことなんだって思います。――だから、私が訊ききたいのは別のことです」

「別の？」

「あなたは教団と手を組んだんですか？　私のお父さんやお母さんや一族のみんなを裏切って宣せん教きよう隊たいに殺させたのは、あなたですか？」

　その瞬間にカイドの表情が凍りついたのを、トキは見た。



「……なぜそんなことを？」

　ややあって、カイドは低い声で言った。

「宣教隊が襲ってきたのは、あなたが追放されてすぐのことでした。それにあなたがここに住んでいられるのは、教団があなたを捕まえないって約束をしているからじゃないんですか」

　静かにそう言ったマユの横顔を、トキは見つめた。それからもう一度、背後の揺るぎない銃口に目をやった。



    

  
    
      



    

  
    
      （――とっくに宣せん教きよう隊たいにもっていかれてたって不思議はねえんだ。……なのに）

　キィラの言葉を思い出す。彼女が何を訝いぶかしがっているのか、あの時、トキにはわからなかった。

　宣教隊に追われているはずの召しよう喚かん師が、ひとつのところに住んでいられる理由なんて。

「答えてください、カイドさん」

「うん、そう。俺は教団と取り引きをしたんだ」

　驚いたことに、カイドはあっさりと認めた。

「俺は彼らに必要な情報を渡した。その代償に、彼らは俺にいろいろと便べん宜ぎをはかってくれることを約束した。今でも定期的に彼らとは連絡をとっている。――それがわかっていて、よくここへきたね。俺が密告すれば、君を捕らえるためにすぐにも宣教隊がエズミへやってくるというのに」

（だから……）

　トキは歯を食いしばる。もちろん、マユはそれを怖れていたのだ。

（宿を別にしようとか、別行動にしようとか、全部そのせいだったんだ）

「みんなを恨うらんだんですか？　あんなふうにみんなが死ななきゃいけないほどだったんですか？　あの街には、召喚師じゃない人たちだってたくさんいました。召喚師が住んでいることを知らない人たちのほうが多かった。それなのに――」

「俺を撃って復讐するつもりかい、シィ・マユ？」

「私は本当のことが知りたいんです。誰のせいだったのか、何が悪かったのか、知りたかったんです」

「俺のせいだよ」

　トキは思わず身を竦すくめた。今にも銃声が響く――と思ったのに、何も起こらなかった。

　奇妙な静寂が訪れる。

「マユ？」

　カイドが怪け訝げんそうな声を出した。

　その時だった。ぱたぱたと軽い足音がして、居間の扉が勢いよく開いた。

　まさかもう密告ずみで宣教隊が!?　と思う前にトキは、飛び込んできた小さな人影を見て目を丸くした。

「カイドさん、あのねおじいちゃんがね、おじいちゃんが……！」

　それはマユとあまりかわらないくらいの歳の少女だった。部屋にいる他の人間には目もくれず、腰を浮かせたカイドの胸にしがみついた。

「おじいちゃん、もう死んじゃうんだって。今日の夜にもう死んじゃうんだって。それで、それでねおじいちゃん桃が好きなの。食べたいって言うの。でも桃なんて高くて買えないの、だから――」

「ああわかった。今、出してあげるよ」

　カイドは力づけるように少女の肩に手をおくと、マユを見た。

「待っていてくれ。逃げないから」

　そう言って奥の部屋に姿を消し、戻ってきた時には瑞みず々みずしい桃を盛った籠かごを手にしていた。

「ほら、これをおじいちゃんにあげなさい」

「うん。カイドさんありがとう」

　少女は泣きそうな顔で桃を受け取ると、落とさないように大事に胸に抱きしめて、部屋を走り出て行った。

　その姿を見送って、カイドはもう一度椅い子すに腰をおろした。

「あの子の祖父は麻ま痺ひが全身に広がっていてね。白い屋敷のことはもう知っているだろう？　あそこに入ってずっと寝たきりだった。……やれやれ、今晩か」

　苦笑して天井を仰いだ。

「皮肉だな。俺の父が食べたいと言ったのも、桃だった。季節外れでね、市場には出回っていないし、あったとしても特別な場所でつくられたものだったから、全財産をはたいても買えないような値段だったよ。まったく、もう少し手に入りやすいものならよかったのにな」

　マユが口を開いた。

「もう、いいよ。ヒューゴ」

　マントからのぞいていた銃口が消えた。ヒューゴが銃をおろしたのだ。

「撃たないのかい？」

「撃たれたいんですか？」

　硬く冷ややかな声はかわらなかった。

「もういいです。――あなたは撃たれたがっているみたいに見えるから」

　言って立ち上がると、

「行きましょう、トキさん」

　踵きびすを返した彼女を見て、トキはうろたえた。

「え、え、でも、いいの？　復ふく讐しゆうにきたんだろ。この人のせいでマユの家族、死んじゃったんだろ？　そりゃオレ、マユがこの人を撃つとこなんか見たくないけどさっ」

「復讐をしにきたんじゃありません」

「へ？」

　マユはわずかに首をかしげてトキを見ると、ふいにニコリと笑った。

「さっきも言ったけど、私は本当のことが知りたかったんです。何が原因で、誰のせいであんなことになったのか。……だって、それがわからなかったら私、いつまでもそのことを考えていなきゃならないから」

　トキは言葉を失った。

　――ああ、また。そうやって笑うんだ。

「俺を撃てば、終わりにしてしまえたのに」

　マユが扉に手をかけた時だった。

　カイドの低い声が聞こえた。

　振り返ると、エズミの召しよう喚かん師はテーブルの上で組んだ自分の手を見つめていた。

「本当のことを知りたいというのなら――俺が教団に渡したのは、一族の召喚師たちの情報じゃないよ」

「カイドさん？」

「俺が知らせなくても、連中はとっくにあの街に召喚師が正体を隠して暮らしていることを知っていた。宣せん教きよう隊たいがもっと早くに襲ってこなかったのは、連中が取り引きを望んでいたからだ」

「取り引き？」

「ああ、俺に持ちかけたみたいにね。連中もそろそろ、召喚師は殺すよりも生かして自分たちのために利用したほうが得だということに気づいている。だから教団はあの街にいる召喚師を殺すつもりはなかった」

　マユは身体からだごと振り返ると、その目を大きく見開いた。

「じゃあ、どうして」

「あの時、宣教隊が街を襲って殺そうとしたのは、一族の召喚師たちじゃない。あの街には、教団がもっと恐れているものがいた」

「恐れているもの……？」

　カイドは自分の掌てのひらに視線を凝らしたまま、うすら寒いほど淡々とした声音で言った。

「魔物がいたんだ。――『神』を滅ぼすためにこの世界に放たれた四匹の魔物の話は知っているだろう？　あの街の地下には、そのうちの一匹が封印されていたんだよ」



「ま……」

　思わず声をあげたのはトキだった。

「魔物!?　って、なんだよそれっ。え、もしかしてあれ？　確か“〝嘆きの時代”〟に人間につくられて、そのままどこかに逃げちゃったっていう……。でもあれって、お伽とぎ噺ばなしだろ？」

　それは、大人が暇つぶしに子供に語って聞かせるような、そして小さな子供だって嘘くさい作り話だと思ってそのまま忘れてしまうような、その程度の伝説だ。

　――昔、『神』に逆らう愚かな人間が解き放ってしまったという、邪悪な四匹の魔物。それがどんな姿をしているのかは、誰も知らない。魔物たちは今もこの世のどこかに潜んで、『神』を滅ぼし世界を破滅に導く時を待っているという。

「嘘だろ。そんなもんが本当にいて、しかも街の地下とかそんな場所に封印されてた？　誰がそんなバカみたいな話を信じるんだよ!?」

「教団は信じた。連中は本気でその魔物を恐れているからな。――だから、魔物を殺すためになりふりかまわず街ひとつを壊かい滅めつさせた」

　カイドの口調はどこまでも平淡だった。

「じゃあ、カイドさんはその魔物のことを……！」

　さきほどまでの青白い冷ややかさはない。マユの声にはハッキリと驚きと困惑と怒りがあった。

「そうだ。俺が、あの街にいる魔物のことを教団に知らせたんだ」

「なぜですか！」

「怖かったからだ」

　カイドはようやくテーブルから顔をあげると、少女を見た。

「君の知らない本当のことを教えてあげるよ、マユ。――あの頃、俺たちの一族は魔物の封印を解こうとしていたんだ。一部の者たちが、魔物を目覚めさせることを強硬に主張していた。『神』がいて教団があるかぎり、召しよう喚かん師である自分たちは存在を許されない。だが『神』をも滅ぼすといわれる力を手に入れれば、世界を変えることができると。俺にはそれが許されないことに思えた」

　マユの身体からだが小さく震えだしていることに、トキは気づいた。

（……マユ？）

「『神』や教団におもねったわけじゃない。召喚師だという理由だけで殺されるなんて、俺だって真っ平だ。だが、だからといって魔物を目覚めさせるなんて、俺たちがやっていいことなのか？　もしかしたらとんでもない数の人間をまきこんで不幸にするかもしれないんだぞ。伝説の通りに世界が壊れてしまうかもしれない。そんなことを俺たちの一存で、自分たちのためだけにやっていいはずがない。――だから」

　封印が解かれる前に、魔物を殺そうと。

　ガタッ。

「マユ!?」

　マユは膝ひざを折って床に座り込んだ。目を見開き、震える手で両方の耳をおさえている。激しく頭をふった。

「私……知らない。……知りません。そんなこと私、知らない！」

　そんな少女の姿に、カイドは暗い目をむけた。

「全部俺が悪いんだ。街が焼かれたことも、君の両親や一族の者たちが殺されたことも。追放されたことを恨んでいたわけじゃない。だけどそれが、俺が教団に近づくきっかけになったのは事実だ。信じてはもらえないだろうけど、俺は宣せん教きよう隊たいがあそこまでやるとは思っていなかったんだよ。連中は――街の人間には手を出さないと言ったんだ」

　悔かい恨こんも痛みも枯れてしまったような口調で。

　マユはそっと両手をおろした。放心したように立ち上がり、カイドを見る。

「そんな話、嘘です」

　大きく息を吸い、叫んだ。

「魔物なんて嘘。私は信じませんそんなこと！」

「マユ!?」

　少女は身をひるがえした。

　あとを追って部屋を飛び出したトキは、背中にカイドの声を聞いた。

「気をつけろ、シィ・マユ。おそらく教団は、あの街から逃げた君と魔物の関連を疑っているはずだから――！」



　　　　　７



（ぜ、全力疾走!?　ていうかマユって足早すぎっ）

　走ってゆく少女とその連れの背中を必死で追いかけて、結局追いつくことができたのは、集落からずいぶん離れた場所まできた時だった。

　すっかり夜である。民家の灯あかりは背後の方角に、まばらに遠く見えるだけだ。

「マユ」

　けれども追いついてみたら、マユは今度は両手の拳こぶしを身体からだの両脇で握りしめるようにして、しょんぼりと立ち尽くしていた。

「どうしたんだよ」

「……トキさんは」

「え？」

「魔物なんて信じますか？　自分の住んでいたところにそんなものがいたなんて、信じますか？　自分の知っている人たちが、大切な人たちが世界を壊してもいいと願ったなんて信じますか？」

「――」

　何と答えればいいのかわからなかった。

　魔物の話なんてバカげている。そう思う一方で、カイドはけして嘘をついていたのではないとトキは思う。

　マユの言った通りだ。あの男は撃たれたがっていた。できれば、本当のことをマユには知らせずに。――トキにはそんな気がしてならなかった。

「あの人は優しい人間なんだって、お父さんが言っていました」

「あの人って、カイドさん？」

「だけど優しすぎる人間は、道を間違えてしまうこともあるんだって。……あの人は間違えたんですか？　それとも間違えたのは死んでしまったみんなのほうですか？　……誰が悪かったんですか。誰のせいで……」

　ぽろぽろとマユの両目から涙がこぼれ落ちた。

（え、泣く？　泣いちゃった!?）

「う……うぇ……ふぇえええん」

　しゃくりあげるとかすすり泣くとかを通り越して、あっという間にマユは大声で泣き出した。

「マ、マユ、ちょっと、あの」

　みっともないほどトキはうろたえた。

（どどどうしよう、慰めるってどうやって!?）

　とんとん、と肩を突つかれた。見ればタマが石版を持って目の前に浮かんでいる。

『ここぞとばかりに抱きしめる』

「何だよその、ここぞとばかりって――っ！」

　ふわっと、黒衣が揺れて泣いている少女を包み込んだ。ヒューゴが屈かがみ込み、腕を回してそっとマユを自分の胸に抱き寄せた。父親が小さな娘をそうやって守ろうとするように。

「あ、なるほどそうするんだ……」

　オレには一生ムリな芸当かもと思いながら、トキはヒューゴを見つめた。

（本当にマユのことにだけは反応するんだな。……それにしてもオレって、なんて）

『役立たず』

　べしっ。

　トキは石版ごとタマを叩たたき落とした。

「うわあぁぁん！」

　ヒューゴにしがみついたまま、そのあともしばらくマユの泣き声はとまらなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　結局マユが泣き疲れてそのまま眠ってしまったので、その夜はそこで野宿することにした。何しろマユが動かないとヒューゴも石のように動かないので、そうするより仕方がなかったのだ。

「せっかく宿をとってあるのにちょっともったいないけど。……ま、いいか」

　火をおこし、集落に戻って井戸から水を汲くんできて、食事をつくった。

「はい。簡単にスープと固パンしか用意できなかったけど」

　マユはヒューゴの膝ひざを枕にして、身体からだを丸めて眠っている。起こさないように注意して、ヒューゴに器を差し出した。

　反応するかどうか心配だったが、とりあえずヒューゴは器を受け取った。自分のぶんの食事を手に、トキはその正面に腰をおろした。

「オレの言うことなんて、きっとあんたには聞こえていないだろうけど。でもちょっとの間、話をさせて」

　赤々と焚たき火が燃えている。遠くの民間の灯あかりもすでに消えて、あたりは静かだった。

　ヒューゴは黙々と食事を口に運んでいる。

「マユがあんなふうに泣くなんて、オレ驚いた。もしかして案外、泣き虫なのかな。だけどちょっと嬉うれしかった」

　よかったと思った。笑ってばかりいるんじゃないことがわかって。

「オレ、本当にいろいろなことがわかっていないし知らないんだなって思ったよ。マユのことも、その他のことも。いつも困ってばかりいて、全然役に立たないなって自分でも思う。もうちょっといろんなことができたらいいのにって。……でも考えてみたらオレ、マユに会う前からずっとそうだったんだ」

　もっと力があればいいのに。兄たちに比べて、自分はなんて頼りないんだろう。どうしてこんなに何もできないんだろう。

　子供の時からずっと、そう思っていた。

「オレはきっと、今までは何もできなくても許してもらえるところにいたんだと思う。何を言われてもそれは仕方がないって、どうせ力がないからだって、それで終わりにしてしまえるくらい平穏な場所にいたんだ。……でも今はオレ、わからないことはわかるようになりたいし、できないことは頑張って、どんなにダメでも頑張って、少しでもいいからできるようになりたいって思う。マユが笑っている時には一緒に笑って、泣きたい時にはちゃんとそばにいてあげられる人間になりたいから」

　ヒューゴは空になった器を地面に置いた。マユはまだ眠っている。

　トキはひとつ息をつくと、スプーンを口に運んだ。

　今日、ひとつ気がついてしまったことがある。

　気がついたけど怖くて、マユには訊きけなかったことがある。

「ヒューゴ、あんたは――いつか消えてしまうの？」

　召しよう喚かんされたものはいつか必ず、もとの時間に戻るのだと、マユは言っていた。

　だとしたらヒューゴだって例外ではないはずだ。

　二年という年月は、その意味ではきっと信じられないくらい長い時間なのだと思う。彼がこの世界にやってきたのがありえなかったことならば、それだけの間留まりつづけたことだって、ありえないことなんじゃないか。

　消える。いなくなる。多分それは、ある日突然だ。トキの目の前で散ったあの花びらみたいに。

　死ぬことよりも呆あつ気けなくて、もっと残酷だ。

　マユがそのことに気づいていないはずがない。恐れていないはずがない。

「消えないでよ。頼むから。マユにとってあんたは、家族全部と友達をあわせたくらい大事な人間なんだから」

　この世界では、祈ることを誰も知らない。だから自分のこの気持ちが何なのか、トキにはわからない。

　ただ、思う。願って叶かなうのなら、全身全霊をこめて願う。口に出してその通りになるのなら、百万回だって口にする。

「頼むから、ヒューゴ。あんたは消えちゃダメだ。マユを守れるのはあんたしかいないんだ。あんたがいなくなったら、マユが泣くよ」

　トキはハッとした。

（あれ……？）

　それまでどこでもない場所を見ていたヒューゴの目が、動いた。一瞬、その視線がトキをかすめた。

（オレを見た？）

　間違いなく、ヒューゴは彼を見た。

　それだけのことなのに、胸の中で何かがふわっと緩ゆるんだ。

「なんだよ。今ごろオレのことに気がついたわけ？」

　わざとぶっきらぼうに言って、トキは冷めかけたスープを口に運んだ。

　なんだかとても嬉うれしかった。



　――君にとっての大きな存在でなくてもいいんだ。

　心の中の大事な部分を占める存在でなくていい。

　空気みたいに軽くて君の重荷にならなくて、大切な人間じゃなくて、かまわない。

　ただ時々思い出して振り返って、ああいるんだなと、そう思ってもらえたらいい。

　そのためにオレは、今よりもずっとずっと強くならなければならないと思う。



　毛布にくるまって眠りに落ちる寸前、タマが彼の頭をこづいた。

「……なんだよ」

　横になったまま目をあけると、タマは石版に書き込んだ文字を見せた。

『空と月』

　愚か者の代名詞。

「ちぇっ、なんだよ。どーせね、バカだって言うんだろ。ええバカですよ。悪かったな、どうせなら史上最大のバカを目指しますって」

『おまえならなれる』

「そうかよ……」

　半分寝ぼけながら、トキは思う。

　空と月。けして手が届かないもの。

　でも手を伸ばすくらい、いいじゃないか。それを愚かだと笑って何もしないヤツらよりも、ずっといい。

　だってオレはそうしたいんだから。



　トキがそのまま眠りに落ちるまで、タマは動かなかった。

　やがて規則正しい寝息を確認すると、石版にまた文字を書きつけた。

『空と月を、人は必ずもう一度手に入れる』

　読む者のいない言葉を、夜空の淡い色した月だけが見下ろしていた。



完　　



    

  
    
      
あとがき



　こんにちは。ＭＦ文庫Ｊでは「はじめまして」になります。霜しも島じまケイです。

　これまではおもに少女向けのレーベルで異世界ファンタジーや、鬼やら妖怪やら陰おん陽みよう師じやらが出てくる伝奇モノを書いておりました。と言っても、基本的に私の書く物語はギャグです。どうもそうらしいです。シリアスなものを書いても、よく他人様に「ギャグ小説？」と言われます。……なんでだろう。

　というわけで、この話にも幽霊が山ほど出てきますが、ホラーではありません。ええもう、きっぱりはっきり申し上げますが、

「怖くありません」

　なんでこんなことを強調しているかと言いますと、この原稿を出した時点で担当氏に泣かれたからです（笑）。

「ホラーはダメって言ったじゃないですか～」

「ええ、ホラー!?　どこがっ？　ぜんっぜん怖くないじゃないですか」

「だって幽霊が出てきたら、みんなホラーだって思いますよ～」

　そうか？　幽霊が出てくるコメディだっていっぱいあるってばよ。

　ちなみに作者本人は怖いものは大の苦手だったりします。怪談やホラー映画やゲームは好きですが、実際に幽霊を見たらきっと卒倒します。というか生まれてこのかた見たこともないし、いわゆる霊感とかいうものはカケラも持ちあわせておりません。もし髪の長い女の人がずりずり床を這はって近づいてきても、気づかずに踏んでしまうに違いないってくらい、そういうものには疎うといです。どうでもいいけど、どうしてあのテの幽霊って、必ず顔が隠れるくらい髪が長いんでしょうねえ。謎だ。



「たまには可愛い女の子が書きたい」

　ＭＦ文庫Ｊから仕事のお話をいただいた時に、真っ先に思ったのがそれでした。

　私の書く女性や少女キャラは、たいていいつも体力はあるわ気は強いわ、誰かに守られるよりも誰かを守るタイプ、というよりも、男をあとに残してとっとと一人で走っていってしまうタイプ。好きだ嫌いだと言っているより戦っている場面のほうが断然多いので、まっとうな恋愛モノになりません。そういや恋愛シーンなんて今まで書いたことあったかなー、あったかもねー、思い出せないけど。

　だから、たまには小ちゃくて可愛くて守ってあげたくなるような女の子を書いてみたいと思ったわけです。で、いざ書きだしてみて、知りました。おのれの限界を。

　うーん、マユは可愛いというよりなんだかいろんな意味で不思議な女の子になってしまったような。で、人のいいトキが巻き込まれて振り回されるという、まったくいつもの私の話のパターン。

　まあ頑張ってくれ、トキ。今の時点では、まだ全然マユの視界にはいっていないぞ。運よくこの話のつづきを書くことができたら、少しはいい男になってくれるんじゃないかと作者は思っておりますが。……多分。



　今回、迷惑をかけっぱなしだった担当の大おお喜き戸ど氏。武器についてのアドバイスは、本当に助かりました。あと、この物語を書くにあたってのさまざまな意見やサポートも、ありがとうございます。でもって、ごめん。乳のデカいねーちゃんが出てこなくて（笑）。

　素敵なイラストを書いてくださった、ギンカさん。原稿を遅らせてしまってごめんなさい。どのキャラもカッコよくて可愛くて、最初にラフを見せていただいた段階で「おおっ」と大喜びしておりました。特にヒューゴが、こんなにイイ男だったなんて（書いている時にはイメージはただの黒づくめのマッチョだったもので）。嬉しい。ありがとうございます。

　そしてこの本を手にとってくださった皆さまに、最大の感謝を。少しでも楽しんでいただければよいのですけれども。

　できれば、またお目にかかる機会があることを祈りつつ。ありがとうございました。



霜島ケイ　　
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　イラスト

　ギンカ

　　１９８５年みずがめ座のあたり生まれ。神奈川県在住。映画鑑賞と寝ることが趣味。



    

  
    
      空と月の王
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